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　気がつくと、両手が軽く汗ばんでいた。大おお石いし柊しゆう二じは制服のスラックスで手のひらを拭ぬぐい、ベンチの隣を見た。飯いい田だ涼すず花かが座り、ペットボトルのジュースを飲みながらスマホを弄いじっている。ピーコートとブレザー、ワイシャツの制服は柊二と同じだが、ボトムスはチェックのプリーツスカートだ。

「どこに行く？　時間ないよ」

　スマホの画面に目を落としたまま、涼花が訊たずねた。涼花の家は厳しく、門限は午後五時だ。

「わかってる」

　柊二は返し、周囲を見回した。大きな公園で、バーベキュー場や屋外ステージがある。二人がいる広場も、休日に大規模なフリーマーケットが開かれることで知られているが、今はしんとして人影もまばらだ。時刻は午後四時を過ぎ、陽が暮れかけている。

　肩に手を置いて嫌がられなかったら、そのまま抱き寄せてキス。朝から授業そっちのけでシミュレーションしてきた流れを、柊二は繰り返した。

　つき合い始めて、二週間。先週の日曜日のデートでは手をつなぎ、帰りのバスの中で涼花は、柊二の肩に頭を乗せて熟睡していた。大丈夫。むしろ涼花は、キスを待っている。さっさと済ませて、その先に進むのだ。心の中で呟つぶやき、柊二はもう一度スラックスで手のひらを拭った。右腕を上げ、後ろから涼花の右肩に伸ばそうとした刹せつ那な、

「やだ」

　と驚いたような声がした。ぎょっとして、柊二は手を引っ込めた。

「なんかあるよ。これ、なに？」

　続けて言い、涼花は立ち上がった。視線はベンチの右下に向いている。

「どうかした？」

　やだ、って俺じゃないのか。ほっとしながら、柊二も立ち上がって涼花の前を通り、ベンチの右脇に移動した。

　鉄でできたベンチの脚の脇に、黒いドラムバッグがあった。無地で、ロゴなども入っていない。

「ホームレスの私物だろ。こういうところに荷物を置いて、食べ物とか探しに行くんだよ」

「それにしては、きれいじゃない？　忘れ物かもよ」

　柊二の肩越しにバッグを覗のぞき、涼花が言う。

「だとしても、気づいて取りに来るだろ」

「なんかいいものが、入ってたりして」

　涼花の声のトーンが変わった。振り返って見ると、大きな目が期待と好奇心で輝いている。

「ないない。ゴミか着替えだよ」

「開けてみなきゃ、わかんないじゃん」

　スマホとペットボトルを手に、涼花がピンクのリップグロスで光る唇を尖とがらせた。いま機嫌を損ねるとまずい。直感し、柊二は息をついて頷うなずいた。

「わかったよ」

　かがみ込み、バッグの上部のファスナーに手を伸ばした。柊二の隣から、涼花もバッグを覗き込む。汚いものか、グロいものだったらイヤだな。不安と嫌悪感を覚えながら、柊二はファスナーを開けた。

　まず目に入ったのが、プラスチック製の白く小さな長方形の物体。中央に横長の液晶画面があり、黒い数字が表示されている。なんだこれ。時計？　そう思い、バッグの口を大きく開けて、柊二の手が止まった。

　白い物体の下には、直径三センチ、長さ十五センチほどの茶色い紙の筒があった。筒は全部で五、六本あり、上下の端を黒い粘着テープで束ねられていた。筒の口も同じテープで封をされていて、白い物体の上からは赤と青の細いコードが延びている。

「えっ。これって」

　柊二の頭の中に、刑事ドラマやアクション映画で見た複数のシーンが蘇よみがえった。同時に目が動き、白い物体の液晶画面を確認する。数字は動いていて、カウントダウンをしているようだ。

「なにこれ。ヤバいじゃん！」

　叫ぶやいなや、涼花が駆けだした。スマホとペットボトルを握りしめ、柊二には目もくれずにベンチから離れる。

「おい。待てよ！」

　柊二も声を上げ、ベンチの上の自分と涼花のスクールバッグを抱えて、転がるように走りだした。
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　苦しい。もう無理。

　心の中で訴え、牧まき野のひよりはハンドルから片手を離して運転席のドアの側面に並んだボタンを押した。低いモーター音とともに窓が開き、流れ込んだ外気で車内に充満していた匂いが薄らいだ。

　ほっと息をついていると、原はら田だ照てる之ゆきが口を開いた。

「で、さっきの続きなんだけど。美み玲れいちゃんは刑事の仕事に興味津々で、いろいろ訊きいてくるわけ。『本当に事件ヤマとか犯人ホシとか言うの？』とか『犯人に手錠をかけたことある？』とかさ」

　エラの張ったごつい顔をゆるませ、「美玲ちゃん」の言葉の部分は声色も変えて、とうとうと語った。シートを少し倒して助手席に座り、胸の前で腕を組んでいる。

　その日、ひよりと原田は朝から隣の区の署で行われた若手刑事のための研修会に参加した。研修会は午後五時前に終わり、柳やなぎ町まち北きた署に戻るために車を走らせている。

「はあ」

　露骨に興味なげに返したが、原田は構わずに続けた。

「でも、『今どんな事件を担当してるの？』は困るよなあ。こっちには、守秘義務ってものがあるじゃん？」

　問いかけて、原田は組んでいた腕を解き、手のひらで頭の脇を撫なでた。その拍子に、ヘアスタイリング剤と柔軟剤の入り交じった強い匂いが押し寄せてきた。ひよりは軽く咳せき込み、片手を左右に振って顔の前の空気を払った。しかし原田はなにも気づかない様子で、ゆるんだ顔で前を見ている。

　原田に美玲ちゃんという彼女ができたのは、ひとつきほど前。きっかけは先輩署員の紹介で、原田の一ひと目め惚ぼれだったらしい。あまり知られていないが、警察官は先輩や上司に相手を紹介され交際、結婚に至るというパターンが多い。警察官として採用されるためには、犯罪者や危険団体に所属している人物ではないか等の身元調査が行われ、結婚相手にも同様の条件が求められる。ゆえに、身内の紹介する相手なら安心。加えて命の危険と隣り合わせ、事件が起きれば署に泊まり込みも珍しくないという、ある意味特殊な仕事への理解も得やすいかららしい。

　美玲ちゃんは、二十五歳。署内の噂では、「ゆるふわ系ＯＬ」だそうだ。当然原田は舞い上がり、ヒマさえあればのろけて、安物だったスーツも、流行はやりの細身でジャケットの丈がやや長めのものを着るようになった。同時に、短く刈り込んだ髪の前髪を少し伸ばしてヘアスタイリング剤でセットし、清潔感を演出する狙いか、衣類を香料入りの柔軟剤で洗うようになったのだが、どちらも量が多すぎて匂いが強烈。姿が見えなくても、匂いを辿たどると原田の居場所がわかる、という状態だ。

「あとは俺の相棒がお前、つまり女だってわかったら、『ずっと一緒にいるんでしょ？　なんかイヤ』って拗すねちゃってさ」

「そう言われても。刑事は、二人一組で行動するのが基本だし」

　それに、「イヤ」はこっちの台詞せりふ。この匂い、勘弁してよ。心の中で付け足し、ひよりは再度ボタンを押して窓を全開にした。あと数日で三月。朝晩の冷え込みは厳しいが、昼間は春を思わせる日もある。車は、柳町北署の近くの大通りを走っていた。

　こくこくと頷き、原田はゆるんだ顔のまま、ひよりを見た。

「だよな。そもそもお前はオヤジ好きで、俺はタイプじゃないし」

「なんですか、それ。全然違いますよ」

「またまた。メゾン・ド・ポリスのおじさんたちと、仲良くやってるじゃん」

「あれは仕事で仕方なく、嫌々です」

「そうかぁ？　署では『オヤジ転がし』『枯かれ専せん』って、もっぱらの評判で」

「ちょっと。いい加減にして下さい」

　声を大きくして顔を向けると、原田はがはは、と笑った。小鼻が広がり気味の鼻に、シワが寄る。ひよりはさらに憤慨しようとしたが、原田は真顔に戻って前を向いた。

「なんだあれ」

　言われて、ひよりもフロントガラス越しに前方を見た。通りの先の路肩に、数台のパトカーと警察車両らしきセダンが停まっている。歩道を挟んだ向かいは、都立えがお公園という大きな公園だ。

「事件か」

「ですね」

　短くやり取りし、ひよりは路肩に車を停めた。出入口から公園に入って少し歩くと、広場の前に野次馬が十人ほど集まり、向かい合う形で制服姿の警察官が立っていた。

「お疲れ様です。何ごとですか？」

　野次馬から少し離れた場所で、声をかけた。警察官は、ビジネスコートにダークグリーンのパンツスーツ姿のひよりが同じ署の刑事だとわかったらしく、近づいて来て敬礼をした。

「広場内で、不審なバッグが発見されました。中身は時計らしきものを装着した、紙の筒のようです」

「わかった。ありがとう」

　原田が返し、ひよりも会釈すると警察官は再び背筋を伸ばし敬礼をした。

　二人で広場に入った。レンガブロックが敷かれ、両脇に葉を茂らせた木が等間隔で植えられている。ベンチもいくつか置かれ、中ほどの一つを制服姿の警察官とコートにスーツ姿の男性が四、五人、遠巻きに眺めていた。大柄でスーツの上に黒いナイロンジャンパーを着ているのが、警備課長の水みず上かみだ。陽はとっぷりと暮れ、周囲にはスタンド式の照明がいくつか置かれている。

「お疲れ様です」

　水上の隣に立ち、手帳にペンでなにか書き込んでいる男性に原田が話しかけた。歳は六十ぐらい。中肉中背で、生え際の後退した髪を短く刈り込んでいる。柳町北署警備課係長の梅うめ崎ざき赳たけ夫おだ。

「よう。どうした？」

「近くを通りかかりました。うちの新入りに勉強させたいんで、お邪魔させて下さい」

　立てた親指でこちらを指して原田が言ったので、ひよりは、

「お疲れ様です。お願いします」

　と頭を下げた。不審物や不審者への対応と要人警護、災害対策などは警備課の担当だ。

「なんだ、その格好ナリは。ちゃらちゃらしやがって」

　ひよりの声は聞こえず、姿も見えないように、梅崎は原田に言った。からかうような口調だ。

「ダメですか？　流行ってるんですよ、これ」

　原田が頭とスーツを押さえて返し、梅崎と一緒に笑う。収まりが悪くなって、ひよりは顔を上げた。真顔に戻り、原田が前を向く。

「不審物だそうですね。金属反応は？」

「これからだ」

　手帳とペンをスーツのポケットにしまい、梅崎も前を向いた。ひよりも視線を動かすと、ベンチの下に黒いドラムバッグがあった。

　広場に、警備課の若い男性課員が入って来た。スーツのジャケットを脱いだワイシャツ姿で、片手にジュラルミン製の長く大きな盾、もう片方の手に直径十センチほどのプラスチック製のリングに長さ四十センチほどの柄が付いた深緑色の金属探知機を持っている。それを見て、野次馬がざわめいた。犬の散歩やウォーキングの途中と思おぼしきお年寄りや中年女性だが、少し離れたところにピーコートにブレザーの制服を着た若い男女がいて、興奮した顔で警備課の課員と話している。不審物の第一発見者だろう。

　男性課員は他の課員たちと潜めた声で話した後、ベンチに歩み寄った。梅崎と他の課員たちはさらに後退し、ひよりと原田も倣う。

　男性課員はドラムバッグから少し離れた位置に盾を立てて後ろに隠れ、片かた膝ひざを突いて座った。盾の上部に入ったスリットから前を覗のぞきながら、金属探知機を持った右手を伸ばす。金属探知機のリングの部分が、ファスナーが開いた状態のドラムバッグの中にゆっくり入っていく。梅崎たちがその動きを注視し、ひよりも首を伸ばして目をこらした。不審物への対応の訓練は受けたが、現場を見るのは初めてだ。

「爆発物の本体が紙とかプラスチックでも、信しん管かんが取りつけられていれば、金属探知機に反応するんですよね？」

　原田の向こうの梅崎に、ひよりは問いかけた。梅崎は無言。こちらを見ようともしない。「当たり前のことを訊きくな」と呆あきれているのかもしれないが、全身から拒絶感と威圧的なオーラが漂っている。

　男性課員は注意深くゆっくりと、ドラムバッグの中で手を動かした。ピー、とアラームの音が鳴り、その場のみんなが身を硬くする。手を止めて、男性課員が振り向く。

「タイマーの金属部品に、反応した模様です」

「そのまま続けろ」

　水上ではなく、梅崎が命じる。彼がこの事件の担当なのだろう。男性課員は動きを再開し、しばらくしてまた振り向いた。

「紙筒には、反応がありません！」

　警備課の課員たちがほっとする気配があり、ベンチに向かった。原田とひよりも付いて行く。

　男性課員が右手を引っ込めて立ち上がり、その脇を抜けて梅崎がドラムバッグに歩み寄った。中腰になって、ドラムバッグの中を覗く。後ろから、原田とひよりも身を乗り出して覗いた。黒い粘着テープで口を封じ、束ねられた複数の紙の筒があり、上に液晶画面のある白い物体が取りつけられている。時計かと思ったが、キッチンタイマーだ。

　梅崎がジャケットの胸ポケットからペンを抜き取り、指紋を付けないようにキッチンタイマーの上部に延びる赤と青のコードを持ち上げた。コードの先端は、紙の筒に取りつけられておらず、ぶらんとぶら下がった。

「うわ。ちゃちいな」

　呆れ顔で原田が言い、梅崎は口を歪ゆがめて笑った。

「多分、筒の中は空からだな」

「偽物、っていうかイタズラ？　人騒がせですね」

　ひよりが眉まゆをひそめると、原田は体を起こした。

「まあ、ケガ人が出なくてなによりだ。それじゃ、署に戻るか……梅崎さん。お邪魔しました」

「おう。またな」

「ありがとうございます。勉強になりました」

　来た時と同じように、ひよりは頭を下げた。またもや無視かと思いきや、梅崎は言った。

「昔は、現場は男のものだったのにな」

　とっさに意味がわからず、でも胸に理不尽さと怒りが湧いてきた。返す言葉を探していると、梅崎は水上と話しだした。原田がその場を離れたので、ひよりも付いて行くしかない。これからここには鑑識課員が来て、現場検証が行われる。

　広場を出て公園の出入口の手前まで来た時、原田のスマホが鳴った。

「美玲ちゃんからだ。『仕事中はかけてくるな』って、言ってるんだけどなあ」

　ぼやきながらもたちまち顔をゆるませ、立ち止まってスマホを耳に当てて「はいはい。俺で～す」と応こたえる。うんざりしてその場に原田を残し、ひよりは公園を出た。路肩の車のドアを解錠していると、後ろから話しかけられた。

「あの、警察の人ですか？」

　振り向いたひよりの目に、フリースジャンパーの下にトレーニングウェアを着た中年女性の二人組が映った。どちらも、広場の野次馬にいたような気がする。

「はい」

「爆弾が見つかったって、本当？」

　一人が訊たずねた。眼鏡をかけ、長い髪をシュシュで束ねている。

「いえ、心配ありません。詳しくは、担当の者から説明があるはずです」

「そうなの？　よかった……でも、怪しい人がいるの。知らせた方がいいかな、と思って」

　ほっとしてから声のトーンを落とし、もう一人が言った。ショートカットの髪を、明るめのブラウンにカラーリングしている。

「どんな人ですか？」

「年配の男の人。私たちと一緒に広場の様子を見てたんだけど、きょろきょろしたり携帯で写真を撮ったり。目つきが鋭くて人相も悪いし、普通じゃない感じで」

　そう言って、後ろを振り向く。ひよりはさらに問うた。

「今も広場の前に？」

「いいえ。少し前に、築つき山やまの方へ行きました」

　ショートカットの女性が返し、園内の広場とは反対の方向を指した。

「わかりました。ご協力ありがとうございます」

　会釈をして園内に戻り、原田にジェスチャーで状況を伝えて歩きだした。梅崎に報しらせに戻ろうかと思ったが、男が逃げてしまうかもしれない。

　街灯が照らすアスファルトの遊歩道を進んだ。両側は、冬枯れした芝生で覆われた見晴らしのいいスペースで、奥にこんもりとした築山がある。その頂上に、こちらに背中を向けて男が立っていた。近づいて行くにつれて、中背のずんぐりした体型で黒いダウンジャンパーの下にジャージを着て、頭にベージュのハットをかぶっているのがわかった。

　築山の下まで行って振り向くと、三十メートルほど後ろにさっきの女性二人組が立っていた。身を寄せ合い、不安げにこちらを見ている。ジェスチャーで「あの男ですか？」と訊ねると、二人とも首を大きく縦に振った。「そこにいて下さい」と伝えて、ひよりは築山を上った。

「すみません」

　声をかけたが男は振り向かず、身動きもしない。確かに怪しい。警戒心を強めながら、ひよりは男に近づいた。

「柳町北署の者です。ちょっといいですか？」

　後ろまで行き、再び訊ねたが男は動かない。もしかして、耳が遠い？　そんな疑問もよぎりながら、ひよりはダウンジャンパーの肩に手を伸ばした。

　男が首をこちらに回した。と、同時に斜め後方に身を引き、片手を上げてひよりの手首をつかんだ。はっとしたが抗あらがう間もなく、気づいたら男に片腕をねじり上げられていた。

「放しなさい！」

　腕の痛みを堪こらえて叫び、もう片方の手で男の手をつかんで引っぱったが、びくともしない。焦りを覚え、今度は男の脇腹を打とうとしたが、ひらりと身をかわされてしまった。助けを呼ぼうと後ろを見ると、女性二人組はいつの間にか姿を消している。焦りがさらに増し、ひよりは男を蹴けろうとローヒールのパンプスを履いた足を上げた。

「まだまだだな」

　斜め上から野太く無愛想な声がして、ふん、と鼻を鳴らす音が続いた。はっとして動きを止めると、男はさらに言った。

「声をかけるタイミングが早すぎるし、間も詰めすぎだ。おまけに肩を叩たたくなんざ、飛んで火に入る夏の虫。いや、飛んで焼き鳥屋に入るひよっこか」

「『ひよっこ』って……迫さこ田たさん!?」

　ひよりの言葉を待っていたかのように、男は目深にかぶっていたハットのつばを持ち上げた。現れたのは、雑なつくりのパーツが並ぶ丸い顔。メゾン・ド・ポリスの住人、迫田保たもつだ。

「なにしてるんですか」

「決まってるだろ、捜査だよ。買い物に行く途中公園を歩いてたら、『爆弾が仕掛けられてる』って騒ぎになってるじゃねえか。さっそく野次馬に紛れ込んで怪しいヤツはいねえか見張って、写真も撮って、見み廻まわりをして」

「結果、自分が『怪しいヤツ』になってるし。ていうか、なんで帽子？　いつもは、かぶってないじゃないですか。帽子がなければ、すぐに迫田さんだって気づいたのに。しかも、全然似合ってないし」

「似合ってなくて、悪かったな。出がけに高たか平ひらのヤツに『天気予報では夕方から雨だから』って、無理矢理かぶらされたんだよ」

「なんでもいいから、手を放して下さい。爆弾は偽物だったし、犯人は署の者が見つけますから……まったく。紛らわしい」

「なんだと？　半人前が、生意気言いやがって」

　嚙かみつくように言い放ち、迫田はひよりの手首をつかむ手に力を加えた。

「いたたっ！」

　顔をしかめてひよりが身をよじった時、

「牧野！」

　と呼ばれた。遊歩道を原田と梅崎、制服姿の警察官が走って来る。

「無事か!?」

「そいつがホシか!?」

　原田と梅崎が叫び、制服姿の警察官と一緒に築山を駆け上った。女性二人組が、助けを呼んでくれたらしい。ひよりが返事をする前に三人は頂上に着き、迫田の手をひよりの手首から引き剝はがした。

「おい、やめろ！　俺はホシじゃねえ。元柳町北署刑事課の──」

「黙れ！」

「動くな！」

「公務執行妨害で逮捕する！」

　口々に叫び、迫田に飛びかかる。柔道黒帯の猛も者さの迫田だが、複数の現役警察官にかかってはひとたまりもなく、あっという間に取り押さえられてしまった。原田は以前迫田と会っているのだが、ハットのせいでわからないようだ。

「いててっ！　放せって。ひよっこ、黙ってねえでなんとか言え！」

　迫田は顔を歪ゆがめて訴えたが、三人は聞く耳を持たず。ひよりが手首の痛みが引いてから「私の知り合いです」と伝えよう、と思っているうちに迫田は組み伏せられ、築山から引きずり下ろされた。




　ひよりが車を路肩に停めると、迫田はシートベルトを外した。

「お前も来い」

　ぶっきらぼうに告げ、ダウンジャンパーとハットを持って助手席のドアを開け、車を降りた。

「でも、まだ仕事が残ってますし」

「話がある」

　言い残して、迫田は歩道を横切り傍らの店に歩み寄った。仕方なく、ひよりも車を降りた。迫田に続き、自動ドアから店に入る。

「いらっしゃいませ」

　レジカウンターの中から、若い女性店員が微笑みかけてきた。同時に、醬しよう油ゆとニンニクの香りをはらんだ生暖かい空気が押し寄せてくる。

「お二人様ですか？」

　問いかけてレジカウンターを出ようとした女性店員を片手を上げて止め、迫田は店内を進んだ。コートの肩に黒革のバッグをかけ、ひよりも付いて行く。

　通路の両側に、中央にコンロが埋め込まれたテーブルと椅子が並んでいる。夕飯時なのでテーブルは仕事帰りのサラリーマンや家族連れで六割方埋まり、みんなトングでコンロの上に載った焼き網の肉をひっくり返したり、小皿に取った肉を、割り箸ばしで口に運んだりしていた。もうもうと上がる煙が、テーブルの上の排煙口に吸い込まれていく。

　突き当たりまで行き、迫田は木製の格子戸を開けた。個室で、テーブルの両側にベンチシートが置かれている。

「あ、やっと来た。待ってたんですよ」

　満面の笑みで明るく言い、手前のシートに座っていた高平厚あつ彦ひこが立ち上がった。白いワイシャツにネクタイ、スラックス姿で両手に生肉の載った皿とトングを持っている。

「ひよこちゃん、お疲れ様。会いたかったよ」

　高平のテーブルを挟んだ向かいの上座から、藤とう堂どう雅まさ人とがウィンクをしてきた。洒落しやれたワイシャツにネクタイ、ベストにスラックスをまとい、上に白衣というスタイルだ。

「こんばんは」

　迫田に続いて個室に入り、ひよりは頭を下げた。藤堂の向かいに座った伊だ達て有あり嗣つぐと目が合う。淡い青のニットを着て、ウーロン茶のグラスを持っている。にっこりと微笑み、伊達はグラスを口に運んだ。

「これ、焼けてます」

　低い声でぼそりと言い、ひよりには見向きもせずに焼き網の上の肉をつまんで藤堂の前の皿に載せたのは、夏なつ目め惣そう一いち郎ろう。臙えん脂じのボタンダウンシャツにチノパンという格好で、高平の向かいに座っている。

　高平がシートの脇に避よけ、迫田は空いたスペースを通って伊達の隣に行き、どすん、と座った。シートにダウンジャンパーとハットを置くなり、言い放つ。

「ビール」

「はいはい……すみません、おビール一つ。ついでに、カルビとタン塩を追加で」

　身を乗り出して声を張り上げ、高平が個室の前を通りかかった中年の男性店員にオーダーする。

　場所を変えても、みんないつもの格好でいつものノリ。そう思い、ひよりは軽い脱力感を覚えた。しかも、迫田を除いた全員が使い捨ての胸当て紙エプロンを着けているので、ちょっと間抜けだ。振り向き、高平が言った。

「ひよりさん、さっきはお電話をどうも。迫田さんがご迷惑をかけたみたいで、すみません」

「迷惑はこっちだ。あいつら、人の話も聞かねえで寄ってたかって。柳町北署も、落ちたもんだな」

　鼻を膨らませて、迫田がわめいた。横目でひよりを睨にらんでいるが、手は素早くテーブルの上の紙エプロンを取り、首にかけている。

「だから、ちゃんと謝ったじゃないですか。それに、迫田さんが私の腕をねじ上げたりしなければ、原田さんたちだってあんなことしませんでしたよ」

　うんざりして、ひよりは返した。

　築つき山やまでの騒ぎから、約二時間。あの後ひよりが事情を説明し、迫田はすぐに解放されたのだが、迫田は激怒。そのままひよりたちの車に乗り込んで柳町北署まで行き、ひよりと原田の上司で自分のかつての部下、刑事課長の新あら木き幸こう司じを呼びつけて説教した挙げ句、「送って行け」と命じた。

「なんだと？　くちばしの黄色いひよっこが、生意気にピーピー言いやがって」

「『ひよっこ』じゃありません。『ひより』です」

「まあまあ。取りあえず、お食事にしましょう。ひよりさんも一緒にどうぞ。みなさんが、『たまには外食したい』って言うから来たんです」

　皿とトングを持ったまま、高平が割って入ってきた。トレードマークのアームカバーは油はねを考慮してか、エプロンと同じ紙素材。どこで売っているのだろう。

「ありがとうございます。でも、署に戻らないといけないんです。迫田さん。話ってなんですか？」

「決まってる。今日の事件ヤマだ。爆発物は偽物だったが、似たようなヤマが起きてるんだろ？」

「なんでそれを」

「現場の連中がそれらしいことを言ってたから、署で新木を問い詰めたら吐いた」

「課長が？　迫田さん、どれだけ弱味を握ってるんですか」

「いいから、詳細を説明しろ」

　当然のように告げ、迫田は割り箸を割って焼き網の上の肉を取り始めた。惣一郎に「もっとカルビを焼け。あとロースも」と命じている。ここで抵抗してもムダなのは、これまでのつき合いで、イヤと言うほどわかっている。仕方なく、ひよりは格子戸を閉め、テーブルの脇に置かれていた手荷物入れのカゴにバッグを入れた。

「二週間前、銀ぎん座ざの映画館のデネブ座から『客席の椅子の下に、変なものが入った紙袋がある』と通報がありました。続いて八はち王おう子じにある輝き星せい学院大学から、『キャンパスの中庭に、不審な段ボール箱が置かれている』と通報。そして今日、れんげ町の都立えがお公園の広場で発見されたのは、ドラムバッグ。中身はどれも空の紙の筒を粘着テープで束ねて上にキッチンタイマーを載せ、コードをつなげるというものです」

「紙の筒に、キッチンタイマー。安く上げたね」

　そうコメントし、藤堂がグラスに入った白くて少しとろみのある液体を飲んだ。マッコリだろう。

「ええ。どちらも百円ショップで売っていて、紙の筒はジョイントでつなげて家具をつくるものみたいです。でも、ぱっと見は爆弾だと思っちゃいますよね」

「そうそう。市民のみなさんは、本物の爆弾なんて見たことないし。ケガ人とか、出たんですか？」

「そうそう」のところで片手をおばさん臭く上下に振り、高平が訊たずねた。席に戻って、皿とトングもテーブルに置いている。

「いえ、いません。映画館は上映されていた作品に人気がなくてガラガラで、閉館するまで誰にも気づかれませんでした。大学も置かれていた場所が奥まっていたので、発見したのは深夜巡回していたガードマン。今日も事件発生時に広場にいたのは、第一発見者の高校生だけです」

「えがお公園は、伊達さんも時々バロンの散歩で行くんですよ。人騒がせですよねえ。子どものイタズラ？」

「うちを含め、事件の所轄署はそう考えているみたいです」

「だが、二週間で三件だぞ。しかも、銀座に八王子にれんげ町だ。ガキのイタズラにしちゃ、範囲が広すぎる」

　惣一郎が身を乗り出して次々と取り皿に載せる焼き上がった肉を口に押し込み、迫田が言う。その勢いに高平が、

「肉ばっかり食べない。焼肉は、『肉・肉・野菜・肉・野菜』です」

　と注意する。テーブルの脇に立ち、ひよりは首を傾げた。

「同じ場所だと、警戒されて捕まる可能性が高くなりますからね。子どもでも、それぐらいは考えるんじゃないですか」

　中年の男性店員が、ビールのジョッキと肉の皿を運んで来た。迫田はジョッキを受け取り、ビールを一気に半分飲んでから「ぷは～」と息をついた。オヤジ臭漂う仕草にひよりは顔をしかめたが、迫田は気づく様子もなくジョッキを置き、男性店員が個室を出て行くのを待って答えた。

「犯人像はともかく、このヤマは臭う。なにかあるぞ」

「根拠は？　『刑事デカのカン』以外でお願いします」

　ひよりにお得意のフレーズを封じられ、迫田は開きかけていた口を閉じた。それでも負けじと、向かいを見る。

「夏目。どうだ？」

　惣一郎は空になった肉の皿をテーブルの隅に重ねる手を止め、考え込んだ。真剣で引き締まった表情で、目め尻じりのシワも年相応の深みを感じさせるが、首から下を覆うのは紙エプロン。ギャップがすごい。

「今のところ、事件はマスコミに報じられていないんだな？」

　顔を上げ、惣一郎がひよりを見た。

「はい。映画館と大学は、所轄の署員が駆けつけたのが夜遅くだったので。今日は少し野次馬が集まっていましたけど、マスコミの姿はありませんでした」

「このまま犯行が続くと、面白おかしく報じるところが出てくる。そうじゃなくても、野次馬がネットで拡散するだろう。この手の事件は、模倣犯を招きやすい。そうなると、厄介だな」

「その通り！　このヤマは、ヤバい。俺たちが解決するぞ」

　勢い込んで言い、迫田は藤堂と伊達に視線を向けた。

「了解。『そろそろかな』と思ってたし、偽物とはいえ街まち中なかに爆弾をしかけるなんて卑劣な行為は、科学者としても許せないからね」

　頷うなずいて、藤堂が前髪を搔かき上げて狭いスペースで無理矢理脚を組み、伊達は、

「乾杯しますか」

　と、両手でウーロン茶のグラスを持ってにこにこしている。それを見て、迫田がぱん、と手を叩たたいた。

「よし、決まりだ」

「待って下さい。困りますよ。柳町北署だけの事件じゃないし、そもそも警備課の担当だし。これまでみたいに、うちの課長に話を通せばＯＫってわけにはいかないんです」

「じゃあ、署長だ。伊達さん、よろしく」

「いえあの、今回は本当に無理です。勘弁して下さい」

「なんだ。いつになく、弱気じゃねえか」

「ひよこちゃん、最近失恋した？　じゃなきゃ、ダイエットに失敗？」

　迫田と藤堂に畳みかけられ、惣一郎にも怪け訝げんそうな目を向けられて、ひよりは困惑して首を横に振った。

「違います。うちの署の警備課でこの事件の担当者、梅崎さんっていうんですけど、苦手っていうか、向こうに嫌われているんです」

「ああ。さっき俺をとっ捕まえやがった連中の一人だろ。こっちの身元がわかったら、『失礼しました』って謝ってくれたし、ちゃんとしたヤツじゃねえか。お前、なんかやったんだろ？」

　迫田の問いに、ひよりは再度首を横に振った。

「違います。梅崎さんはずっと警備課だし、仕事で接点を持ったこともありません。噂では、女嫌いらしいですよ。もともと挨あい拶さつしてもろくに返事もしてくれませんでしたけど、私が刑事になってからは完全無視。『話しかけるな』『近寄るな』オーラ全開で」

　話すそばから数時間前の公園での梅崎を思い出し、腹が立ってくる。

「Unbelievable.女性が嫌いなんて、最大の不幸だよ。『生まれてきた意味がない』とすら言える。ましてや、ひよこちゃんみたいなキュートでチャーミングな女性を厭いとうなんて」

　まず藤堂が騒ぎ、高平も頷いた。

「そうですよ。ひよりさんは、優秀な刑事さんでもあるのに」

「好かれてようが嫌われてようが、関係ねえだろ。プロならびしっと仕事しろ。やっぱりお前は、甘ちゃんのひよっこだな」

　居丈高に告げ、迫田が鼻を鳴らす。その言葉に惣一郎が頷くのを見て、ひよりはイラッとしてしまう。

「だから今回の事件は私じゃなく、警備課の仕事なんですってば。今日の事件はもちろん、銀座や八王子の事件の捜査状況も知らせますから、諦あきらめて下さい」

「諦めるのは、お前だ。俺らが、『やる』と言ったらやるんだ」

　まったく、ああ言えばこう言う。歳を取ると子どもに返る、って本当だわ。うんざりしながらも、ひよりはこちらを睨にらむ迫田を睨み返した。
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　天井のスピーカーから、「雨に唄うたえば」のメロディーが流れた。長なが尾お瑛えい子こは商品を入れた手提げ紙袋の口をテープで留めながら、訊ねた。

「外は雨が降ってきたようですが、ビニールカバーはお付けしますか？」

「そうなの？　じゃあ、お願いするわ」

　カウンターの向こうの初老の女性客が頷いたので、瑛子は足元の棚から透明のカバーを取り、手提げ紙袋にかぶせた。

「お待たせ致しました」

　カウンターの外に出て手提げ紙袋を差し出すと、女性客は「どうも」と受け取って身を翻した。その背中に、

「ありがとうございました」

　と一礼し、売り場を出て行くまで見送った。入れ替わりで、売り場に客が入って来た。若い女性の二人組だ。改めて、瑛子は会釈をした。

「いらっしゃいませ」

　二人組は、言葉を交わしながら商品の陳列台に並んだバッグを眺めだした。髪型も服装もよく似ているが、一人はルイ・ヴィトン、もう一人はグッチのバッグを肩にかけている。日曜日の午後五時過ぎ。店内は混雑していて、売り場の前の通路を大勢の客が行き来していた。

　制服のブラウスとベスト、スカートに包まれた体を反転させ、瑛子は壁際の棚に歩み寄った。こちらにも、様々なバッグが並んでいる。中にはぎょっとするような色使いのものや、中に家のカギと口紅ぐらいしか入れられなそうなデザインのものもあり、誰が使うのだろうと思うが、そういうものに限って入荷するとすぐに売れたりする。

　そろそろ、売り場の異動かな。歳も歳だし、次は寝具かキッチン用品、じゃなきゃ着物とか？　棚のバッグの位置を整えながら考えていると、声をかけられた。

「すみません。一泊旅行用のバッグが欲しいんですけど」

　振り向いた視線の先に、さっき入って来た二人組の一人、グッチのバッグの女性がいた。

「どうぞ。こちらです」

　笑顔をつくって片手で傍らを指し、瑛子は女性を少し離れた棚の前に案内した。大きめのトートバッグとボストンバッグ、小ぶりのトラベルキャリーが並んでいる。

「人気があるのは、このあたりですね」

　そう告げていくつかのバッグを指したが、女性はあまり気に入らない様子だ。じゃあ、どうしようかな。瑛子が棚に視線を巡らせていると、女性は、

「これ、おしゃれ」

　と言って棚の奥に手を伸ばした。つかみ上げたのはカマボコ型のボストンバッグで、エナメル素材、色は黒だ。確かにおしゃれだし、シンプルで使い勝手もよさそうだが、見覚えがない。こんな商品、あったっけ？　首を傾げた時、女性が言った。

「中に何か入ってるみたい」

「えっ？」

　訊きき返しながら、瑛子は手渡されたバッグを棚の端に載せ、ファスナーを開けた。ふっ、とかすかな臭いが鼻に届く。しかし気にする間もなく、バッグの中の束ねられた紙の筒と、上にセットされたキッチンタイマー、赤と青のコードが目に入った。状況が飲み込めず、瑛子はフリーズした。

「これ、おまけかなにか？」

　問いかけられとっさに答えられずにいると、女性は続けた。

「じゃあ、本物？」

　うろたえだし、身を翻す。よろめきながら売り場を走り、陳列台の前にいるルイ・ヴィトンのバッグの女性の下に行った。

「爆弾！」

　きょとんとしているルイ・ヴィトンのバッグの女性に、グッチのバッグの女性は告げた。慌てて、瑛子も「お客様」と呼びながら陳列台に向かった。

「逃げよう」

　グッチのバッグの女性は、ルイ・ヴィトンのバッグの女性の腕を引っぱって売り場の出入口に向かった。

「ちょっと。どうしたの？」

「だから、爆弾だって！　ヤバいよ。爆発する」

　通路に出ながら、グッチのバッグの女性は声を上げた。驚き、通りかかった客が目を向ける。追い付いて、瑛子も通路に出た。

「お客様、お待ち下さい。危ないから、走らないで！」

　呼びかけたが、二人組は行き交う客を押しのけるようにして走って行く。

「どうしたんですか？」

　後輩の店員が寄って来た。瑛子が答えるより早く、通路の客が騒ぎだした。

「爆弾？」

「マジ？　『爆発する』って言ってたよ」

「ママ、怖い」

「落ち着いて下さい。大丈夫です」

　こういう場合、どうするんだっけ。まず売り場主任と警備室に連絡して、お客様は一いつ旦たん中央通路に集まってもらってから、階段で避難。瑛子は必死に頭を巡らせて訴えた。しかしその様子を「危険」と受け取ったらしく、四、五人の客がバッグや手提げ紙袋を抱え、子どもの手を引いて通路を走りだした。

「走らないで下さい！」

　叫んで、瑛子は客たちを追いかけた。通路の先にはエレベーターホールがある。ちょうど下りのエレベーターが到着し、ドアが開くのが見えた。中はほぼ満員。駆け込んで来た二人組が、エレベーターを降りる客を押しのけ、乗ろうとする。

「エレベーターは、使わないで下さい！」

　さらに叫んだが、二人組は動きを止めようとせず、エレベーターを降りようとした客から非難の声が上がる。そこに四、五人の客が到着した。

「乗せてくれ！」

「あっちに、爆弾が仕掛けられてる」

　切羽詰まった様子で騒ぐ。瑛子もエレベーターホールに着き、

「落ち着いて下さい。私が誘導します」

　と伝えて、両手を広げ客の前に立った。しかし客のうちの三人がエレベーターに乗り込もうとして、瑛子に勢いよくぶつかってきた。バランスを崩して瑛子は仰向けで倒れ、前にいたルイ・ヴィトンのバッグの女性にぶつかる。ルイ・ヴィトンのバッグの女性も転びそうになり、とっさに隣のグッチのバッグの女性にしがみついた。二人分の体重で押され、グッチのバッグの女性は横倒しになる。その拍子にエレベーターを降りようとしていた客の中の年配女性と小さな男の子も転び、場に悲鳴と苦痛の声が上がった。

「落ち着いて！　誰か、店員を呼んで下さい」

　自分が誰かの体の上に倒れ、別の誰かが胸にのしかかっているのを感じながら、瑛子は叫んだ。
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「あ～あ。叩たたかれてるなあ」

　両手で開いた新聞の記事を眺め、原田はぼやいた。隣の席でノートパソコンを操作していたひよりは手を止め、身を乗り出した。とたんにヘアスタイリング剤と柔軟剤の匂いが押し寄せて来たが堪こらえ、記事を見る。「混雑のデパート　爆弾騒ぎでパニック」。大きな見出しがあり、下に空撮された繁華街のデパートの写真が添えられていた。

「こっちもですよ」

　記事をざっと読んでから、ひよりは自分の席のノートパソコンに視線を戻した。今度は原田が身を乗り出してくる。ノートパソコンの画面にはニュースサイトの記事が表示され、見出しは「爆弾騒ぎ都内で四カ所　問われる捜査態勢」。どちらも昨日の夕方、東京・新しん宿じゆくの日ひノの出でデパートのバッグ売り場で起きた偽爆弾事件と、それ以前に起きた同様の事件を報じたものだ。

　日ノ出デパートでは爆弾らしきものが発見された時に小規模なパニックが起きて、エレベーター内で将棋倒しが発生。制止しようとしたバッグ売り場の女性店員が、下敷きになって肋ろつ骨こつを折る重症、他に数人の客が軽いケガをした。駆けつけた捜査員によって爆弾は偽物と判明したが、念のために店内にいた客を全員待避させ、日ノ出デパートの周囲も一時封鎖する騒ぎとなった。マスコミも集まって事件を大きく取り上げ、続く取材でこの三週間で都内の映画館と大学のキャンパス、公園でもそっくりな偽爆弾が発見されていたことも明らかになり、新聞、テレビ、ネットのニュースで報じられた。どの記事も警察が事件を把握していながら、偽爆弾のつくりの稚拙さから「子どものイタズラ」と決めつけて積極的な捜査を行わず、警戒態勢も敷いてこなかったこと、その結果今回の事件でケガ人が出たことを強く批判していた。

「まあ、当然と言えば当然だけどな」

「でも、百円ショップの材料でつくったなんちゃって爆弾のために、ただでさえ不足してる捜査員を割さく訳にはいきませんよ。犯人をつけあがらせることにも、なりかねないし」

「『なんちゃって』って、今どき。お前、やっぱり『枯れ専』っていうか、自分が老けておっさん化してねえか？」

「してません。それになんで、『おっさん』なんですか。私が老けたら、『おばさん』でしょ」

　言い合う二人を、通路を通りかかった他の課の女性署員が笑いながら見て行く。柳町北署二階の広い部屋には細い通路で区切られてたくさんの課が並んでいて、スーツや制服姿の署員が机についたり、集まって会議をしたりしている。大きな事件が解決したばかりなので、刑事課にいるのはひよりと原田だけ。時刻は、午前九時過ぎだ。

「その点、俺は『若返った』って言われまくりで。これも、二十代の彼女のおかげ？」

　顔をだらしなくゆるめ、原田は新聞を机に置いて指先で前髪を整えた。その拍子にまた匂いが押し寄せ、ひよりはジャケットのポケットからハンカチを出して鼻に当てた。原田は短く刈り込んだ髪の前髪だけを少し伸ばしてヘアワックスで固め、先端を向かって左側にカーブさせている。本人曰いわく「ネオソフトモヒカン」だが、ひよりには、大阪名物「ビリケン」そっくりに見える。

「『若返り』じゃなく、『若作り』の間違いでしょ……それはさておき、偽爆弾事件の捜査本部ができたらしいですね」

「ああ。これだけ騒がれてケガ人も出ちゃ、警視庁ホンテンの警備部も黙っていられないだろ。これまでの四つの事件と、偽爆弾の洗い直し。並行して、次の犯行への警戒」

「ネットでもさっそく話題になってるみたいだし、模倣犯が現れないといいんですけど。当然うちの警備課も、捜査に参加するんですよね。担当は梅崎さんでしょ」

「違う」

　後ろから低くぼそりとした声で返され、ひよりと原田はびくりと肩を揺らした。振り向くと、スーツ姿の梅崎が立っていた。慌てて、原田は席を立った。

「おはようございます。どうしたんですか。『違う』って、なにがです？」

「俺は、偽爆弾事件の担当じゃない。外されたんだ。こいつと組めと言われた」

「こいつ」と言いながら、梅崎は顎あごでひよりを指した。つられて、原田の視線も動く。驚いて、ひよりも立ち上がった。

「私と？　なぜ？」

　訊たずねるなり、梅崎がひよりを見た。

「それは俺の台詞せりふだ。今朝、捜査本部ができたと知ったのと同時に、『こっちとは別行動で、牧野と捜査しろ』と言われた。理由を訊ねたが、『ある筋から、刑事課と捜査協力するよう申し付けがあった』としか答えない」

「ああ。なるほど」

　いつものパターンか。納得してうんざりするのと同時に、ひよりの脳のう裡りに老眼鏡をかけていそいそとガラケーを操作する伊達と、彼からの電話を受け、恐縮しまくっている顔の見えない本庁の幹部の姿が浮かんだ。

「なにが、『なるほど』だ。事情を知ってるのか？　なんで俺が、お前なんかと組まされるんだ。これは警備課のヤマだぞ。女の出る幕じゃない」

　細い目を鋭く光らせ、怒りと苛いら立だちが入り交じった声で捲まくし立てる。

　やっとまともに口をきいたと思ったら、そういう態度？　見返すひよりの胸に、理不尽さが広がる。原田がうろたえ気味に、

「梅崎さん。ちょっと落ち着いて」

　となだめ、ひよりも事情を説明しようとした時、ジャケットのポケットでスマホが鳴った。取り出して画面を見ると、「夏目さん」とある。これまたいつものパターン、呼び出しだ。

「牧野です」

　机に向き直ってスマホに出たひよりの耳に、「話の途中だぞ」とさらに怒る梅崎と、「まあまあ」となだめる原田の声が聞こえた。構わず、ひよりは惣一郎と話しだした。




　梅崎と車に乗り、柳町北署を出た。道々、ひよりはメゾン・ド・ポリスのおじさんたちとのいきさつを簡単に説明した。

「じゃあ、お前の捜査は民間人だよりってことだな」

　一通り話を聞き終えるなり、梅崎は言った。ひよりから少しでも離れたいのか、仏頂面で窓にぴったり身を寄せて助手席に座り、窓枠に肘ひじを載せて頰ほお杖づえをついている。

「いえあの、メゾン・ド・ポリスのみなさんは元警察官で」

「それがなんだ。今は引退して隠居の身なんだろ。現役の捜査員として、恥ずかしいと思わないのか。困ったことがあれば人に頼り、わからないことが出てくれば、頭や足は使わずネットで検索。これだからお前らは」

「その『お前ら』は、『今どきの若者』っていう意味ですか？　あるいは『女』？」

「今どきの若者」だとパワハラ、「女」だとセクハラになると察知したのか、梅崎は口を引き結んで顔を背けた。

「それと、私の名前は牧野です」

　追い打ちを掛けると梅崎は手のひらで髪を搔かきむしり、呟つぶやいた。

「ちくしょう。四十二年間勤め上げて、最後がこれか」

「最後って……ああ。梅崎さん、今月いっぱいで定年なんですか」

　梅崎は無言。顔も窓の外に向けたままだ。ひよりたち地方公務員の定年は、国家公務員と同じく、「誕生日の後に迎える三月三十一日」となっている。

「確かに定年間近になると、現場から離れた仕事に廻まわされることが多いですけど。でも、いろいろ準備できるようにって気遣いじゃないんですか」

　依然梅崎は無言。しかし、全身から苛立ちオーラが立ちのぼっている。

「とは言え、仕事は仕事ですから。私もうちの課長から梅崎さんの捜査を手伝うように言われていますし、精一杯やらせてもらいます」

　自分で自分に言い聞かせる意味も込めて語りかけたが、ノーリアクション。仕方なく、ひよりはハンドルを握り直して運転を続けた。

　メゾン・ド・ポリスに到着し、開いていた門から敷地内に入った。奥のガレージの前に車を停め、玄関に向かう。ドアを開けると、高平が立っていた。

「いらっしゃいませ。お待ちしてました」

　満面の笑みで告げ、体の脇で片手をひらひらと横に振る。白ワイシャツにネクタイ、スラックスといういつもの格好で、アームカバーは季節を先取りしてか、桜吹雪。水墨画タッチなので、入れ墨に見えなくもない。

「おはようございます。こちらは、警備課の梅崎さんです」

「はいはい。噂のね……ここの管理人兼事務長で、高平と申します。どうぞよろしく」

　一週間前の焼肉店でのやり取りを思い出したらしく、高平が意味深に頷うなずいて梅崎を見る。

「『噂』って？」

　梅崎が反応したので、ひよりは慌てて、

「取りあえず行きましょう」

　と促して三和土たたきでローヒールのパンプスを脱ぎ、上がり框かまちに置かれていた黒革のスリッパを履いた。梅崎も倣い、二人で高平の後から廊下を進んだ。飴あめ色いろの板が張られた廊下はぴかぴかに磨き上げられているが、薄暗くてあちこち軋きしむ。片側にはドアがいくつか並び、幅が広く踊り場にステンドグラスの窓を備えた階段もある。それを梅崎が、胡う散さん臭くさそうに眺めていく。

　突き当たりまで行き、高平は他のドアより一回り大きく全面に凝った彫刻が施されたドアを開けた。

「お着きですよ」

　高平が室内に進み、ひよりと梅崎も続いた。メゾン・ド・ポリスの中心とも言える居間で、広さは三十畳ほど。天井は二階までの吹き抜けになっている。

「おう。待ってたぞ」

　手を上げたのは、迫田。火を点つけた暖炉の脇に胡座あぐらをかいて座り、老眼鏡をかけてスポーツ新聞を読んでいる。身につけているのは、背中に派手な刺し繡しゆうが入った白いジャージだ。

「先日は失礼しました」

　梅崎が一礼する。ひよりは、迫田の隣の惣一郎を指した。

「夏目さんです。元捜そう一いちの」

　原田か新木からなにか聞いていたのか、梅崎は「ああ」と呟き会釈をした。惣一郎も暖炉の上の花瓶にはたきをかける手を止めて会釈を返したが、

「夏目です。雑用係の」

　と言い直す。「俺はもう刑事じゃない」という、ひよりへの意思表示か。ボタンダウンシャツとチノパンの上に、濃い茶色の胸当てエプロンを締めている。

　だから、「元」って付けたじゃない。いちいち面倒臭いんだから。心の中で言い返しながら、ひよりは居間の中央に置かれた臙えん脂じのベルベット張りのソファに歩み寄り、バッグを置いた。

「やあ、ひよこちゃん。会う度に、きれいになるね」

　組んだ脚の上に載せていたノートパソコンから顔を上げ、藤堂が微笑みかけてきた。ひよりの向かい側に置かれたソファに腰かけている。

「『ひよこちゃん』？」

　再び反応し、梅崎がこちらを見た。待ち構えていたように、藤堂は二つのソファの間のガラステーブルにノートパソコンを置いて立ち上がり、振り向いた。

「はじめまして、藤堂です」

「どうも。私は──」

「柳町北署警備課の梅崎さん、でしょ？　お目にかかるのを、楽しみにしていたんですよ」

「はあ」

　梅崎が返す。視線は藤堂の白衣、ワイシャツとネクタイ、ベスト、また白衣の順に動く。進み出て、ひよりは二人の間に立った。

「車の中で話しましたよね？　藤堂さんは現役時代、本庁の科警研にいらしたんです。この白衣は今も研究を続けてる、っていうのもあるんですけど、トレードマークっていうか『安心毛布』的な──」

「ぶしつけですが、梅崎さん。お母様はご健在ですか？」

「ええまあ」

「では、女性のごきょうだいは？　あるいは、同居されてた女性のご親族とか」

「はい？」

　梅崎は怪け訝げんそうな顔になったが、藤堂は中指でメガネのブリッジをくい、と押し上げて続けた。

「実は『女嫌い』と言われる男性は、女性に囲まれて育った人が多い、という説がありましてね。日常的に見聞きした女性のイメージを、そのまますべての女性に当てはめてしまうという、悲劇的かつ──」

「梅崎さん！　あちらが、ここのオーナーの伊達さんです」

　大声とつくり笑顔で藤堂を遮り、部屋の奥を指す。窓の前にアンティークの安楽椅子が置かれ、凝った編み込みのオフホワイトのニットを着た伊達が腰かけて足元に座った愛犬・バロンの頭を撫なでている。とたんに、梅崎が細い目を見開いて固まった。どうかしたのかと訊たずねようとした刹せつ那な、梅崎は歩きだした。伊達の三歩前で立ち止まると脇に抱えていたバッグを床に置き、背筋を伸ばして頭を下げず、視線を伊達に向けたまま上体を十五度前方に傾けた。左右の指は、スラックスの縫い目にぴったりと添えられている。警視庁の警察官のために、様々なシチュエーションでの敬礼や儀式での立ち振る舞い方などを定めた条文「警察礼式」に載っている、「室内の敬礼」そのままのポーズだ。

「柳町北署警備課警部補、梅崎赳夫であります。伊達元副総監、お目にかかれて光栄です」

「えっ!?　伊達さんって、元副総監なんですか」

　驚き、ひよりも窓の前に行き梅崎と伊達を交互に見た。梅崎は、敬礼をしたまま。伊達は笑いながら、

「はて。どうでしたか」

　と首を傾げた。その様子を、バロンが黒くくりくりした目を輝かせて見上げている。はじめてメゾン・ド・ポリスを訪ねた時に、伊達は「元は警視庁のお偉いさん」と教わったが、階級は聞いていなかった。

　ひよりはさらに質問しようとしたが、後ろで迫田にわめかれた。

「自己紹介は、それぐらいにしろ。ヤマだ」

「でも」

「気にしない気にしない。ほら、梅崎さんも頭を上げて。いまお茶をお持ちしますから。伊達さん、いつものあれ。お願いします」

　高平がやって来て、ひよりの背中を叩たたく。頭を上げた梅崎に、伊達が再び微笑みかけた。

「ようこそ。メゾン・ド・ポリスへ」

　梅崎はぽかんとしたが、高平は居間を出て行き、迫田は老眼鏡を外して新聞をたたみ、藤堂も顔を暖炉側に向けてソファに座り直した。続いて、惣一郎が部屋の隅にあったキャスター付きのホワイトボードを暖炉の脇に運ぶ。

「なにが始まるんだ？」

　ホワイトボードに目を向け、梅崎が訊ねた。

「捜査会議、です」

　ひよりは答えた。梅崎の心中を察し、「なんで私が」と思いつつ気恥ずかしくなってしまう。

「事件の概略は、把握してる。状況を報告してくれ」

　当然のように迫田に命じられ、梅崎は伊達を見た。伊達が微笑みとともに頷うなずいたので、梅崎は困惑気味ながらも床のバッグを抱え上げた。ホワイトボードの前に行ってバッグを開け、取り出した写真の束と書類を碁石に似たマグネットでボードに貼った。隣に行き、ひよりも手伝う。

「これが、それぞれの現場で発見された偽物の爆弾です」

　ボードの上部に横並びで貼った写真を指し、梅崎がおじさんたちを振り向いた。写っているのは、どれも粘着テープで束ねられた紙の筒とキッチンタイマー、赤と青のコード。隣には、それぞれの偽爆弾が入っていた紙袋やバッグの写真も添えられている。

「材料だけじゃなく、テープの巻き方やタイマーとコードのセットの仕方も同じだな。同一犯の犯行だ」

　立ち上がって写真を眺め、迫田がコメントする。梅崎が頷くと、藤堂が訊ねた。

「指紋や毛髪は？」

「発見されませんでした。ただ、デパートの現場の第一発見者がバッグを開けた際に、臭いを感じたそうです」

「なんの臭い？」

　ポケットから手帳を出してページを捲めくり、梅崎は答えた。

「『薬臭いんだけど、ちょっとだけフルーティ』だそうですが、特定には至っていません。かすかなもので、捜査員が到着した時には消えていました。偽爆弾にも、付着物などありませんでした」

「ふうん」

　藤堂が呟つぶやき、梅崎は手帳を見ながら、さらに言った。

「偽爆弾の材料は百円ショップの『サニー』の商品と判明しましたが、全国に三千以上店舗があるので、こちらを辿たどるのは難しそうです。バッグも同様で、量産品で日本中で販売されています」

「目撃者は？」

　ひよりの問いに、梅崎は首を横に振った。

「今のところ、いない」

「映画館に大学、公園にデパート。人目を惹ひいて騒ぎになりゃいい、って選び方で怨えん恨こんの線は薄そうだな」

　二段目に並んだ写真を見て、また迫田がコメントする。こちらは、偽爆弾が見つかった現場だ。

「ええ。確認しましたが、四つの現場の関係者は『心当たりはない』と話しています。それぞれに繫つながりもなさそうです」

　基本事項を確認し終え、みんな黙って写真に見入った。と、伊達が口を開いた。

「子どものイタズラと、捜査本部は考えているんですよね？　しかしデパート以外の犯行は平日ですし、輝星学院大学のキャンパスは駅から離れた不便な場所にある。中学生や高校生が行うのは、難しいんじゃないでしょうか」

「おっしゃる通りです」

　再び姿勢を正して返してから、梅崎は続けた。

「犯人は都内在住の大学生またはフリーター、年齢は十八歳から二十二歳と推定されます。いわゆる不良少年の犯行とは考えにくいので、事件が発生した署の管内で、落書きや動物虐待などで、補導または逮捕された者をピックアップ中です」

「ようやく世間に注目されて、犯人は有頂天になってる。犯行はまだ続きますよ。同じ場所は二度狙わないはずなので、駅や電車の中、スポーツやライブの会場などを警戒した方がいい」

　惣一郎も口を開いた。右手にはたきを持ったまま、エプロンの胸の前で腕を組んでいる。

「だな」

　迫田が同意し、みんなで頷いた。惣一郎は、はたきの先でホワイトボードを指し、さらに言った。

「防犯カメラは、どうなってます？」

「公園以外の現場には設置されていて、今朝事件当日のデータを回収しました。これがコピーです」

　言いながら、梅崎はバッグからＵＳＢメモリーを三本取り出した。ノートパソコンを手に、藤堂が立ち上がる。

「手分けしてチェックしよう。僕、もう一台パソコンを持ってるから取って来る。夏目くんも、自分のを頼むよ」

「はい」

　藤堂と惣一郎が居間を出て行き、入れ替わりで銀の盆を抱えた高平が入って来た。

「おまちどおさま。今日は新茶、でも日本茶じゃなく紅茶です。インド産のアッサム。きっかり、一分三十秒蒸らしました」

　朗々と語りながら室内を進んで、ティーポットとカップが載った盆をガラステーブルに置いた。

　藤堂と惣一郎がノートパソコンを手に戻り、ソファに座った。ひよりもさっきまで藤堂が弄いじっていたパソコンを取ろうとしたが、先に梅崎が取り、当たり前のようにソファのひよりの定位置に腰を下ろした。その隣は迫田に奪われてしまったので、ひよりは仕方なく、みんなに紅茶を配り終えた高平と一緒にソファの後ろに立った。

　藤堂がデパート、惣一郎が映画館、梅崎が大学の映像を担当することになり、ノートパソコンのポートにＵＳＢメモリーを差し込んだ。藤堂と惣一郎が慣れた仕草で動画再生ソフトを立ち上げ、梅崎も藤堂に確認しながら倣った。

　すぐに動画の再生が始まった。ひよりは二つのソファの後ろを移動しながら、三つのノートパソコンの液晶画面を覗のぞいた。どの画像も広角レンズで俯ふ瞰かん撮影され、映画館はロビーのエレベーターホール、デパートはバッグ売り場の壁際の棚、大学は偽爆弾が仕掛けられていた場所近くの通路が映っている。時刻は朝あさ一いちから始まっていて、映画館は数人だが、大学とデパートの動画には大勢の人が映っていた。

「ホシに該当するヤツばっかりだな」

　二十分ほどして、迫田が言った。横から、梅崎のノートパソコンを覗いている。画像はクリアだが早送りしているので疲れたのか、指先で左右の目頭を揉もむ。

「大学ですから、仕方がないですね。そちらはいかがですか？」

　液晶画面を見たまま、梅崎が向かいに訊たずねる。藤堂と惣一郎の画面の動画を確認し、ひよりは返した。

「どちらも正午前まで見ましたが、不審な人物はいません」

「紅茶のお代わりを、お持ちしますね」

　画面を覗くのに飽きたらしく、高平はテーブルの上のカップを盆に戻しだした。

　それからさらに四十分、動画をチェックした。迫田は完全に目が付いていけなくなった様子でホワイトボードの前に移動、高平も寝込んだ伊達にひざ掛けをかけながら、あくびをしている。ひよりは時々ソファに座って休みながら、三つの画面を覗いて廻まわった。

「Here comes!」

　ふいに藤堂が声を上げ、ノートパソコンの画面を指した。惣一郎が隣を見て、ひよりと梅崎は腰を浮かせた。

「どうした？」

「なになに？」

　迫田と高平も戻って来る。惣一郎を除く四人で左右に分かれ、藤堂の肩越しに画面を覗いた。

　画面の右上を横切る形で二段の棚があってバッグが並び、手前は通路だ。中央に夫婦と思おぼしき中年の男女が立って棚のバッグを眺め、隣には若い女性店員もいる。

「彼だよ」

　藤堂が示したのは、通路の左端に立った男。身長一七五センチ前後、瘦やせ型でダボダボのグレーのパーカーにジーンズ姿で、頭に黒いベースボールキャップをかぶっている。背中を向けているので顔はわからないが、体つきからして二十代前半だろう。カマボコ型の黒いボストンバッグを持った右手を、棚の下段の奥に伸ばしている。

「このバッグ。犯行に使われたものですね」

　ホワイトボードを振り向いてひよりが言うと、迫田が頷うなずいた。

「ああ。こいつが犯人だな。足元に紙袋があるだろ。これにバッグを入れて、運んだんだ」

「時刻は午後四時五十三分。混雑に紛れて現場に接近、バッグを置いて偽爆弾が発見されるのを見届け、パニックに乗じて逃げた、でしょうか」

　画面の下に表示された日時を見て、梅崎が冷静に推測する。と、惣一郎が呟いた。

「こいつ。ひょっとして」

　素早く自分のノートパソコンに向き直る。長くがっしりした指をトラックパッドの上で滑らせ、動画再生ソフトを操作する。巻き戻しをしているようだ。

「どうしました？」

　ひよりが問いかけ、四人で惣一郎の後ろに移動する。藤堂も隣を覗いた。惣一郎は無言で巻き戻しを続け、

「おい。どうしたんだ」

　と迫田も訊ねた時、巻き戻しが止まって動画は再生モードになった。映画館の防犯カメラの映像だ。

　時刻は午後三時過ぎ。上映が終わったらしく、エレベーターホールに人が集まって来る。中年女性の三人組と、初老の男性、若い女性、すぐ後ろから若い男性も続く。男性は瘦せ型で、ダボダボのグレーのパーカーとジーンズを着て、黒いベースボールキャップを目深にかぶっている。

「デパートの男？　でも、女性と一緒ですよ」

　ひよりが問うと、惣一郎は「続きを見ろ」と言うように画面を指した。

　電話がかかってきたらしく、若い女性はバッグからスマホを出して構えた。そこにエレベーターが到着し、中年女性と初老の男性が開いたドアからカゴに乗り込む。ベースボールキャップの男性も続いたが、女性と話したり合図をしたりする様子はない。ドアが閉まり、ホールには、スマホで話し続ける女性だけが残された。

「俺もさっきは、カップルだと思って見逃した。推定年齢二十歳から二十二歳。一人で来たのなら、犯人像と一致するな」

　動画を一時停止させて惣一郎が告げ、その肩を迫田が叩たたく。

「夏目、でかした」

「ちょっと。僕が先に、この男を見つけたんだけど」

　すかさず、藤堂が抗議する。

「いや。待てよ」

　また惣一郎が呟つぶやいた。今度は、自分と藤堂のノートパソコンの画面を見比べている。

「よく見ると、映画館の男はデパートの男より背が低い。別人です」

　言われて、ひよりも画面を見比べた。デパートの棚の高さやエレベーターホールのボタンの位置を参考に推測すると、二人の男には五センチほどの身長差がある。

　身を乗り出し、ひよりは惣一郎の横顔を見た。

「確かに。でもさっき迫田さんが、『同一犯の犯行』って。それに、双方に仕掛けられた偽爆弾のつくりは同じなんですよね？」

「ホシは二人組。一緒に偽爆弾をつくったんだろう」

　迫田は言ったが、惣一郎は首を横に振った。

「二人組なら、偽爆弾をつくる側と運ぶ側に役割分担をして、足が付くリスクを避けるはずです。ましてや、同じ格好をしたりはしないでしょう。この二人は運搬係で、パーカーとジーンズ、ベースボールキャップはユニフォームなんです。仲間はもっといる」

「組織的に偽爆弾をつくって仕掛けている、ということですか。それじゃまるで」

　言いかけて、はっとしたように梅崎が口をつぐんだ。

「テロリスト、ですね」

　部屋の奥の声に、みんなが目を向けた。いつの間に起きたのか、伊達がこちらを見ている。口調は穏やかだが、いつもの笑みはなかった。
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　ノックの音がして、ドアが開いた。高平が顔を出し、

「いらっしゃいましたよ」

　と告げて身を引いた。代わりに現れたのは、モデル体型の美女。

「杉すぎ岡おかさん」

　ひよりが席を立つと、杉岡沙さ耶やは藤堂の部屋に入り、高平は廊下を戻って行った。

「久しぶり……お疲れ様です」

　前半はひよりに、後半は突き当たりの窓際で手帳を見ている梅崎に告げ、杉岡は会釈をした。

「ああ……また女か」

　ぼそりと、しかし「また女か」をひよりと杉岡にばっちり聞こえるように言い、梅崎は顔を背けた。

「はい？」

　声を尖とがらせ、杉岡が訊きき返す。パンツスーツはひよりと同じだが、バッグはプラダ。長い髪も、毛先をきれいに巻いている。ひよりも怒りを覚えたものの、割って入った。

「『女性捜査員が二人』って意味じゃないですか」

「藤堂に、『手伝って』ってしつこく言われたから来ただけです。ご不満なら帰りますけど」

「困ります。これは、警備課の捜査の一環なんです。杉岡さんの意見も聞かせて下さい。ですよね、梅崎さん？」

　杉岡をテーブルの前の椅子に案内しながら、ひよりは問うた。しかし梅崎は、

「藤堂さんはまだか？　『相手は女性、しかもケガ人。丁重にエスコートしないと』とかなんとか言ってたが、やっぱり俺が行くべきだった。様子を見てくる」

　と一方的に告げ、手帳をしまって部屋を出て行った。それを見送り、杉岡はひよりの隣の席に座った。

「相変わらずね。私、前に別の事件の現場でケンカしそうになったのよ。署の他の女性にもあんな感じで、女性からは嫌われまくってる。でも、仕事はできるらしいわよ。十年以上前だけど、『まほろば』って新興宗教が本庁の幹部の襲撃計画を立てた事件を知ってる？　あれを事前に察知して阻止したのが、梅崎さんなんだって」

「知ってますよ。すごい。でも、本庁に栄転とか出世の話がいっぱいあったはずなのに」

「『自分は現場の人間だから』って、全部断ったらしいの。男って、そういう美学みたいなのが好きじゃない？　だから同性には人気があるわよ。刑事課の原田さんも、慕ってるみたい」

「確かに。女性とは、過去になにかあったんですかね？」

　ひよりも椅子に戻る。杉岡は肩をすくめた。

「さあ。ずっと独身って話よ。警察って男社会の代名詞みたいなところだけど、最近はコンプライアンスもうるさいし、あそこまで露骨な人って珍しいわよね。ところで、今回の事件。テロの疑いがあるって本当？」

「ええ。でも、防犯カメラの二人は普通の若者って感じだし、そもそも偽爆弾じゃテロになりませんよね」

「やっぱりイタズラで、仲間うちで面白がってるだけなんじゃない？　偽爆弾のどこが面白いのかわからないけど、今の若い子ってバイト先のアイスクリームケースに入ったり、ピザ生地を顔に貼り付けたりした写真をＳＮＳにアップして喜んでるんでしょ？　そういうの『バイトテロ』って言うらしいし、同じノリなのかも」

「なるほど」

　ひよりが感心した時、再びドアが開いた。藤堂がセミロングの髪の小柄な女性を伴って入って来て、惣一郎と梅崎が続く。

「ようこそ。僕の研究室ラボへ」

　ひよりたちの向かいの席に案内しながら女性に告げ、藤堂が笑った。白衣の肩には、女性のものと思われるバッグを下げている。

「はあ」

　引き気味に返し、女性は壁際に並んだたくさんの機械や液晶ディスプレイを眺めた。どれも科学捜査に使うものだ。ひよりは再び席を立った。

「長尾瑛子さんですね？　柳町北署の牧野です。わざわざ申し訳ありません。お加減は、いかがですか？」

「コルセットをつけて痛み止めも飲んでいるので、落ち着いています」

　手のひらでニットのカーディガン越しに肋ろつ骨こつを押さえ、長尾さんは椅子に腰かけた。歳は四十代前半だろうか。肩からバッグを下ろして長尾さんに渡し、藤堂が言う。

「ここに向かう車の中で趣旨を説明したら、ご快諾いただけたよ。美しいだけじゃなく、実に聡そう明めいな女性だ……あ、沙耶、来てたんだ。長尾さん、彼女は僕の二番目の妻」

「元妻です。呼びつけておいて、『来てたんだ』とはなによ……ご協力ありがとうございます。柳町北署鑑識課の杉岡です」

　嚙かみつくように藤堂に返したあと笑顔になり、杉岡は長尾さんに頭を下げた。ドアの前に立った梅崎が藤堂と杉岡を呆あきれ顔で眺め、隣の惣一郎は、慣れっこといった様子で無表情。

　昨日は捜査会議の最後に藤堂が、「長尾さんと話して、バッグの臭いの正体を突き止めたい」と言った。それを梅崎が偽爆弾事件の捜査本部に報告し、仕事を休んで療養中の長尾さんにコンタクトを取った。ちなみに迫田は「現場を見たい」と朝から出かけ、伊達は病院の定期検診だそうだ。

　高平がお茶を運んで来て、長尾さんが一口飲むのを待ってから藤堂は壁際の棚の前に進み出た。

「では、始めましょう。一昨日現場でバッグを開けた時、長尾さんは『薬臭いんだけど、ちょっとだけフルーティ』な臭いを感じられたんですよね？　しかし、どの薬品とフルーツかはわからない」

「はい」

　緊張した面持で、長尾さんが頷うなずく。藤堂は身を翻して棚の引き出しを開け、茶色のガラスの小瓶を四、五本取り出してテーブルに置いた。それぞれ、英語らしき文字が書かれたラベルが貼られている。

「該当しそうな薬品を用意しました。同じ臭いのものがあるか、確認して下さい。毒薬や劇薬はありませんが、瓶に直接鼻を近づけず、手のひらであおいで嗅かいで下さい。実験の基本です」

「わかりました」

　頷いた長尾さんに、藤堂は小瓶の一つのキャップを外して渡した。ひよりはテーブルの向かいを注目し、みんなも視線を動かした。

　長尾さんは硬めの仕草で顔から離し気味に小瓶を持ち、その上で手のひらを動かして臭いを嗅いだ。

「違います。薬臭いけど、パイナップルっぽい」

「そうですか。それは酢酸エチル。塗料やインクなどの溶剤の他、食品添加物としても使われています。パイナップルに似た臭いが特徴ですが、メロンやブランデーと感じる人もいるとか」

「へえ」

　感心したように返し、長尾さんが小瓶をテーブルに置く。藤堂は、新たな小瓶を手渡した。再び顔の前で手のひらを動かし、長尾さんは首を横に振った。

「フルーティっていうより、甘い香りですね」

「残念。それはベンゼンで、プラスチックや接着剤の原料です。ちなみに、ペンキ落としでお馴な染じみのベンジンとは、まったく別の物質で分子構造も異なります」

「ふうん」

「そうなんだ」

　長尾さんにつられてひよりも感心してしまい、藤堂は満足げに小鼻を膨らませて前髪を搔かき上げた。それを杉岡が冷ややかに、梅崎は呆れ顔で見る。

　長尾さんから返された小瓶を脇に除よけ、藤堂は杉岡に告げた。

「じゃあ、きみの番」

　杉岡が席を立った。バッグを開けて、ジップバッグを取り出す。こちらにも、ラベルの貼られたガラスの小瓶が三本入っている。全部出してキャップを外し、長尾さんの前に並べた。

「お願いします」

「あ、いい匂い。すごくフルーティ。でも、これも違います」

　だんだん慣れてきたのか、長尾さんはすぐに一本を取ってコメントし、続けて他の二本も嗅いだ。

「こっちはリンゴに似てる。これは……モモとアンズが混ざったような感じ」

「酪酸メチルとフルクトン、ジャスミンラクトン。食品用の香料かもと思ったけど、外れたわね」

　そう説明し、杉岡は小瓶のキャップを閉めた。

「でも、僕にはない発想だよ。ありがとう……では、タッチ交代」

　笑顔で杉岡をフォローしてから、藤堂は残った小瓶の一本のキャップを外して、長尾さんに差し出した。

　タッチ交代。死語。心の中で突っ込みつつ、ひよりがそろそろ休憩にした方がいいかなと思っていると、長尾さんは小瓶を手に控えめのトーンで言った。

「これ、似てるかも」

　みんなが一斉に目を向け、長尾さんは再度臭いを嗅いだ。小瓶を下ろし、ためらいがちに藤堂を見る。

「ひょっとしたら、これかもです。違ってたらごめんなさい」

「とんでもない。違っていても、大きな手がかりです。なんて慎つつましやかな方だ。ご主人を、心から羨うらやましく思います」

「で、瓶の中身はなんなのよ」

　じれた杉岡に急せかされ、梅崎のイライラオーラにも気づいた様子で、藤堂は答えた。

「メタクリル酸メチル。無色透明な液体で、化学式はC5H8O2。主にアクリル樹脂の原料として用いられ、メタクリル酸メチルだけを重合させた有機化合物は、メタクリル酸メチル樹脂と呼ばれる。略称ＰＭＭＡ」

「臭いの出所は、薬品メーカーでしょうか」

　手帳にペンでメモを取りながら梅崎が訊たずね、藤堂は頷く。

「可能性はあるね。普通の人が、日常的に用いる薬品ではないから。他には、アクリル樹脂の加工工場。航空機の窓ガラスや照明器具、看板、あとは入れ歯やコンタクトレンズなどにも使われてる。アクリル樹脂自体は無臭だけど、削ったり磨いたりすると原料物質であるメタクリル酸メチルが微量発生して、臭いがするんだ」

「ホシはある程度の期間臭いの出所で働くか、出入りしていますね。だから鼻が慣れていて、バッグの中の臭いに気づかなかった。気づいていれば、消したはずです」

　ずっと黙っていた惣一郎が、コメントする。

「鋭いですね。捜査本部に報告します」

　感心してから身を翻し、梅崎は足早に部屋を出て行った。

「待って下さい」

　慌てて立ち上がってバッグをつかみ、長尾さんと杉岡に会釈をして、ひよりも後に続いた。




　店の手前まで行って、異変に気づいた。白い塗り壁の外壁に水色のライトパネルが取りつけられ、白い文字で〈ICEアイス MOONムーン〉と書かれている。それはいつも通りなのだが、ライトパネルに明かりが点ともされていない。傍らの木製のドアを見ると、「都合により、しばらく休業します　店主」と、筆で草書に近い行書で書かれた紙が貼られていた。ちょっと前に来た時は、なにも言ってなかったのに。ひよりが紙の文字を何度も見返していると、

「だ～れや？」

　と、後ろから目隠しをされた。すぐに誰かわかったが、酒臭い息にたじろいでいると声の主は目隠しをする手に力を込めた。伸びた爪の先が、ひよりの目に当たる。

「痛っ！　ちょっと、ナナちゃん」

　叫んで手を引き剝はがして、振り向いた。やはりナナだ。軽くカラーリングしたセミロングの髪に、抜群のスタイルを誇示するような細身のコートとミニ丈のニットワンピースを着て、ピンヒールのパンプスを履いている。対してひよりは、ひっつめ髪に地味なコートとパンツスーツ、ローヒールのパンプスだ。

「もう、なにすると。ネイルが剝げるやろ」

　謝罪する様子は微み塵じんも見せず、ナナは自分の爪をチェックした。長さは一・五センチほどあり、上部三分の二ほどがラメやラインストーンで飾られている。一方ひよりは形を整える程度で、ノーマニキュア。仕事を理由にしているが、「面倒臭い」というのが本音だ。

「見てこれ。なにか聞いてない？」

　挨あい拶さつをすっ飛ばし、ひよりはドアの貼り紙を指して問いかけた。ナナは、「どげんしたと？」と言いながら首を突き出して貼り紙を見た。

「うんにゃ。知らんやった。ひよりちゃんは？」

「全然。どうしたのかな。病気じゃないといいけど。それとも、田舎に帰ったとか？　草そう介すけさんって、どこの出身だっけ」

「知らん。けど、博はか多たじゃなかばい」

「なんで博多？　ああ。今日は博多弁だからか。前から訊きこうと思ってたんだけど、ここに来る前、どこで飲んでるの？　まさか、一人酒？」

　やり取りする二人の後ろを、千鳥足のサラリーマンのグループが通り過ぎて行く。狭い脇道だが、小さな飲み屋街になっている。

　質問には答えず、ナナはひよりの肩をぽんぽんと叩たたいた。

「心配なかたい。あれやな、『自分探し』。旅にでも出たっちゃ。ばってん草介さん、意外とおいしゃん臭い字を書きよっと」

「『自分探し』って歳？　そのくせ『おいしゃん臭い』とか言うし。もっと大騒ぎすると思ったのに……やっぱり、なにか知ってるんじゃないの？」

　問いかけて自分の顔を覗のぞき込むひよりを、ナナは顎あごを上げてけたけたと笑い飛ばした。

「知らんって。あれくさ、二人で飲みに行くばい。いい店、連れてっちゃるけん。その名も『方言パブ』」

　言うなり、ひよりの腕を取って表通りに向かって歩きだした。酔っている割には、力が強い。引きずられながら、ひよりは訴えた。

「なんでそうなるの？　『方言パブ』ってなに？」

　しかし構わず、ナナは明らかに適当な博多弁で騒ぎながら歩き続けた。




　梅崎の報告を受けた捜査本部は、都内でメタクリル酸メチルを扱う薬品メーカーとアクリル樹脂の加工工場をピックアップした。完成したリストを元にひよりたちも参加して聞き込みをし、防犯カメラの映像の男を探したものの見つからず、六日が過ぎた。五件目の犯行が懸念されたが、ターゲットになりそうな場所のパトロールを強化したためか、偽爆弾は発見されなかった。




　その朝も、ひよりと梅崎は柳町北署に顔を出してから車でメゾン・ド・ポリスに向かった。高平に出迎えられて二人で居間に入ると、伊達以外のおじさんがホワイトボードの前に集まっていた。挨拶をしてバッグをソファに置き、ひよりと梅崎も合流した。

「ちょっとでも、顔が映ってりゃな」

　ホワイトボードに貼られた防犯カメラの男の写真を見て、迫田が言った。黒いジャージ姿で、胸の前で腕を組んでいる。

「現場周辺の防犯カメラで足取りを追いましたが、ダメでした。車に乗ったか、着替えたかして立ち去ったんですね。映画館と大学、デパートの職員、公園の利用者の聞き込みも、収穫なしです」

　ひよりが報告すると、惣一郎が梅崎を見た。

「捜査本部に動きは？」

「ネットに、『俺が犯人だ』と名乗る者や、次の犯行を予告する者の書き込みがあった。だが、内容が曖あい昧まいだったり事実と異なっていたりして、明らかになりすましだな」

「えっ。聞いてませんけど」

　ひよりは抗議したが、梅崎は表情を動かさずに、

「いま話してる」

　と返した。

　一応相棒なんだし、先に話してくれるのが筋ってもんじゃないの？　そう言ってやりたかったが、ぐっと堪こらえた。行動を共にして一週間経つのに、梅崎の態度はまったく変わらない。

「やはり現れましたか。さらに増えるでしょうね」

「だろうな」

　梅崎が同意する。いつの間にか、彼は惣一郎にタメ口を利くようになった。捜査員として認めたのだろう。藤堂は苦手なようだが、他のおじさんたちにも敬意を払い信頼もしている様子だ。

　なんで私だけ？　ひよりの胸に、怒りと理不尽さが湧く。その気持ちが背中に表れていたのか、安楽椅子で伊達が口を開いた。

「ひよりさん。次の手は？」

　振り向いたひよりの目を伊達が優しく見返し、バロンの頭を撫なでた。気遣いが嬉うれしく、怒りと理不尽さが和らいだ。伊達と、他のおじさんたちを見ながら言う。

「捜査対象を広げませんか？　他にも、アクリル樹脂の臭いがする場所はあるはずです」

「たとえば？」

　すかさず、梅崎が訊いてきた。想定していたので、ひよりは返す。

「工事現場とか、研究施設とか」

「誰でも思いつくな」

　じゃあ、自分が提案してよ。心の中で言い返し、横目で梅崎を睨にらむ。すると、藤堂が言った。

「いや。ナイスアイデアかもよ」

「本当ですか？」

「うん。とくに工事現場。ただしバッグに臭いが移るには、相当な量のアクリル樹脂が必要だね。となると」

　言葉を切って右手の中指でメガネのブリッジを押さえ、考え込む。みんなで見守ったが、藤堂は難しい顔をしたままなので、ひよりは検索しようとスマホを出した。

「ＯＫ。答えが出たよ」

　ブリッジから中指を離し、藤堂は笑顔を見せた。ひよりは問いかけようとしたが、藤堂はその場を離れた。ソファに腰かけてテーブルの上のノートパソコンを取り、猛スピードでキーボードを叩き始めた。




　三十分後。ひよりと梅崎は署の車、藤堂、迫田、伊達は惣一郎の運転するメゾン・ド・ポリスのワゴン車に乗って出かけた。一時間かけて、江こう東とう区の有あり明あけに行った。ゆりかもめの国際展示場正門駅にほど近い一角で車を停め、降りる。東京湾の埋め立て地につくられた街で、幅が広くまっすぐな通り沿いに、ホテルやショッピングモール、イベントホールなどが並んでいる。建設現場や空き地も多く、かすかに潮の香りがした。

　少し歩き、建設現場の一つに向かった。敷地は白い鉄製のフェンスで囲まれ、出入口の脇の看板には「有明マリンプレイス新築工事」と書かれ、下に付記されたオープン予定時期は二カ月後だ。

　出入口の前に立っていたガードマンにひよりが警察手帳を見せ、しばらく待っていると、ベージュの作業服を着て白いヘルメットをかぶった中年男性がやって来た。

「現場監督の井い口ぐちです。担当者が少し遅れるそうなので、私がご案内します」

「ご協力感謝します」

　梅崎が挨あい拶さつし、ひよりとおじさんたちも頭を下げた。井口さんを先頭に、敷地内に入る。建物は地下一階、地上三階建てで大きく、外観はほぼ完成していた。前面がすべてガラス張りなのが、印象的だ。エントランスから建物に入り、通路を進む。ヘルメットに作業服姿で腰に工具が入った大きな袋を下げたり、図面を持ったりした男性が行き来して、セメントと塗料の臭いがした。

　通路が二つに分かれ、一方の奥に広い庭が見えた。突き当たりはステージで手前に横長のプールがあり、向き合う形で階段状の客席が設しつらえられている。

「あそこで、イルカやペンギンのショーをやるそうです」

　日焼けした顔を庭に向け、井口さんが説明してくれた。庭には出ず、もう一方の通路を進んだ。左右の壁際にずらりと並ぶのは、水槽。普通の箱形のものの他、床から天井まであるような大きく深いもの、アーチ形、円柱形と様々だ。

「ここは、海の魚の展示スペースです。二階は川や湖の生き物のスペースで、三階は売店とレストラン、地下は駐車場です」

　井口さんの説明を聞きながら、ひよりは水槽の一つに歩み寄った。厚みのある透明なガラスがはまっている。

「水族館の水槽のガラスって、アクリル樹脂だったんですね」

「ほとんどそうだね。アクリル樹脂の中でも、ＰＭＭＡでつくられたものはアクリルガラスと呼ばれていて、衝撃に強くて、透明度が高い。加工も容易だから、普通のガラスではできなかった形や厚さのものがつくれるんだよ」

　身振り手振りも交え、藤堂は活いき活きと語った。トレードマークの白衣は、ここでは魚類学者か獣医に見える。

　一時間半前、藤堂はノートパソコンの検索とスマホでの問い合わせをした後、「答えは水族館。いま都内で建設中なのは、有明マリンプレイスだけ」とひよりたちに告げた。それから梅崎がここの運営会社に連絡し、捜査協力を求めたのだ。

「蘊うん蓄ちくはいいから、捜査だ。臭いはどうなってる？」

　迫田が言い、またみんなで歩きだした。迫田は出かける前に淡いグレーのスーツに着替え、片手に捜査時の必需品である扇子を持っている。

　角を曲がると、さらに水槽が並んでいた。こちらには、まだガラスははめられておらず、業務用のマスクを装着した作業員が三人、通路の端に敷いた養生シートの上でガラスを磨いたり、角を削ったりしている。電動ポリッシャーとヤスリの音が響き、粉っぽい空気ときつい臭気が漂う。

　藤堂が白衣のポケットからガラスの小瓶を出し、キャップを外した。中身はメタクリル酸メチルだ。ひより、迫田、梅崎、惣一郎が交代で小瓶の臭いを嗅かぎ、顔を上げて鼻をひくつかせた。

「これか」

「ですね」

　梅崎とひよりが言い、惣一郎が頷うなずく。

「藤堂にしちゃ、よくやった」

「迫田さん。褒める時は、素直に褒めようよ」

　苦笑した藤堂だが、小鼻は誇らしげに膨らんでいる。一方伊達は杖つえを手に、水槽の床の工事をしている男性を楽しげに見学中だ。梅崎が手帳に挟んだ防犯カメラの男の写真を出し、後ろに立っていた井口さんに見せた。

「顔が見えないので、なんとも。でも、作業員の名簿があるのでお渡しします」

　申し訳なさそうに井口さんが言い、ひよりと梅崎は「お願いします」と頭を下げた。犯人がここの関係者かはわからないが、一歩近づいたのは確かだ。

「向こうはなんですか？」

　訊たずねて、惣一郎が通路を進んだ。みんなも続く。

　天井の高い、広場のような場所に出た。片側はガラスはまだはまっていないが、水槽だ。深さ十メートル、幅は二十メートルほどあり、水族館には二回しか行ったことのないひよりにも、ずば抜けて大きなものだとわかる。思わずみんなで声をもらし、首を突き出して中を覗のぞいた。

「『シーシティ』と言って、この水族館の目玉です」

　後ろから、井口さんの声がした。藤堂が振り向く。

「ガラスも、相当な大きさになりますね」

「ええ。だから時間がかかって……すみません。やっと担当者が来ました」

　言われて、みんなで振り向いて井口さんと同じ方向を見た。作業服を着て脇にヘルメットとバッグを抱えた男性が、通路を歩いて来る。中肉中背で、歳は二十代半ばだろうか。手を上げた井口さんに気づき、男性は会釈をして小走りになった。しかし向かいから来た作業員の男性にぶつかってよろけ、謝って歩きだしたとたん、床に置かれた脚立に躓つまずきそうになる。挙げ句、広場に入って来るなり脇からヘルメットとバッグが滑り落ち、バッグから飛び出した書類が床に散らばった。慌てて、男性は床にかがみ込んで書類をかき集める。思わずひよりが歩み寄ってヘルメットを拾うと、男性は、

「すみません」

　と、頭を下げた。髪がぼさぼさで、前髪は目の上にかかるほど長い。近頃若手ミュージシャンに多いヘアスタイルの真似なのか、ただのずぼらかは、わからない。

　ユニークというか、個性的というか。いい人っぽいけど、落ち着きがなさそう。心の中で呟つぶやき、男性にヘルメットを渡した。と、横に誰かが立つ気配があって、視界の端に淡いグレーのジャケットが映った。

「保やす仁ひとか？」

　迫田が問うた。手を止め、男性は顔を上げた。数秒沈黙があり、ぽつりと言った。

「お父さん」
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　信号が赤に変わり、惣一郎は横断歩道の手前でワゴン車を停めた。車内に沈黙が流れる。バックミラーを覗くと、後部座席の迫田が目に入った。扇子をジャケットの胸に挿し、仏頂面で窓の外を眺めている。惣一郎の視線に気づいたのか、不機嫌そうに顔を背けた。

「沙耶と再会した時も思ったけど、こういうミラクルってあるんだね。保仁さんとは、いつ以来？　ひょっとして、僕らと暮らし始めてから初めて会ったとか？」

　沈黙に耐えきれなくなったのか、助手席から藤堂が訊ねた。顔を背けたまま、迫田は返した。

「ああ」

　つまり、奥さんと離婚して以来初めてか。気になって、惣一郎は迫田の隣の伊達に視線を移す。伊達も窓の外を眺めているが、こちらはにこにこ顔だ。

　迫田親子の邂かい逅こうから、約二十分。あのあと二人は黙ってしまったので、ひよりと梅崎が聞き込みをした。保仁さんは、株式会社ネオコンベンションという会社の社員だった。防犯カメラの男は「顔が見えないから、判断できない」そうだが、有明マリンプレイスの水槽はすべてネオコンベンションが請け負っているというので、会社に行くことにした。出発する時、保仁さんはひよりたちの車に乗り、藤堂は迫田も同乗するように勧めたのだが、迫田は拒んだ。

「立派な息子さんじゃない。福ふく地ちって名乗ってたけど、奥さんの苗みよう字じ？　てことは、奥さんは再婚してないんだ。水族館の運営なんて、夢があっていい仕事だよね。子どもの頃から、そっち方面に興味があったの？」

「ごちゃごちゃうるせえ。捜査に関係ねえだろ。ネオコンベンションってのは、どんな会社なんだ？」

「二○○三年設立、社員数約三百。東京本社以外に大阪と東北、九州、北京ペキンに支社がある。メインビジネスは企業の会議とか展示会の運営だけど、最近は博物館や科学館、水族館も手がけてる。草くさ津つの温泉科学館とか、神こう戸べのスイーツミュージアムとか規模は小さいけど、オリジナリティーのある施設が多いね」

　組んだ脚の上に載せたタブレット端末を操作し、藤堂が説明する。ふん、と迫田は鼻を鳴らした。藤堂が続ける。

「ちなみに、初任給は税込み二十二万円。保仁さんって、独身？　大学では、なにを専攻したのかな」

「だから、関係ねえだろ」

「ああ。知らないんだ」

　独り言のように呟き、藤堂はさらにタブレットを操作した。

　警察を定年になるのと同時にメゾン・ド・ポリスで暮らし始めた迫田だが、高平の話によると「奥さんに熟年離婚を言い渡された」らしい。加えて、ひよりとコンビを組んで解決したある事件を捜査する過程で、仕事最優先で刑事ひと筋だったのが仇あだになって家族に愛想を尽かされたと判明している。恐らく離婚後は、奥さん、保仁さんとも一切連絡を取っていなかったのだろう。




　ネオコンベンションの本社は、品しな川がわの第一京けい浜ひん沿いにあった。大きなオフィスビルの十五階と十六階に入っている。保仁さんが連絡をしておいてくれたので、十五階の受付に着いてすぐ応接室に通された。中央に置かれた大きなテーブルにみんなで着くと若い女性社員がお茶を運んで来て、保仁さんは出て行った。

「顔ぶれが、バラバラだな」

　抑えめの声で、迫田が言った。惣一郎の隣の席に座り、ガラス張りの壁から外のオフィスを眺めている。広いフロアに机と椅子、棚やデジタル複合機などが並び、社員が働いている。ジーンズにパーカー姿の若者から、スーツや作業服姿の中年、中には迫田たちとそう変わらなそうな歳の人もいた。外国人の姿も目立つ。

「若い会社だし、やる気とスキル重視なんじゃない。引き抜きや中途採用も多そう。雰囲気は悪くないと思うよ。あと、美人が多い。あれ、これセクハラ？」

　最後の言葉はひよりに向け、藤堂もコメントする。ひよりはスルー。壁に飾られた、これまでにこの会社が手がけたらしい会議や展示会、博物館などの写真を眺めている。梅崎は、さっきスマホで撮影した有明マリンプレイスの工事現場の写真を確認中だ。

「良くも悪くも、なんでもあり」

　惣一郎もコメントし、迫田と藤堂が頷うなずく。最後にみんなで伊達を見ると、

「いい茶葉を使われていますね」

　とのんびり言い、湯飲み茶ぢや碗わんを口に運んだ。

　ドアがノックされ、保仁さんと四十代後半ぐらいのショートカットの女性が応接室に入って来た。

「お待たせしました。アクアリウム事業部の緒お方がたと申します」

　女性が告げ、みんなに名刺を配った。地味な顔立ちだがよく通る声で滑舌もよく、上品なスカートスーツを着ている。名刺には、「アクアリウム事業部部長　緒方有ゆ佳か子こ」とあった。

「ご丁寧にどうも……迫田さん。『アクアリウム』って、水生生物の育成施設のことだよ」

　笑顔で名刺を受け取り、藤堂が隣に立つ迫田に囁ささやく。むっとして、迫田が、

「そんなこと知ってる」

　と返した。保仁さんは体の前で手のひらを重ね、緒方さんの脇に立っている。挨あい拶さつを済ませ、みんなで着席した。

「いきさつは、福地から聞きました。偽爆弾の事件もニュースで知っています。なんでも協力しますので」

　てきぱきと告げ、緒方さんは向かいの梅崎とひよりを見た。

「ありがとうございます。この男をご存知ですか？　顔は映っていませんが、格好に見覚えがある、でも構いません」

　ペンと手帳を構えながら梅崎が言い、ひよりが立ち上がって防犯カメラの男の写真を見せた。しばらく眺めてから顔を上げ、緒方さんは返した。

「いいえ。残念ながら」

「有明マリンプレイスの現場で、水槽を担当している作業員は何人ぐらい？　全員こちらの社員ですか？」

　写真を引き上げて席に戻り、ひよりが訊たずねる。今度は保仁さんが答えた。

「違います。オオキ樹脂っていうメーカーさんで、社員の担当者は一人ですけど、必要に応じて外注の職人さんを呼んでいます。うちがオーダーした、オリジナルの水槽をつくってもらっているんです」

「オリジナル？　すごいですね」

　藤堂が反応すると、保仁さんはぱっ、と顔を輝かせた。

「僕がファンで、今回初めて仕事をお願いしました。オオキ樹脂さんの技術は、すごいんですよ。アクリルを積み重ねて厚みを出す接着技術、一枚約二十トンのアクリルガラスを十枚近く現場で接合し、水槽の軀く体たいにはめこむ施工技術。それから──」

「まあ、そのあたりで……すみません。語りだすと止まらなくて」

　苦笑して、緒方さんがこちらを見る。保仁さんも「すみません」と言って頭を下げ、緒方さんが続けた。

「弊社が水族館事業に参入したのは、最近なんです。だから、小さくても腕のある企業やクリエーターと組んで、他ではつくれないものを提供しようと思っています」

「素晴らしいお考えです。では、福地さんがこちらで働きだしたのも最近？　以前はどんなお仕事を？」

　微笑んで緒方さんに返してから、藤堂が保仁さんを見た。

「もうすぐ二年です。前は、住すみ井い化学にいました」

「ほほう、住井化学ね……だってさ」

　後半は迫田に首を突き出し、言う。しかし、迫田は知らん顔。保仁さんもノーリアクションだ。さりげなく観察していたのだが、惣一郎たちがここに着いてから一度も、迫田と保仁さんは言葉を交わさず、お互いを見てもいない。もっとも、保仁さんの目はほとんど前髪で隠れているので、正確にはわからないが。

「オオキ樹脂は、どこにあるんですか？　社員は何名？」

　ひよりが話を戻した。

「本社は横よこ浜はまの磯いそ子ご区で、敷地内に工場があります。社員は六十人ぐらいですね」

「都内に支社はないんですか？」

「ないと思います。確認しましょうか？」

「いえ、結構です」

　ひよりが返し、梅崎はやり取りをメモする。横浜は現時点では捜査対象から外れるため、聞き込みなどは行っていない。顔を上げ、今度は梅崎が問うた。

「有明マリンプレイスの現場で、なにか変わったことはありませんか？　工事に関係がない人物が出入りするようになったとか、外部とのトラブルが起きたとか」

　口調は冷静で表情も動かないが、眼まな差ざしがだんだん鋭くなっていくのがわかった。

「特には。工期の遅れなど、細かなトラブルはありますけど」

　答えた後、緒方さんは隣に目をやった。保仁さんが答える。

「思い当たりません」

「そうですか。もしなにか起きたら、ご連絡下さい。それと、またお話を伺わせていただくかもしれません」

「わかりました……あの、弊社と偽爆弾の事件が関係あるんですか？」

「捜査に関わることなので、お答えできません」

　お決まりの台詞せりふを返され、緒方さんは戸惑い気味。保仁さんも怪け訝げんそうだ。自分の出番とばかりに、藤堂がフォローをする。

「大丈夫。念のためですよ。ところで、立派なオフィスですね。社員のみなさんも、優秀そうだ」

「福地とは、私が前の部署にいた時に知り合ったんですが、アクアリウム事業部を立ち上げることになってスカウトしました。他のスタッフは福地と二人で集めて、前職は学者や新聞記者、ミュージシャン、モデルといろいろです」

「モデル。なるほど。ところで、保仁さんとこっちの迫田は──」

「帰るぞ」

　ぶっきらぼうに告げ、迫田が立ち上がった。止める間もなく、さっさとドアに向かって歩く。みんな啞あ然ぜんとしたが、保仁さんは前を見たままだった。




　正午近くになっていたのでネオコンベンションを辞した後、惣一郎はみんなと品川駅近くの蕎そ麦ば店に入った。

「捜査本部に報告して、ネオコンベンションとオオキ樹脂の情報を集めます。オオキ樹脂には、明日にでも行く必要がありますね」

　手帳を見返しながら、梅崎が言った。テーブルの彼の前には、食べかけの天ぷら蕎麦が置かれている。向かいでグラスの水を一口飲んでテーブルの鴨南蛮蕎麦の脇に置き、ひよりも言う。

「ネオコンベンションは活気があって自由な印象でしたけど、そのぶん不審者が紛れ込む隙があるとも言えますよね。夏目さんが言ってたように、『なんでもあり』な気がします」

　話を振られ、惣一郎はニシン蕎麦をすすりつつ頷いた。隣でかけ蕎麦に七味唐辛子を豪快に振り、迫田が告げた。

「よし。当面のターゲットが決まったな」

「念のために訊ききますけど、大丈夫ですか？」

　ためらいがちに、ひよりが訊ねた。手を止めて、迫田が返す。

「なにがだ？」

「保仁さんです。事件関係者が捜査員の身内の場合、担当を外れる決まりですし」

「バカ言うな。ほとんど他人だし、俺はもう隠居の身で『捜査員』じゃねえ」

「都合のいい時だけ、隠居するんだから。保仁さんは有明マリンプレイスの担当者だし、あれこれ調べることになりますよ」

　片手に割り箸ばしを持ったまま、ひよりがさらに言う。惣一郎もそれが気になっていて、梅崎も同様だったらしく二人で迫田を見た。

「しつこい」

　言い返して顔を険しくし、迫田が七味唐辛子の缶をテーブルに戻した。その音に、隣のテーブルの客が振り向く。若いサラリーマンの二人組で、締めたネクタイを肩にかけてカレー南蛮と親子丼を食べている。他の客も、年齢は様々だがスーツ姿の男性ばかりだ。

　迫田はさらになにか言おうとしたが、それより早く隣の藤堂が口を開いた。

「心配ないんじゃない？　業界最大手の住井化学に入れるぐらいだから。ちょっと調べてみたんだけど、保仁さんは東大の工学部を出てるね。論文で、賞を獲とったこともあるみたいだよ」

　もぐもぐと口を動かしながら、手にしたタブレット端末の画面を見ている。テーブルには、天ぷら御ご膳ぜん。さっき迫田に、「デカは早はや飯めしがルール。面倒臭いものを頼むな」と咎とがめられ、「僕はデカじゃないし」と受け流していた。

「東大!?　すごい。優秀なんですね」

　反応したひよりを、迫田が苦々しげに横目で睨にらむ。ちなみに迫田は高卒入庁のノンキャリアで、定年まで所轄署勤務だった。

「伊達さんも東大だよ。法学部。しかも噂じゃ、首席で卒業」

　藤堂が付け足し、ひよりはさらに驚いた様子でテーブルの端に座った伊達に目をやる。やや危なげな手つきで、ザルに盛られた蕎麦を箸でつまみながら伊達は返した。

「全部忘れました」

　けっ、と迫田が言って顔を背けた。

「あれのどこが優秀だ。バタバタ落ち着きはねえし、訊かれてもいねえことをベラベラ喋しやべるし。それになんだ、あの髪型は」

「確かに髪型は微妙ですけど、真面目で礼儀正しい感じでしたよ。お母さんが、しっかり育てられたんですね」

「お母さんが」を強調して、ひよりが返す。むっとしたらしい迫田にまた睨まれたが、まったく動じない。そんなひよりを上目遣いに見て、惣一郎はニシン蕎麦をすすった。

　一緒に事件捜査をしていて知ったのだが、ひよりは家庭や結婚といったものに頑かたくなとも言えるビジョンを持っている。生い立ち、とくに父親である尚なお人とさんの影響を受けているのは明らかで、メゾン・ド・ポリスのみんなと協力してその生い立ちに関わる事件を解決したのだが、ひよりのビジョンに変化はなさそうだ。惣一郎と同じようなことが頭に浮かんだらしく、藤堂が訊たずねた。

「そう言えば、尚人さんは元気？　知り合いの会社で働いてるんだよね」

「はい。小さな文房具メーカーなんですけど、好きな経理の仕事なので、楽しくやってるみたいです。『いっそ税理士の資格を取っちゃおうかな』とも言ってるそうですけど、どうなることやら」

　鴨肉を頰張りつつ、無表情で他人ひと事ごとのように語っているが、その割に尚人さんの近況に詳しい。迫田も目を向ける様子はなかったのに、保仁さんをよく観察しているし、これが親子、家族というものなのか。家族や家庭といったものとは縁なく育ち、今も独り身の惣一郎には、よくわからない。同時に、ある映像が頭に浮かんだ。

　小学校の教室で、生徒たちはみんな席についてエンピツを持ち、原稿用紙に向かっている。惣一郎もその中にいるのだが、一人だけ両手をジーンズの脚の上に置き、固く握りしめていた。かりかりかり、と生徒たちがエンピツを動かす音が頭の中で響く。これは惣一郎が唯一、しかし子どもの頃から繰り返し見る夢だ。もう慣れっこだが、最近になって夢を見る頻度が増し、エンピツの音が大きくなってきているようで、気になる。

「ついでに、緒方有佳子さんについても検索したよ。ずっとネオコンベンションの花形部署で、大企業や団体の会議とイベントを手がけていたみたいだね」

　タブレット端末の画面をスクロールさせながら、藤堂が報告する。梅崎が問うた。

「花形部署から、新規の事業部に異動。左遷でしょうか」

「そうとも言えないんじゃないかな。水槽の製造技術や展示物の演出法が進化して、水族館ビジネスは世界的に注目されてるし。なにより、緒方さんは今の仕事が性しように合ってる印象だったな。テキパキしてクレバーな雰囲気を漂わせつつ、眼まな差ざしは熱を帯びていた。まあ、僕に一ひと目め惚ぼれした、って可能性もあるけど」

　キザったらしく言って脚を組んだ姿に、梅崎は「訊かなきゃよかった」という顔になる。ひよりもうんざりし、迫田は、

「バカぬかしてねえで、とっとと食え」

　と𠮟りつけた。みんながやり取りしている間に食事を終えた伊達が、通りかかった店員を呼び止めて「蕎麦湯を下さい」と言った。
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　翌日。ひよりは梅崎、メゾン・ド・ポリスのおじさんたちとオオキ樹脂を訪れた。社屋も工場も大きくはなかったが、水族館の他、店舗やホテル、研究施設などで使う水槽を製造しており、創業者で社長の大おお木き喜よし信のぶさんは七十を過ぎて現役。「見聞を広め、技術に活いかせ」がモットーで、若手社員のアイデアを積極的に採用したり、海外研修に行かせたりしているそうだ。また、梅崎の報告を受けて捜査本部がオオキ樹脂とネオコンベンションを調べたが、大きなトラブルを起こしたことはなく、社員に前科などがある人もいなかった。




　オオキ樹脂を辞してから、有明に行った。大木社長に「有明マリンプレイスの担当者は、終日現場にいる」と聞いたからだ。

　みんなで有明マリンプレイスの建設現場に入り、海の魚の展示スペースに行った。今日も通路の端で、三人の作業員がガラスに向かっている。メタクリル酸メチルの臭いも、昨日と同じだ。

　奥にいた保仁さんが、こちらに気づき近づいて来た。作業服姿で、頭にヘルメットをかぶっている。

「度々お邪魔します」

　梅崎が挨あい拶さつし、ひよりたちも会釈をする。

「はい……すみません」

　保仁さんが振り向いて声をかけると、作業員たちが手を止めて集まって来た。みんなマスクを外したので、昨日は見えなかった顔が露あらわになる。

「彼が担当者の古こ賀がさんです」

　保仁さんが、端の一人を指す。小柄瘦やせ型で、色白。天然パーマと思おぼしき、クセの強い髪が印象的だ。歳は、保仁さんより少し上だろうか。

「どうも。オオキ樹脂の古賀順じゆん也やです。こちらは外注の職人さんで、波は多た野の克かつ己みさんと青あお木き武たけ瑠るさん」

　古賀さんが言い、隣の二人も頭を下げる。波多野さんは背が高く小太りで、歳は三十代後半。青木さんは中背で、顔立ちに幼さが残っている。歳は二十歳過ぎだろうか。

「三人で、こちらの水槽を担当されているんですか？」

　並んだ作業員、とくに青木さんの顔を念入りに見て梅崎が訊ねる。

「三人と、僕です」

　片手を上げ、保仁さんが補足した。横を向いたまま顔をしかめ、迫田が独り言のように、

「そんなの、わかってる」

　と突っ込む。古賀さんが頷うなずいた。

「はい。職人さんは、時々別の人に替わったりしますけど」

「毎日こちらに来ているんですか？　何時から何時ぐらいまで？」

「ここひとつきぐらいは、毎日。朝は八時半からって決まってますけど、終わりは夕方の……六時とか？　最近は、遅くまで残って作業することもあります」

　話すのはあまり得意ではないのか、ゆっくりだが丁寧に答える。

「古賀さんは、お若いのに大きな現場を任されてすごいですね。海外研修の経験もあるとか？」

「二年間、アメリカの水族館や水槽メーカーで勉強しました。経験を活かせるといいんですけど」

　はにかみながらも嬉うれしそうに、古賀さんが答える。「なるほど」と頷いた梅崎だったが、ターゲットは別なのは明らかで、ひよりが見守っていると続けて訊ねた。

「青木さんもお若いですね。この仕事は長いんですか？」

「俺っすか？　まだ一年ちょっと。下っ端っすよ」

　あっけらかんと、青木さんが返す。よく見ると今どき珍しい細ほそ眉まゆで、長めに伸ばした襟足の髪を金色に染めている。梅崎が面食らった様子で黙ったので、ひよりはフォローのつもりで青木さんの隣を見た。

「波多野さんは？」

「アクリル加工ひと筋、二十年です」

　ガラスの粉で白くなった手をヘルメットの縁にやりながら、波多野さんが歯を覗のぞかせて笑った。

「おお。ベテランですね」

　迫田が反応し、藤堂も笑ってその場の空気が和む。伊達は今日も、水槽の床を工事している男性を眺めている。

「三月三日は、どうされていましたか？」

　再び、梅崎が訊ねた。三月三日は、日ノ出デパートの事件が起きた日だ。唐突に問いかけて反応を伺うつもりなのがわかり、ひよりとおじさんたちは緊張して青木さんたちを見た。

「三月三日は、日曜日です。休日で工事は休みなので、自宅で仕事の資料を読んでいました」

　最初に答えたのは、保仁さんだ。きっぱりした口調は、カレンダーが頭に入っているのだろう。続いて、古賀さんが反応した。

「日曜日なら、僕も休みです。何をしていたかまでは、ちょっと」

「俺は、子どもと遊んでたな。土日はいつもそうだから」

　波多野さんが返し、青木さんも、

「俺はずっと寝てたと思う。ひとり暮らしだし、アリバイねえや。あれ、ひょっとして、ヤバい？」

　とおどけて両手を上げて見せた。波多野さんと古賀さんが笑ってまた場の空気が和み、梅崎は無言で素早く、手帳にペンを走らせた。

　古賀さんたちが作業に戻り、おじさんたちは改めて現場を眺めた。ひよりも偽爆弾の痕こん跡せきを求めて水槽の中を覗き、通路の隅のゴミ箱をチェックしたが、手がかりはなかった。他にないかと視線を巡らせると、壁に立てかけられた板状の大きなガラスが目に入ったので近づいて眺める。表面は滑らかで透き通り、きれいだとは思うが、他のものと比べて、どこがすごいのかはわからない。でもなにか、と顔を近づけて隅々まで見ていると、あるものを発見した。ちょうど後ろを古賀さんが通りかかったので、呼び止める。

「すみません。これ、なんですか？」

　マスクを顎あごの下にずらし、古賀さんがひよりが指す方向に目を向けた。ガラスの右の下端に白い塗料で、「blue globe」と小さく書かれている。気まずそうな顔になり、古賀さんは答えた。

「僕らのブランド名です」

「オリジナルだとは伺ってましたけど、ブランド名まであるんですか。すごいですね」

「いや。いずれはそうしたい、って福地さんと考えただけで……困ったな。水槽に取り付けたら隠れる場所だから、こっそり書いたんです」

　古賀さんがさらに気まずそうな顔になったので、ひよりは急いで体の前で手を横に振った。

「大丈夫です。捜査で得た情報は、必要がない限り他言しません」

「うちの社長にも？」

「もちろん、言いません」

「よかった」

　ほっとして、古賀さんは笑った。白くすべすべした頰に、えくぼができる。文字を見直して、ひよりは言った。

「ブルーグローブって、いい名前ですね。魚たちを包むグローブ、って意味でしょう？」

「ええ。よくわかりましたね」

　嬉しそうに頷き、古賀さんはその場を離れた。ふん、と後ろで鼻を鳴らす音がした。迫田かと思いきや、振り向くと惣一郎がいた。

「なんですか？」

「別に」

　ぼそりと返したが、視線はガラスの文字に向いている。心配になって、ひよりは抑えめのトーンで訊たずねた。

「今の会話、聞いたんですね？　この文字のことは、黙ってて下さいよ。古賀さんと保仁さんが𠮟られちゃう」

「誰が、『𠮟られる』って？」

　野太い声とともに、迫田が現れた。藤堂と伊達、梅崎、保仁さんも一緒だ。慌てて、ひよりはガラスに背中を向けた。

「いえ、別に」

「帰るぞ。捜査会議だ」

「わかりました。トイレに行くので、先に車に戻って下さい……あの、トイレって」

「あっちです」

　保仁さんは告げ、通路の奥に歩きだした。ひよりはついて行き、おじさんたちは出口に移動を始めた。

　通路を進み、広場に出た。ひよりはつい足を止めて、傍らの「シーシティ」を見上げてしまう。

「本当に大きいですね」

「マンタやウミガメの他、三千匹のマイワシを展示する予定です。ＬＥＤの照明が照らす中、マイワシが竜巻のように回遊します。ＢＧＭも、オリジナルのものをつくってもらっています。他にも、３Ｄプロジェクションマッピングや、イルミネーションなどの空間演出を計画中です」

　保仁さんも立ち止まり、水槽を見上げた。

「へえ。完成が楽しみですね」

「間もなくです。今月の十五日には、水族館関係者を集めてお披露目をします。牧野さんも、いらして下さい」

「それまでに、事件が解決するといいんですけど。でも、これだけのサイズだとガラスは一枚って訳にはいかないでしょう？」

「いえ、一枚です。重合接着と言って、ガラス同士の間にアクリルを流し込んで、巨大な板ガラスをつくります。普通の溶接接合と比較して強度は増しますが、技術が求められます。そのため、水槽の高さが一五○センチ、厚さは二十ミリを超える場合にのみ行われて」

　空を見たまま、早口で一気に語る。

　オタクっていうか、「ザ・理系男子」って感じ？　そう思い、ひよりは保仁さんの横顔を眺めた。鬱うつ陶とうしげな前髪の間から覗く目は、意外とつぶらで睫まつ毛げも長い。イケメンではないが、「カワイイ」とは言われるかもしれない。

「迫田さんと、話さないんですか？」

　思い切って訊ねると保仁さんはぴたりと口を閉ざし、こちらを見た。沈黙が流れ、ひよりはたちまち後悔した。

「すみません。大きなお世話ですね」

「いえ。話すことがないんですよ。もともと、会話のない親子だったから」

「でも、迫田さんは保仁さんの話をしていましたよ。高校の時は、バスケットボールの選手だったんですよね。ポジションは、パワーフォワード」

　以前、迫田と組んで事件の捜査をした時に聞いた話だ。表情を動かさず、保仁さんは返した。

「選手って言っても、進学校だったから人が集まらなくて、無理矢理入部させられたんです。試合には、一度も勝っていません」

「そうだったんですか」

「父はシェアハウスで暮らしているんですよね。牧野さんと一緒にいるってことは、捜査協力をしてるとか？」

「はい。力をお借りしています」

　さすが東大。察しがいい。感心していると、保仁さんは前に向き直った。

「父の記憶はほとんどない代わり、マイナスの感情もありません。つまり、僕の人生にまったく影響を与えなかったということで、これは感謝しています。お陰で、自分が進むべき道を雑音なく進めましたから」

　まるで他人ひと事ごとのようだ。でも内心は、なにか想っているのかも。ひよりはもう一度、前髪の隙間から目を覗のぞこうとした。しかし保仁さんは、

「ちなみに、母は元気です。父に伝えて下さい。トイレはこの先です」

　と告げて歩きだした。

「自分で伝えて下さい」

　ひよりは訴えたが、保仁さんは振り返らずに通路を進んで行った。




「……そうですか。はい」

　居間の隅から、梅崎の声がする。片手でスマホを構え、もう片方の手で壁に手帳を押しつけながらペンでメモを取っている。ひよりは捜査資料から顔を上げ、向かいに立った迫田を見た。一時間ほど前に有明マリンプレイスから戻ってスーツからお馴な染じみの白いジャージに着替え、胸の前で腕を組んでホワイトボードを凝視している。ホワイトボードの写真と書き込みは、偽爆弾事件の捜査を始めた時から倍近く増え、空きスペースはほとんどない。白衣姿の藤堂は、定位置のソファで捜査資料を読んでいて、ベージュのケーブル編みのニットを着た伊達は、安楽椅子に座ってバロンに、「お手」や「伏せ」をさせていた。

「なるほど。ええ。了解です」

　梅崎は、通話を続けている。ひよりも迫田の横顔を眺め続けた。よく見ると、迫田の目もつぶらと言えなくもない。睫毛も、昔は長かったのだろう。やはり、保仁さんと親子なんだな、と思う。ただし、決定的に違う箇所もある。ひよりの視線が、迫田の頭部に動く。黒々として量も多すぎるぐらいの保仁さんの毛髪に対し、迫田はバーコード頭。かろうじて残ったサイドの髪も細くて元気がなく、抜け落ちる日も遠くなさそうだ。

　これが保仁さんの未来図か。心の中で呟つぶやき、ついため息をついてしまう。同時に脳のう裡りに、「諸行無常」という言葉が浮かぶ。

「なんだ」

　何らかの気配を察知したらしく、迫田がこちらをじろりと見た。慌てて、ひよりは首を横に振った。

「いえ、別に。そうそう。さっき保仁さんから、『母は元気です』と伝えて下さい、と言われましたよ。よかったですね」

「知ったこっちゃねえ。とっくに別れて、赤の他人だ」

「奥さんはともかく、保仁さんは『他人』じゃないでしょう。それに保仁さんは、迫田さんに『マイナスの感情はない』って言ってましたよ」

　けっ。迫田は言い、顔を背けた。

「持って回ったような言い方しやがって。誰に似たんだか、昔からあいつはそうだ。ちょっと頭がいいからって甘やかして、女房がろくなしつけをしなかったせいだ」

「それは違うんじゃないですか。仕事ばっかりして、家のことは全部奥さんに押しつけてきたんでしょ？　奥さんは必死に家事と子育てをして、保仁さんもがんばって勉強して大学に入ったんです。二人に一度でも、『ありがとう』『よくやった』って言ったことがありますか？」

　ぱちぱちと拍手の音がして、藤堂がソファから立ち上がった。

「Bravo、ひよこちゃん。それに、保仁さんは迫田さんによく似てるよ。思ったことを素直に言葉にできないところとか、そっくり。奥さんだって、別れた後もここに迫田さんの好物の佃つくだ煮にや新しい下着を送ってくれてるんでしょ。夫婦の『愛』は消えても、『情』は残ったんだ」

「やかましい！　大きなお世話だ。独り者のひよっこと、三度も離婚してる藤堂に夫婦のなにがわかる」

　迫田ががなり、藤堂とひよりを睨にらむ。構わず、ひよりはさらに言った。

「夫婦はわからないけど、親子のことはわかります。迫田さんは、保仁さんと話さなきゃダメです。話題がなくても、ケンカになってもいいから、向かい合ってお互いを知って下さい」

　言いながらさっきの保仁さんの言葉と横顔を思い出し、一緒に自分と父・尚人のこれまでが蘇よみがえる。信じられないような出来事があって、ショックを受け戸惑いもして、でもメゾン・ド・ポリスのおじさんたちの力を借りて、尚人と新たな関係を築いていこうと想えるようになった。だから今度は、迫田とその家族のためになにかしたい。そんな気持ちだった。しかし迫田は、ますます顔を険しくした。

「黙れ！　ひよっこの分際で、俺に指図するな。保仁とは、捜査だけのつき合いだ。話をするつもりなんかねえ」

「でも」

「はい、ケンカしない！　おやつの時間です」

　いつの間に居間に入っていたのか、高平が割り込んで来た。ツクシのイラストがちりばめられたアームカバーをはめた腕で、小皿とフォークの載った銀の盆を抱えている。後ろには、コーヒーポットとカップの載った盆を抱えたエプロン姿の惣一郎もいた。

「疲れてるから、カリカリするんですよ。甘いものを食べて、心と体に栄養補給をしましょうね」

　ひよりたちに何か言う隙を与えず、暖炉とソファのテーブルの上に小皿とフォークを並べていく。惣一郎も暖炉の上に迫田のためのカップを置き、テーブルに向かった。

「ブサイクなどら焼きだな」

　小皿の上を見て、迫田が不機嫌そうにコメントした。円形のスポンジ生地を半分に折り、中に生クリームとスライスしたイチゴを挟んだものが盛り付けられている。空になった盆を胸に抱き、高平が返した。

「ブーッ、不正解。どら焼きじゃなくて、オムレットです。生クリームは低脂肪、イチゴは朝摘みのとちおとめを使っています。さあ、召し上がれ。あ、食後にはお薬をお忘れなく。いま持って来ますから」

　高平が出て行き、代わりに梅崎が通話を終えて寄って来た。

「青木武瑠はどうでした？　捜査本部に、照会してもらったんですよね」

　梅崎は手帳のページを開き、迫田と惣一郎を見て告げた。

「青木は元暴走族です。傷害と共同危険行為で、複数の補導歴がありました」

　質問したのは、私なんだけど？　取り残されたような思いと苛いら立だちを覚え、ひよりは横目で梅崎を睨んだ。暖炉の上の小皿を取ってオムレットを頰ばり、迫田が言う。

「年齢や体型は防犯カメラの男に似ているが、不良少年ってのは今回の犯人像とはちょっと違うな。でしょ、伊達さん？」

「ええ。不良と呼ばれる少年たちが集団で行う犯罪の多くは暴行、窃盗、または詐欺。テロ行為など社会的な意図やメッセージのあるものは、ごくわずかです」

　手のひらを立ててバロンに「待て」を指示しながら、伊達が答える。惣一郎が注いだコーヒーの入ったカップを小指を立てて持ち、藤堂も頷うなずく。

「だね。良くも悪くも単純で、立場が上の者には従順だから、洗脳したらすごく便利な要員になりそうだけど。他の二人、波多野さんは外すとして、古賀さんはどう？」

「勤務態度は良好、人柄も温厚で私生活もとくに問題はないようです。しかし『遅くまで残って作業する』と言っていたのが、気になります。有明マリンプレイスの現場に、仲間を引き込んでいるのかも」

　梅崎の言葉に、ポットを持ってソファの脇に立っていた惣一郎が反応した。

「確かに。犯人がテロリスト集団なら、アジトはどこにあるんだろうと思っていたんです。工事現場なら、手引きする者が『外注の職人だ』と言えば作業員名簿に載っていない人物も入り込めるし、有明マリンプレイスの現場には防犯カメラがなかった。土日も、『作業』という口実をつくれば丸々使えます」

「テロリストが、表向きは温厚で真面目ってのもパターンだしな。古賀は、三月三日のアリバイもなさそうだった」

　ホワイトボードに貼られた有明マリンプレイスの写真に目を向け、迫田も同意する。つられて同じ方向を見て、ひよりは言った。

「アリバイがなさそうなのは、青木さんも一緒ですよね。保仁さんは、『自宅で仕事の資料を読んでいました』って話してたけど、きっぱり言い切るのが逆に怪しいとも──」

　途中で迫田と保仁さんの関係を思い出し、口をつぐんでしまう。再び顔を険しくして、迫田がなにか言おうとした。タイミングを推し量ったかのように、また高平が居間に入って来た。

「お待たせしました。お薬とお水です」

　にこやかに告げ、おじさんたちにアルミのシートに入った色も形も様々な薬と、グラスの水を配っていく。ひよりには見慣れた光景だが、梅崎は手帳を捲めくる手を止めてじっと見ている。呆あきれているのかと思いきや、

「すみません。僕にも水を下さい」

　と言ってジャケットのポケットを探った。現れたのは、紫色のアルミのシートに入った白く丸い錠剤。たちまち、迫田が反応して高平から受け取った薬の一つを見せた。

「俺と同じだ。あんたも血圧か？」

「ええ。上が、一五○超えちゃって」

「俺は一六〇。藤堂も高血圧だ。だろ？」

「うん。梅崎さん、お互い『寄る年波』ってやつですね」

　三人で和わ気き藹あい々あいと語り、迫田ががはは、と笑う。そうだ。この人も、立派なおじさんだった。うんざりしてため息をついたひよりの視界の端に、薬を持ったまま照れて頭を搔かく梅崎の姿が映る。

　おじさんたちが薬を飲み終えるのを待ち、ひよりは会議を再開した。

「犯人がテロリスト集団だったとして、目的はなんでしょうね。政治的な思想とか教義とかがあって、結びついているはずですけど、その割に仕掛ける爆弾は偽物。メンバーは若者らしい、っていうのと関係しているんでしょうか。あとは、リーダー。複数の人間を束ねて動かすってことは、頭がよくて言葉に説得力がある人物ですよ」

「なかなか鋭い分析だね。梅崎さん、どう？」

　藤堂に話を振られ、梅崎は空になったグラスと薬のシートを高平に渡した。

「捜査本部がネオコンベンション及びオオキ樹脂の関係者を洗いましたが、テロリスト集団、宗教及び政治団体などと接点のある人物は見つかりませんでした。なお、最近のテロリスト化する人物には裕福な家庭出身で高学歴、大学の理数系学部出身という特徴があります」

　裕福はともかく、高学歴で理数系学部出身って。ひよりは思い、脳のう裡りにヘルメットの下のぼさぼさ頭とつぶらな目が浮かぶ。つい暖炉の脇に座った迫田に目をやってしまい、また睨にらまれるかと思いきや、迫田は胸の前で腕を組み、難しい顔で考え込んでいた。




　午後五時過ぎにメゾン・ド・ポリスを辞した。ひよりの運転で車を出してすぐに、梅崎のスマホが鳴った。通話はすぐに終わり、梅崎は黙り込んだ。

「今の電話、送別会のお誘いですか？」

　ハンドルを握りながら、ひよりは訊たずねた。漏れ聞こえてくる相手の声と、梅崎の対応でなんとなくわかった。梅崎は無言。いつものように助手席のドアに身を寄せて座り、窓枠に肘ひじを載せて頰ほお杖づえを突いている。既に三月も中旬で、梅崎の定年退職する日は近づいて来ていた。

「捜査を理由に逃げる、って手もありますね。でも警備課の人も、なにもやらないって訳にはいきませんよ。署で、他の課の人たちも見ているなか『サプラ～イズ』とかやられるよりは、普通に送別会に出た方がいいんじゃないですか」

　気を遣ったつもりが逆効果だったらしく、梅崎は不機嫌そうに話を変えた。

「迫田さんの家族問題に、口を出すな。保仁さんは、捜査対象者マルタイの一人だぞ」

　電話をしながらも、さっきの言い合いをしっかり聞いていたようだ。薄暗くなった街を眺めて、ひよりは言った。

「わかってますけど、黙っていられなくて。私も父親とはいろいろあったもので」

「なんでもかんでも経験に重ねて、自分の物差しで測る。女だな」

「お言葉ですけど、経験に重ねないで物事をどう判断するんですか？」

「お前のは、『判断』じゃない。流されてるだけだ」

「『お前』でも『女』でもなく、牧野です」

　ぴしゃりと反論してやった。いつもはここで梅崎がむすっとして黙るのだが、よほど虫の居所が悪かったのか、さらに言い返してきた。

「そうやって絶対に自分が正しいという思い込みと、根拠のない万能感に満ちたヤツが現場の空気に混乱を来し、誰かが命を落とすんだ。女は現場に来るな」

「それこそ思い込みでしょう。そもそも、『女』『女』ってなんなんですか。梅崎さんこそ、どういう物差しで人を判断してるの？　根拠は？　過去になにかあったんですか？」

　途中ついタメ口になり、フロントガラスの向こうと隣を交互に見ながら、捲まくし立ててしまう。窓枠から肘を下ろしてこちらを向き、梅崎は強い口調で返した。

「根拠はある」

「どんな？」

「お前には、教えない」

「なにそれ！」

　思わず声を上げてしまったところで、柳町北署に着いた。駐車場に停車すると、梅崎は乱暴にシートベルトを外してドアを開けて車を降り、裏口から署に入って行った。背中を見たり、足音を聞いたりしたくないので少し間を空け、ひよりも車を降りて署に入った。階段で二階に上がって廊下を歩いていると、休憩スペースに原田がいた。

「うわ、おっかねえ顔。ちょい前に梅崎さんも、同じような顔で歩いて行ったぞ。ひょっとして、ケンカか？」

　缶コーヒーを片手に、廊下の奥を指した。警備課も、同じフロアにある。

「ひょっとしなくても、そうです」

　怒りに任せて返し、ひよりは休憩スペースに入った。中央のベンチソファに放り出すようにバッグを置き、財布を出して壁際の自販機に歩み寄った。投入口に小銭を入れて、ホットミルクティーのボタンを拳こぶしでどん、と押す。その様子を、原田が引き気味に眺めている。

「まあ、いつかはやるだろうなとは思ってたけど」

「年寄りだと思って、あれもこれも我慢して来たのに。もう限界。メゾン・ド・ポリスのおじさんたちの相手だけで精一杯なのに、やってられませんよ」

「『年寄り』じゃなく、『先輩』な。さすがの『オヤジ転がし』も参ったか」

「冗談を言ってる場合じゃありません。杉岡さんとか、他の女性署員にも声をかけてセクハラ、モラハラその他で糾弾してやる」

「興奮するなって。取りあえず、それ飲め。奢おごってやるから」

　眉まゆを寄せて告げ、原田はスラックスのポケットを探って小銭を出し、ひよりに渡した。いつものヘアスタイリング剤と柔軟剤の匂いが押し寄せて来たが、怒りで気にならない。それでも少し落ち着こうと、ひよりは缶のプルタブを開けてホットミルクティーをごくりと飲んだ。時折スーツや制服姿の署員が廊下を通って行くが、休憩スペースに入って来る人はいない。

「あの人、女性によっぽどひどいふられ方をしたんでしょうか。さもなきゃ、藤堂さんが言うように、母親かきょうだいが原因？　よく警察官になれましたね」

「『あの人』はやめろ……昔は、あんなじゃなかったんだよ」

「そうなんですか？」

　訊きき返すと原田は「しまった」という顔をして、目をそらした。話の先を求めて、ひよりは原田の顎あごのがっちりした顔を見つめた。根負けして、原田は「仕方がねえなあ」とぼやいて廊下に目をやった。人影がないのを確認し、ひよりを休憩スペースの奥に連れて行く。缶コーヒーを片手に、声を潜めて話しだした。

「俺に聞いたって言うなよ？　前に梅崎さんと他の署で一緒だった、って人が教えてくれたんだけど」

「はい」

「梅崎さんがまだ二十代で、多た摩ま市の署の警備課にいた頃、後輩に小こ橋ばしさんっていう女性の捜査員がいたんだって。すごくやる気のある人で梅崎さんも評価してて、コンビを組んで動いていたらしい。でもある夏、デカい台風が来て管内で土砂崩れが起きて、民家が押しつぶされた。梅崎さんと小橋さんは真っ先に現場に駆けつけて、家の中に小さな女の子が取り残されていると知った。家には材木と材木の間にわずかな隙間があったんだけど、女の子は怖がって中から出て来ない。梅崎さんは、『救急の到着を待とう』と判断した。でも小橋さんは、『小柄な自分なら隙間から中に入れるし、女の子を怖がらせずに助け出せる』と言い張り、家に入った。だがその直後に二度目の土砂崩れが起き、女の子も小橋さんも亡くなってしまった。それ以来、梅崎さんは女性警察官を認めなくなったそうだ」

　小声で一気に語り、原田はコーヒーを飲んだ。両手でホットミルクティーの缶を持ち、ひよりはコメントした。

「それは……不幸で残念な出来事だったと思いますけど。梅崎さんが変わったのは、『女性を現場に出して不幸を繰り返したくない』という後悔？　それとも『無茶なことをして命を落とした』って怒り？　どっちにしろ、それで女性警察官を認めないっていうのは、違うような。もし救急を待っていたとしても、女の子は助からなかったでしょうし」

「そういう理屈では割り切れない、複雑な想いがあるんだろ」

「だからって、『じゃあ仕方がないですね』とは思えませんよ。むしろ、言いたいことが増えました」

「そう言うなって。どのみち、二週間ちょいでいなくなるんだぜ？　温かく、は無理でも生ぬる～く見守ってやれよ。偽爆弾事件の捜査って、難航してるんだっけ？　俺も手伝ってやるよ。今、刑事課はヒマだから」

　後半は明るい顔と声になって告げ、空になった缶をゴミ箱に捨てた。ひよりが言葉を返そうとした時、原田のスマホが鳴った。

「もしもし、美玲ちゃん？……え、ウソ。もうそんな時間？　ごめ～ん。すぐに行くから……マジマジ。もう、パトカーでサイレン鳴らして行っちゃう。なんてな」

　甘ったれた声で話し、最後にいひひ、と笑う。そしてひよりに、

「じゃ、そういうことで。よろしくどうぞ」

　と告げて休憩スペースを出て行った。

「『よろしくどうぞ』って、オヤジ臭く、はないけどキモい」

　一人残されたひよりは釈然としない気持ちで呟つぶやき、缶が少し冷たくなってきたホットミルクティーを口に運んだ。
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　二時間待って、診察五分か。だから病院は嫌いなんだよ。うんざりして、大おお野の英ひで生おは診察室を後にした。しかも医者は「お酒を控えて、栄養のバランスが取れた食事を」と、当たり前のことしか言わない。

　それができれば苦労しないよ。まあ、大きな病気じゃなかっただけマシか。心の中で呟いてワイシャツの上から出っ張った腹をさすり、英生は廊下を進んだ。前方に会計カウンターが見えるが、向かい側に置かれたビニールソファには、患者がぎっしり。ここでも相当待たされそうだ。このあと処しよ方ほう箋せんを受け取って、近くの調剤薬局で整腸剤をもらわなくてはならず、そこも間違いなく混んでいるだろう。「すぐ戻る」と言って仕事を抜けて来たが、午後五時の終業時間までに会社に戻れないかもしれない。

　沈んだ気持ちを少しでもすっきりさせようと、英生は傍らのドアを押してトイレに入った。壁には青いタイルが貼られ、ドアの脇に洗面台、奥に小便器が並び、向かいに個室が二つというつくりだ。掃除は行き届いているが、建物が古いので暗くて寒々とした印象だ。小便器の一つに歩み寄ろうとした時、

「うわっ！」

　と男性の声がした。足をばたつかせるような音も続く。手前の個室から聞こえてきたようだ。他に誰もいないと思ったので一瞬ぎょっとしてから、英生は個室のドアに近づいて声をかけた。

「どうかしましたか？」

「た、助けて」

　うろたえ、怯おびえたような口調で室内の男性が答えた。

「具合が悪いんですか？　看護師さんを呼んで来ます」

「待って。違う。爆弾」

「えっ？」

　思わず訊き返すと、男性は震える声で答えた。

「爆弾が仕掛けられてる」
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　一報を受けた時、ひよりはメゾン・ド・ポリスで捜査会議をしていた。すぐに梅崎と署の車に乗り、おじさんたちもワゴン車に乗って出発した。

　現場は、港みなと区の白しろ金かねにある白金セントラル病院という総合病院だった。手前の路肩に車を停め、歩道を進んだ。

「犯行再開か。いずれこうなると思ってた」

　ひよりの後ろを歩く惣一郎が言った。黒いボタンダウンシャツに濃い茶色のチノパンという格好で、杖つえを突き隣を進む伊達を、気遣うように見ている。

「もう爆発物処理班が来てるんだ。普通は不審物がなにか、特定されてからだよね」

　伊達の隣で、白衣を着た藤堂も言う。路肩には、運転席の部分が強堅な盾で護まもられたクレーンや、防爆仕様の青いワゴン車が停まり、前面が大きなシールドで覆われたヘルメットをかぶって、上半身にプロテクター、両手に分厚い手袋を装着した爆発物処理班の班員が出入りしている。爆発物に含まれた火薬の臭いを嗅かぎ当てる警備犬を連れた班員、大きな盾を持っている班員もいた。

「これだけ騒がれちゃ、捜査本部もホンテンに出動要請せざるを得ないだろ」

　惣一郎たちの後ろから、迫田の声がした。濃紺のジャージ姿で、頭上を見ている気配があった。日没間近の空には、ローターの回転音を響かせながらヘリコプターが旋回している。歩道の先には、テレビカメラや一眼レフカメラを持ったマスコミの姿も確認できた。

　病院の出入口の前には黄色地に黒で、「立入禁止　KEEP OUT」と書かれたテープが渡され、数人の制服姿の警察官が立っていた。向かい側には、大勢の野次馬とマスコミがいる。時刻は、午後六時前だ。

　警察官に警察手帳を見せ、ひよりと梅崎、一緒におじさんたちもテープをくぐって病院の中に入った。既に避難させた後らしく患者や職員の姿はなく、慌ただしく行き来しているのは捜査本部の捜査員と、爆発物処理班の班員だ。ここに来る車中、梅崎がスマホで調べたのだが、幸いこちらの外来病棟に入っているのは外来の診察室と検査施設、医局と事務の部署だけで、入院患者は全員渡り廊下でつながった隣の入院病棟にいた。外来病棟は六階建て、入院病棟は四階建てだ。

　入って正面がホールで、左に受付と会計のカウンターがあり、右に外来の診察室が並んでいる。その二カ所をつなぐ廊下にある男性用のトイレに、不審物は置かれていた。トイレの五メートルほど手前の廊下の隅に折りたたみ式の机が置かれ、ノートパソコンと黒く大きな金属製の箱が、蓋ふたを開けた状態で載っていて、周りに捜査員と班員が集まっている。金属製の箱はＸ線検査用の機材で、蓋の内側に液晶ディスプレイが取りつけられており、現場で透視した画像を無線で飛ばし、リアルタイムで確認できる。梅崎が捜査員たちに挨あい拶さつし、状況を聞いている。

「ここが前線基地か」

　緊張した面持で、迫田が机上のノートパソコンと箱に目をやった。ノートパソコンの液晶ディスプレイには、男性用トイレの個室の内部と思おぼしき画像が映し出されている。個室の壁の上部にカメラを取りつけ、状況をモニタリングしているのだ。

「みなさんは、ここで待機して下さい」

　ジャケットのポケットから手帳とペンを出しながら、梅崎がおじさんたちに告げた。たちまち、迫田と藤堂が騒ぐ。

「それじゃ、来た意味がねえだろ」

「この手の現場でこそ、僕らの経験と知恵が活いきると思うよ」

「必要があれば、お呼びします」

　梅崎はその場を離れた。続こうとしたひよりにも、振り返って告げる。

「お前も来るな」

「えっ、なんで!?　私は現役の捜査員ですよ」

「そういう問題じゃない」

「じゃあ、どういう……女だからですか？」

　ひよりが食い下がると、梅崎は黙った。昨日の記憶が蘇よみがえる。

　昨日は官舎のアパートに帰ってからも、車内でのやり取りと原田に聞いた話を思い出し、あれこれ考えてしまった。「やっぱり『じゃあ仕方がない』とはならない。また言い合いになってもいいから、ちゃんと話そう」と思い至り、今朝梅崎に会ってから話を切り出すタイミングを計っているうちに夕方になり、事件が起きた。

「お気持ちはわかりますが、後進の育成も大切ですよ。ここは一つ、私に免じて」

　惣一郎にもらったティッシュで洟はなをかみながら、伊達が言った。「お気持ちはわかりますが」は意味深なニュアンス。伊達も、小橋さんの話を知っているのか。

「元副総監が、そうおっしゃるのなら……俺の決定と指示は、絶対だぞ。例外はない。いいな？」

　伊達に渋々返した後、きつい口調でひよりに念押しし、梅崎は男性用トイレに向かった。

「はいはい。わかりました」

　小声で返して続こうとしたひよりの肩を、藤堂が叩たたく。

「ひよこちゃん。スマホに、ビデオ通話のアプリを入れてるよね？」

「入れてますけど」

「じゃあ、中の様子を中継してよ。アドバイスできることがあれば、するから」

「無理ですよ。梅崎さんが怒るし」

「大丈夫。僕が説得するから」

「伊達さんもいるし。ですよね？」

　迫田に振られ、洟をかみ終えたティッシュを惣一郎に渡していた伊達がにっこり笑った。

「『亀の甲より年の功』。いいことわざです」

　仕方なく、ひよりはスマホを出してビデオ通話のアプリを立ち上げた。藤堂と通話をつなげて、カメラのレンズを前方に向けて両手でスマホを構えた。ひよりの画面には、藤堂の顔が映っている。藤堂の画面には、ひよりがレンズを向けたものが映っているはずだ。

「音声は、スピーカーにしてね。みんなでモニタリングするから」

　画面の中の藤堂に言われながらその場を離れ、廊下を進んだ。ずり落ちたバッグの持ち手を肩に掛け直し、開け放たれたドアから男性用トイレに入った。

　洗面所の前のスペースに捜査員が三人いて、奥の個室を伺っていた。うち一人は柳町北署の警備課の浅あさ野のだったので、体の前でスマホを構えたまま会釈をした。

「お疲れ様です。どうなってますか？　前の四件とは、状況が違うとか」

「ああ。不審物は便器後方の床に置かれ、コードが便座に接続されてる。人が便座に座り、立ち上がると起爆する仕組みかもしれない」

　浅野が答えた。ひよりの一期先輩で、黒いプラスチックフレームのメガネをかけている。

「発見者の男性は？」

「真ま鍋なべ力ちからさん。二十三歳のフリーターで、ここの整形外科を受診しに来たそうだ。不審物を発見した時に別の四十代の男性もいて、その人が看護師に連絡。警備員が不審物を確認して、警察に通報した」

「了解です」

　ひよりは奥に進んだ。個室のスライド式のドアは開けられていて、その前に梅崎と背の高い捜査員、ヘルメットとプロテクター、手袋を装着した班員がいた。傍らの壁には、盾も立てかけられている。

「失礼します」

　声をかけ、ひよりは三人の体の隙間から個室の中を覗のぞいた。

　中央に据え付けられたシャワートイレの便器に、真鍋さんが座っていた。梳すいた毛先をヘアワックスで遊ばせた茶髪で、ほっそりした体を裾すそがアシンメトリーになっている白いセーターとジーンズ、底の厚い編み上げの黒いショートブーツで包んでいる。両手の指の何本かにはモノクロの幾何学模様のネイルアートが施されていて、モード系というのか、こだわりの強そうなスタイリングで、目鼻立ちも整っているが、顔面蒼そう白はく。くっきりした二重の目には、恐怖の色が浮かんでいた。ジーンズとパンツを臑すねの部分に下ろしているので、下腹部と脚にバスタオルをかけている。傍らの床にはもう一人、ヘルメットとプロテクター姿の班員がいて、うずくまって手袋をはめた手を便器の後ろに伸ばして、なにかの作業中だ。

「おい。見えねえぞ。ちゃんと映せ」

　野太い声がして、画面の藤堂の脇に迫田のごつい顔が映った。驚いて、真鍋さんがこちらを見る。

「大丈夫です……大きな声を出さないで下さい」

　前半は真鍋さん、後半は迫田に告げ、ひよりはスマホを前に突き出して個室の中を撮影した。

「不審物の写真は、あるかな？」

　藤堂が訊たずねた。ひよりは身を引いて、隣の梅崎を見た。怖い顔でなにか言いかけた梅崎だったが、スマホの画面の端に伊達が映っているのに気づいたのか、嫌々背の高い捜査員に目配せをした。背の高い捜査員は自分のスマホを出して操作し、こちらに見せてくれた。画面にレンズを向けつつ、ひよりも写真を確認する。

　青いタイル貼りの壁と便器の間の床に、黒い粘着テープで束ねた紙の筒があった。恐らく、前の四つの事件と同じもの。偽爆弾の写真は公表していないので、仕掛けた犯人も前の四件と同じだろう。しかし筒の上にセットされているのはキッチンタイマーではなく、十センチ四方ぐらいの四角い基板。複数の電子部品が取りつけられていて、赤と青、白のコードが延びている。赤と青のコードは便座、白は紙の筒の先端につながっているようだ。

「Pressure-release.圧力解除式の爆弾だね。信管にかかった圧力が解除されると、起爆する。つまり、真鍋さんが立ち上がるとドカーン」

　言いながら、藤堂が結んだ手を顔の脇でぱっ、と開いて見せる。その言葉を聞き、真鍋さんは、悲鳴のような声を上げて頭を抱えた。

「動かないで下さい」

　床の班員が、顔を上げて鋭く言う。慌てて、ひよりは藤堂に告げた。

「物騒なことを言わないで下さい……真鍋さん。心配ありませんよ」

「失敬失敬。あくまでも爆弾が本物だった場合は、だから。金属反応はあったのかな？」

「基板と紙筒、両方にあったそうです。あとは、警備犬が筒の中の火薬臭に反応しました」

　梅崎の答えを聞き、藤堂が真顔になった。

「前の四件とは違うね。犯人は、宗旨替えをしたのかな」

「真鍋さん。よく爆弾の仕組みに気づきましたね」

　訊ねたのは、惣一郎だ。藤堂の肩越しに、こちらを見ている。名前を呼ばれ、真鍋さんは潤んで充血した目をひよりのスマホに向けた。

「映画で見たんです。刑事ものの洋画で」

　たちまち、藤堂が身を乗り出した。

「『リーサル・ウェポン２／炎の約束』ですね。確かに、似た爆弾が出てきます。面白い映画でしたよねえ。僕も最初の妻と、は置いておいて、お若いのに珍しい。一九八九年公開の映画ですよ」

「昔の古い映画を見るのに、一時はまって」

「なるほど」

　にこやかに相づちを打ちながらも、目は少し動揺している。「昔」と「古い」が、自分を指して言われているように感じたのかもしれない。

　まあ実際、その通りだし。ひよりはつい突っ込んでしまい、同時に「映画の話をしてる場合？」と浮かぶ。しかし真鍋さんは少し落ち着いた様子で、浅野が持って来たペットボトルの水を飲んだ。

「よう」

　聞き慣れた声に視線を落とすと、画面の端から原田が顔を突き出していた。気づいた梅崎にも、

「どうも。加勢に来ました」

　と会釈をする。梅崎は「おう」と返し、ひよりはスマホを下ろして廊下に出た。前線基地から、スーツ姿の原田が近づいて来る。

「どうしたんですか？」

「『手伝ってやる』って言っただろ……どうだ？」

　問い返しながら、原田は顎あごで男性用トイレを指した。

「わざわざ、ありがとうございます。いま、爆発物処理班が作業中です」

「病院を狙うとか、えげつないことするな。第一発見者は大丈夫か？　顔が真っ青だぞ。美玲ちゃんと、同い年ぐらいかな」

「もっと若いです。原田さん、今日は一段とヘアワックスと柔軟剤の匂いが……わかった。これからデートでしょう？」

「あ、バレた？　実は、この近くで食事するんだよね」

　場もわきまえずに顔をにやけさせ、体もぐねぐねと動かす。

「わざわざ」じゃなく、「ついで」か。感謝して損した。まったく。私はつくづく先輩に恵まれないな。呆あきれてひよりがため息をついていると、三人目の班員が近づいて来た。手にビデオカメラに似たＸ線発生装置と、イメージャーという小型のパネルを持っている。班員がトイレに入ったので、ひよりも原田に「じゃあ」と告げてスマホを構え直した。トイレに入り、個室の前に戻る。中の真鍋さんは、また硬い顔になっていた。スマホの画面には、前線基地で顔を寄せ合うおじさんたちが映し出されている。

　床にうずくまっていた班員が個室を出て、代わりに三人目の班員が入った。床に身をかがめ、手を伸ばす。よく見えないが、爆弾の手前にＸ線発生装置、奥にイメージャーをセットしているのだろう。発生装置のスイッチを入れるとＸ線が検査対象物に照射され、イメージャーが可視光線に変換、前線基地のディスプレイで透視画像を確認する、という仕組みだ。

　三人目の班員が個室を出て、少し離れた場所に移動した。梅崎やひよりたちも倣う。しばらく間があって、班員が小声で何か言った。無線で前線基地の班員とやり取りしているのだろう。場がしんと静まり、緊張した空気が流れた。と、班員がこちらを見た。

「紙筒の中は、空です！」

　ほっ、とみんなが一斉に息を漏らし、場の緊張がゆるむ。まず班員三人が持って来たものを回収してトイレを出て、梅崎と背の高い捜査員、ひよりも個室の前に戻った。

「どうしたんですか？」

　状況がわからず、真鍋さんがおろおろとこちらを見る。手帳をしまい、梅崎が答えた。

「紙の筒の中には、爆薬は入っていない。爆弾ではない、ということです」

「マジですか？」

「マジです」

　梅崎がきっぱり返すと、真鍋さんは「よかったー！」と天井を仰いだ。梅崎と背の高い捜査員が、個室に入った。

「もう大丈夫です。よくがんばりましたね」

「立てますか？」

　声をかけながら手を貸す。梅崎の手につかまり、真鍋さんは恐る恐る便座から腰を浮かせた。なにも起こらず、真鍋さんはまた「よかった」と言って笑顔になった。

　真鍋さんがパンツとジーンズを上げようとしたので、ひよりはスマホを下ろし、トイレを出た。廊下には、まだ原田がいた。

「結局偽物か。でも、警備犬は反応したんだよな」

「紙筒の中に微量の火薬を入れて、臭いだけつけたとか？」

「なんのために？」

「人を集めて、騒ぎを大きくするため。でも、テロリストがそんなことするかなあ。やっぱり、イタズラっぽいんですよね」

　二人で首を傾げていると、梅崎と背の高い捜査員に付き添われた真鍋さんがトイレから出て来た。座りっぱなしだったせいで少しふらついているが、顔色はずっとよくなっている。

「そうだ、僕のリュックサック。さっき警察の人が持って行ったんです」

　思い出した様子で言い、真鍋さんが周囲を見る。原田は返した。

「邪魔になるから、外に出したんだと思いますよ。後でちゃんとお返しします」

「わかりました」

　頷うなずいて、真鍋さんは梅崎たちと歩いて行った。

「リュックサックって、あれ？　真鍋さん、気づかなかったのかな」

　原田が言い、廊下の奥を指した。隅に淡いピンクのベンチソファがあり、迷彩柄のリュックサックが載っていた。迷わず、原田は廊下の奥に向かった。ひよりもスマホを切って、前線基地に歩きだした。

「ひよこちゃん。お疲れ様」

　前方で、藤堂が手を振っている。他のおじさんたちも、こちらを見ていた。現場で「ひよこちゃん」はやめて下さい。そう返そうとした瞬間、背後で重たく凄すさまじい音がして地響きが伝わってきた。きん、と耳鳴りがして、視界も歪ゆがむ。反射的に振り向くと、廊下の奥に薄く煙が立ちこめていた。床には、座面のクッションの一部が裂けたベンチソファと、その横に仰向けで倒れた原田。傍らには、持ち手の部分から下がなくなったリュックサックも転がっていた。

「原田！」

　真っ先に、梅崎が駆けだした。ひよりの脇を抜けて廊下の奥に向かう。

「原田さん！」

　ひよりも身を翻して走った。後ろの前線基地で複数の人が立ち上がり、鋭い声を上げたのがわかった。

　床に散らばった金属やプラスチックの破片を踏み、原田に駆け寄った。周囲には、火薬の臭いが立ちこめている。

　梅崎に続いて床に座り、原田の顔を覗のぞいた。顎に大きな傷があり、閉じた目の上や額に金属やプラスチックの破片が刺さっている。そこからどくどくと、血が流れだす。身につけたスーツもところどころ破れたり、破片が刺さったりしていた。

「おい。しっかりしろ！」

　梅崎の呼びかけに、原田は薄く目を開いた。なにか言いたげに右肩を動かすが、腕は動かない。見ると、原田の右手は血まみれだった。焦りと不安、恐怖がひよりの胸を突き上げ、鳥肌も立った。

「原田さん！」

　原田の肩をつかもうとして、後ろから藤堂に止められた。

「動かしちゃダメだ！　誰か、ドクターを。大至急！」

　原田の目が動いて、ひよりを見た。上唇の端が切れた口を少しだけ開き、なにか言うが、小さくかすれていて聞き取れない。

「なんですか!?」

　覆い被かぶさるようにして、ひよりは原田の口に耳を近づけた。

「やられた」

　原田は言った。

「大丈夫です。すぐに医師が」

　言いかけたひよりを、首をかすかに横に振って止め、こう続けた。

「美玲ちゃんに……待ち合わせに、ちょっと遅れるって」

　しかし、その先は続かない。どこか痛むのか、うめき声を上げて顔を歪めた。胸が締めつけられたが、ひよりは頷くしかない。

「わかりました。伝えます。必ず伝えますから！」

「原田。もう喋しやべるな」

　梅崎がひよりとは反対側の原田の耳に語りかけた時、バタバタと足音がして医師らしき白衣の男性と、数人の看護師が駆け寄って来た。立ち上がり、ひよりと梅崎は場所を空けた。

　どうして？　爆弾は偽物じゃなかったの？　あのリュックサックに、本物が仕掛けられてたってこと？　頭に次々と疑問が湧くのを感じながら、医師と看護師が原田に処置をするのを眺めた。心臓がばくばくして、呼吸が浅くなる。

　唐突に、ほんのちょっと前、男性用のトイレを出る時に交わした会話を思い出した。ひよりは首を回し、廊下の前方を見た。

　大勢の捜査員と班員が口々になにか言い、走ったりスマホで話したりしている。その向こうにがらんとした前線基地があり、脇に男性が一人立ってこちらを見ていた。茶髪に白いセーター、ジーンズと編み上げブーツ。真鍋さんだ。手にはスマホを持っている。「僕のリュックサック」。さっき真鍋さんは、そう言った。

　はっとして、ひよりは前方に向き直った。

「真鍋！」

　捜査員と班員の中で、声が上がった。前に向かって走りだしたのは、惣一郎だ。スマホをジーンズのヒップポケットに突っ込み、真鍋も身を翻して走りだした。

「夏目さん！」

　ひよりは二人の後を追った。後ろで梅崎がなにか言ったが、無視した。捜査員と班員の間を抜けて前線基地の脇まで来た時、惣一郎が前方のホールに向かって叫んだ。

「その男が犯人です！」

　ホールにいた捜査員が反応して、出入口への道を塞ふさいだのだろう。真鍋は方向転換して、ホールの奥へ走った。さっき来た時にちらりと見たのだが、奥にはエレベーターホールと階段があった。

　真鍋と惣一郎から少し遅れて、ひよりはホールに着いた。奥に顔を向けると、階段を駆け上がって行く二つの足音が聞こえた。迷わず、ひよりも階段を上る。一階から二階、三階、四階と上って行くと、惣一郎に追い付いた。脚が上手うまく動かなくなってきたらしく、息も少し上がっている。

「先に行きます！」

　肩にかけたバッグの持ち手をしっかりつかみ、ひよりは惣一郎を追い抜いた。

「すぐに追い付く！」

　対抗するように、惣一郎が返す。しかし、ピッチは上がらない。これだから、おじさんは。つい呆あきれながらも脚は止めず、ひよりは階段を上った。真鍋の足音も、聞こえ続けている。各フロアの部屋は、職員が避難する時に施錠しているはずなので、逃げ込む場所はない。入院病棟との間の渡り廊下にも、捜査員が向かっているだろう。

　六階まで上がり、廊下に出た。エレベーターホールの脇に自販機とテレビ、椅子が置かれているだけで部屋はなく、向かい側の壁はガラス張り。外は広い屋上だ。患者や見舞客のためのスペースになっているらしく、花壇が設しつらえられ、ベンチも置かれていた。

　壁の端にはドアがあり、開けっぱなしになっていた。駆け寄って、ひよりは屋上に出た。

　日が暮れた屋上を、ガラスの壁の上に取りつけられたライトと、周りのビルの明かりが照らしている。コンクリートの床を進み、視線を巡らせた。と、前方に真鍋の背中が見えた。突き当たりの金網フェンスをよじ登っている。

「真鍋。降りなさい！」

　呼びかけながら、金網フェンスに走った。しかし真鍋は動きを止めない。金網フェンスの上端は内側に傾いているが、構わずよじ登って縁の部分に腰かけ、こちらを向いた。

「爆発物取締罰則及び、火薬類取締法違反で逮捕します！」

　フェンスの手前で立ち止まって見上げたが、真鍋はノーリアクション。両手をジーンズのポケットに入れ、足をぶらつかせながらひよりを見下ろしている。さっきとは別人のような、落ち着いた表情。充血して潤んでいた目も、澄んでいた。

「偽爆弾は、あなたが仕掛けたのね？　リュックサックの爆弾を爆発させたのもそう。他の四件も、あなたの仕業？」

　しかし、真鍋は無言。ひよりの声が耳に届いていないかのようだ。

「真鍋。お前らの神は、誰だ？」

　気がつくと、後ろに惣一郎がいた。額に汗をかいて呼吸も荒いが、真鍋に向けた眼まな差ざしはまっすぐで冷静だ。すっ、と真鍋の視線が動いて惣一郎を見返した。

「神なんか、いない」

「じゃあ、なにを信じてる？　自分を貫いて、思考や行動の源になってるものがあるはずだ。それを思い知らせて、俺たちを変えるために、お前はここに来たんだろう」

「人間は、自分たち以外の生命を物として扱っている。とくに海。すべての生命の始まりの場所にもかかわらず、そこで暮らす生き物を一時の娯楽のために乱獲、監禁している。人間に、彼らの自由と命を奪う権利はない。俺たちは彼らを解き放ち、奪った命の代償を支払わせるんだ」

　語るにつれ、口調と眼差しが熱を帯びていく。内容ははっきり理解できないが、真鍋がなにかを妄信し、それに従って爆弾の入ったリュックサックを持ってここに来たことはわかった。イタズラなんかじゃなく、テロだ。ひよりは初めて確信した。

「『彼ら』とは、誰だ？」

　また、惣一郎が問いかけた。すると真鍋は小さく笑い、

「いずれわかる」

　と答えた。

「おい！」

「真鍋！」

　声が響き、梅崎と捜査員たちが屋上に駆け出して来た。迫田と藤堂もいる。反射的に振り返ったひよりの耳に、惣一郎の声が響いた。

「やめろ！」

　慌てて、ひよりは視線を前に戻した。変わらず、真鍋は金網フェンスの縁に腰かけている。しかしジーンズのポケットから両手を出し、右手にはナイフを握っていた。折りたたみ式のもので、刃渡り五センチほどあるだろうか。

「ナイフを捨てなさい！」

　ひよりも言い、とっさに片手を伸ばした。だが真鍋は目を閉じて息を深く吸い、右手のナイフを左胸に突き立てた。

「やめて！」

「引きずり下ろせ！」

　ひよりに続いて梅崎が叫び、他の捜査員とともに金網フェンスに飛びついた。その間にも真鍋は、二回、三回と迷うことなく左胸にナイフを突き立てる。苦痛で顔が歪ゆがみ、絞り出すような声も漏らしているが、動きは止めない。セーターの胸に、みるみる血が滲にじんでいく。

　捜査員の一人が金網フェンスをよじ登り、真鍋に手を伸ばそうとした。次の瞬間、真鍋は勢いよく後ろ向きに体を倒した。ふわりと、胸にナイフを突き立てたまま、真鍋の体が宙に浮いた。そしてそのまま、闇の中に落ちていった。
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　エレベーターホールには、ただならぬ空気が漂っていた。窓の前に三人、捜査本部の捜査員が立ち、壁際には柳町北署刑事課の刑事が二人いる。どちらもスーツ姿。厳しい顔で、小声で会話していた。通りかかったパジャマ姿の中年女性の入院患者が、それを怪け訝げんそうに眺めて行く。

「おはようございます」

　エレベーターを降り、梅崎は捜査員に、ひよりは刑事に会釈をした。刑事は課長の新木と、係長の松まつ島しまだ。状況を聞きたかったが、二人ともそんな雰囲気ではなかったので、ひよりは梅崎と廊下を進んだ。朝の回診を終えた医師たちとすれ違う。時刻は、午前八時過ぎだ。

　廊下の奥にある原田の病室の脇には、警備の警察官が立っていた。身内が被害に遭うと、こうなるんだ。ここにも流れるただならぬ空気に、ひよりは思った。

　梅崎がノックしようとした時、病室のスライドドアが開いた。顔を出したのは、二十代半ばぐらいの女性。軽くカラーリングしたセミロングの髪で、襟元にレースをあしらったグレーのセーターと、淡いピンクのフレアスカートという格好だ。

「おはようございます。柳町北署の者です。原田さんは？」

　ひよりが問うと、女性はバッグを肩にかけて会釈をした。

「どうも。今はちょっと。面会はダメみたいです」

「容体が変わったんですか？」

　表情を硬くして、梅崎が女性を見る。ふるふると、髪を揺らしながら女性は首を横に振った。

「やっと寝たところなので。起きてると興奮してずっと喋しやべってるから、お医者さんに睡眠薬を飲まされちゃったんです」

　後半は口元を緩めて、女性が説明する。梅崎は安あん堵どしたように、

「ああ」

　と頷うなずき、ひよりもほっと息をした。

　昨日はあのあと真鍋は他の捜査員に任せ、ひよりと梅崎は原田の下に戻った。すると処置をしていた医師から、「緊急性が高いので、救急車で近くの大学病院に搬送した」と聞かされ、すぐに二人で大学病院に向かった。病院に着き、先に到着していた新木や松島から容体を聞くと、原田は「爆弾の威力が弱かったので、傷は多いが浅く、内臓と脳の損傷もない。右手も、後遺症が残るようなケガではない」ということだった。

「妹さんですか？」

　ひよりは、改めて女性に訊たずねた。昨夜は容体を聞くとすぐに真鍋の現場に戻ってしまったが、松島から「原田の家族が、茨城の実家から病院に駆けつけて来た」と聞いている。

「いいえ」

「じゃあ、親しん戚せきの方？」

「違います。私、野の田だ美玲と言います」

「あなたが、『美玲ちゃん』？」

　驚いたひよりに、美玲ちゃんが頷く。

「はい。牧野さんですよね？　昨夜は、伝言をありがとうございました」

「いえ。直接伝えられなくて、すみません」

　現場に戻らなくてはならず、原田とつき合うきっかけをつくった署員が、「美玲ちゃんを病院に呼ぶ」と言うので、その署員に原田から託された伝言を伝えてもらったのだ。

「いいえ。聞いた時は泣いちゃったけど、テルくんは助かったから」

　笑顔で返した後、美玲ちゃんはちょっと涙ぐむ。その姿に、ひよりは見入った。

　エラの張った顔と、広がった小鼻。がっちりした体型と言い、家族と見間違えるほど、原田に似ている。二人のつき合いは、原田の一ひと目め惚ぼれから始まった、という話を思い出す。

　なるほど。ひよりは心の中で言った。根拠はよくわからないが、すごい説得力を感じる。同時に、使い方は間違っているかもしれないが、「類は友を呼ぶ」という言葉も浮かんだ。原田の名前は照之。「テルくん」が、二人の間の呼び名なのだろう。ついぐるぐる考えてしまっていると、美玲ちゃんが言った。

「牧野さんのお話は聞いています。『頼りになる相棒だ』って。あとそちらは……梅崎さんですか？」

「はい」

「やっぱり。『尊敬する先輩なんだ』って言ってました」

　笑顔で話す美玲ちゃんに、ひよりの胸は締めつけられ、昨夜の原田の姿が蘇よみがえった。梅崎も同じらしく、深く頭を下げて言った。

「こんなことになって、申し訳ありません。我々の責任です」

　ひよりも、片手でバッグの持ち手をつかみ、頭こうべを垂れた。慌てた様子で、美玲ちゃんは体の前で手のひらを横に振った。

「そんな。頭を上げて下さい。テルくんは助かったし、大丈夫です。伝言を聞いた時は、『私のこと、そんなに大切に思ってくれてるんだ』って感激もしたし。有休が溜たまってたから、休んで看病します。テルくんとずっと一緒にいられて、ちょっと『ラッキー』って思っちゃいました」

　最後はまた笑顔になって言い、病室に目をやる。

　少し能天気。でも、優しくていつも人の気持ちを考えてる。見た目だけじゃなく、中身も似た二人なんだな。胸は締めつけられたままだが温かさを感じて、ひよりも泣きそうになる。

「あとこれは、テルくんが酔っ払った時に一度だけ言ったんですけど」

　美玲ちゃんの声のトーンが変わった。ひよりと梅崎は顔を上げる。

「『牧野なら、きっと梅崎さんを変えられる』って言ってました。すごく真剣な顔で。事情を訊きいても『守秘義務』って笑って、なにも教えてくれませんでしたけど」




　美玲ちゃんと別れて、梅崎は捜査員、ひよりは新木たちと少し話して車に乗り、大学病院を出た。

　ひよりは運転席でハンドルを握り、梅崎は窓に身を寄せて助手席に座り、肘ひじを窓枠に載せて頰ほお杖づえを突いている。いつも会話は少ないが、今日は完全に無言。二人で窓の外の街を見ていた。

　ひよりは、頭の中で美玲ちゃんの言葉を繰り返し再生していた。一緒に、一昨日原田が柳町北署の休憩スペースで話してくれたことも思い出す。

　渋滞で車が停まった。ごく自然に、ひよりは隣を見てこう言っていた。

「原田さんから、亡くなった小橋さんの話を聞きました」

「そうか」

　梅崎は返した。声は落ち着いていて、表情も動かさず外を見ている。ひよりが「はい」と頷くと、梅崎はさらに言った。

「その話。今はしたくない」

「わかってます。女の世界のつき合いで、空気を読むことは鍛えられてますから」

　ひよりの言葉に、梅崎はふっ、と鼻を鳴らした。小バカにしたのか、笑ったのかはわからなかった。




　メゾン・ド・ポリスの居間には、おじさんたちが顔を揃えていた。暖炉の脇にホワイトボードが置かれ、ソファセットのテーブルには紅茶かコーヒーの入ったステンレス製の大きなポットと、サンドイッチ。長時間の捜査会議の準備は、万端だ。

　まず、ひよりが原田の容体を伝えた。おじさんたちはほっとした様子で、高平が「メゾン・ド・ポリスから、原田さんにお花を贈りましょう。もちろん、病院でもＯＫなプリザーブドフラワーです」と提案して居間を出て行った。

「検死の結果、真鍋力の死因は飛び降りによる頭ず蓋がい骨こつ骨折と全身打撲と断定されました。左胸の刺し創そうは浅く、致命傷ではありません」

　ホワイトボードに貼られていた写真を端に寄せ、新たなものを貼りながら梅崎は説明した。

「昨夜お前らが原田くんに付き添って行ったあと聞き込みをしたが、真鍋は白金セントラル病院を受診していなかったぞ。院内の防犯カメラを見たら午後四時頃病院に来て、トイレに直行していた。真鍋力って名前も、たぶん偽名だな」

　貼られた写真を見て、迫田が言う。真鍋の遺体の、頭部と左胸の傷を撮影したものだ。迫田の隣にはエプロンの胸に銀の盆を抱いた惣一郎もいて、左胸の傷の写真を凝視している。心臓を狙ったのか、真鍋は左胸の一部だけを元の皮膚の状態がわからないほど、めった刺しにしていた。梅崎が頷うなずく。

「ええ。所持品に身元を特定できるものはなく、指紋及び掌紋自動識別システムにも、該当するデータはありませんでした。ただし、トイレの個室内を撮影した映像があるので、真鍋の顔写真をマスコミに公表して情報収集します」

「ついに公開捜査か。あの爆弾には、爆薬ではなく黒色火薬が用いられていたそうだね。威力はＴＮＴやＣ‐４とは比較にならないけど、そのぶん安易に製造できる。材料も、園芸用の肥料で代用できるしね。でもその割に、起爆装置は本格的。爆弾にはスマホが取りつけられていて、着信があると振動装置に電流が流れ、回路が作動してドカン、って仕組み。真鍋が持っていたスマホは？　あれで爆弾のスマホに電話したんでしょ？　大方、偽の身分証で買ったプリペイド式ってところかな」

　鼻をひくつかせて香りを楽しみながらカップのコーヒーを飲み、ソファの藤堂も見解を述べる。また梅崎が頷いた。

「その通りです。最近、黒色火薬の材料になる硝酸カリウムや硫黄、木炭を含んだ肥料を大量購入した人物がいたり、盗まれたりしていないか調べています」

「追い込まれて金網フェンスによじ登ったなら、なぜ左胸を刺したんでしょうか。飛び降りてしまえば、苦しまずに済んだのに」

　ホワイトボードの写真を指し、惣一郎が口を開いた。

「精神的に錯乱してたんじゃねえか。俺らが屋上に着く前に、演説みたいなのをぶってたんだろ？」

　迫田が返したが納得がいかないらしく、惣一郎はさらに言った。

「そもそも、真鍋の犯行手段が不可解です。前の四件のように顔を隠して病院に行き、爆弾を爆発させて逃げればよかったのに、わざわざ偽爆弾を用意して第一発見者になりすました。爆弾と起爆装置のつくりの差も、不自然です」

「それ、私も思いました。爆弾を爆発させた後も突っ立ったままで、『バレてもいい』って感じだったし。現場は下見しているはずだから、バレれば逃げ場はない、ともわかっていましたよね？　まるで、初めから死ぬつもりだったみたい」

　ひよりの脳のう裡りに、真鍋の便座に座っていた時の真っ青な顔と、廊下でスマホを手にこちらを見た目、金網フェンスの上で語った、静かなのに熱を帯びた言葉が蘇る。おじさんたちも同じなようで、みんなで思い思いの方向を見て考え込んだ。

「儀式ではないでしょうか」

　部屋の奥で、穏やかな声がした。目を向けたひよりとおじさんたちを、伊達が見返す。Ｖネックのニットベストを着て、安楽椅子を揺らしている。それを足元のバロンが、黒く澄んだ目で見上げていた。惣一郎の隣に移動し、ひよりは訊き返した。

「儀式？」

「ええ。内容や成果ではなく、行うことに意味があった。梅崎さん、いかがでしょう」

　語りかけられ、梅崎は「はっ」と答えて背筋を伸ばして進み出た。

「おっしゃる通りです。テロリストは時として、儀式を行います。祈ったり、決まった食べ物を食べたり、時には命も捧ささげます。儀式によって、組織に忠誠と服従を誓わせ、『もう後戻りはできない』と認識もさせ、さらに大きな目的を果たすのです。さすがは、元副総監。捜査二課時代は、あまたの詐欺事件や知能犯と相対されたと伺っております」

「『さらに大きな目的』って、なんだ？」

　迫田もこちらに来た。

「真鍋は、『いずれわかる』と言ってました」

　惣一郎が反応し、ひよりも頷いた。カップをソーサーに戻し、藤堂が首を傾げた。

「となると、これまでの五つの事件はなんだったの？　なにかの予告？　じゃなきゃ、実験か予行演習」

「それですよ！」

　ふいに、梅崎が声を上げた。驚いてみんなが振り向き、バロンも耳をぴくりと動かした。

「犯人たちは、偽爆弾で警察の動きをシミュレーションしていたんです。通報を受けてから駆けつけるまでどれぐらい時間がかかり、捜査員や爆発物処理班はどう対応するか」

　藤堂、伊達、惣一郎、迫田と視線を巡らせて興奮気味に語り、最後にひよりを見た。まともに目を見られたのは初めてで、ひよりは思わずはっとしてしまう。隣で、惣一郎が頷いた。

「梅崎さんこそ、さすがです。映画館、大学、公園、デパート、病院。バラバラなようでいて、不特定多数の人が集まるという共通点がある。つまり、テロリストがターゲットにしやすい場所です」

「ちきしょう。俺らを試しやがって。とんでもねえヤツらだな。絶対に許せねえ」

「迫田さん、怒ってる場合じゃないよ。予行演習ってことは、本番がある。犯人たちは、これまでに得たノウハウを駆使して、大規模にして緻ち密みつ、加えて残虐な爆弾テロを起こすつもりかもしれない」

「ヤバいじゃねえか。本番はいつだ？　場所は？」

「そうですよ。早く突き止めないと」

　ひよりは焦りを覚え、場に切羽詰まった空気が流れた。惣一郎と伊達が考え込み、梅崎は、

「捜査本部に報告します」

　と告げてスマホを手に部屋の隅に移動した。

「いつ、どこでなのかはわからないけど、真鍋の言動から見ても、残された時間はわずかだと思う。そして僕たちは在職、退職に関係なく、警察官の名にかけて必ずそれを阻止しなくてはならない」

　怒りと強い決意の感じられる声で告げ、藤堂は立ち上がって白衣の裾すそを翻した。藤堂、ひより、迫田、惣一郎、伊達が視線を交え、強く頷いた。梅崎もスマホで話しながらこちらを見て、首を大きく縦に振る。天井を仰ぎ、バロンがわん、と吠ほえた。
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　梅崎はノックして、ドアを開けた。

「失礼します」

　抑えめの声で言い、手帳とペンを出しながら室内に進む。ひよりとおじさんたちも続いた。片側の壁に向かって並んだ椅子に座っていた、三人の男性がこちらに目礼する。三人とも捜査本部の捜査員で、ひよりも昨日の事件の現場で会った。壁には横長の鏡が貼られていて、隣の取調室が見える。マジックミラーだ。梅崎は三人の横に立ち、ひよりと迫田、藤堂は後ろに立った。惣一郎は奥に置かれていた折りたたみ式の椅子を持って来て組み立て、伊達を座らせた。

「どうですか？」

　傍らの捜査員に梅崎が訊たずね、捜査員は、

「始まったばかりです」

　と答えた。二人とも、マジックミラーの向こうを見ている。取調室は中央にスチールの机が置かれ、奥にネオコンベンションの緒方さん、こちら側にベテラン風の捜査員が背中を向けて座り、脇に若手捜査員が立っている。

　梅崎の報告を受けて、捜査本部は緒方さんと保仁さん、古賀さんへの事情聴取を決めた。場所は新宿中央署。第四の事件の管区で、捜査本部が置かれている。時刻は、午前十時過ぎだ。

「この男を、ご存知でしょうか」

　若手捜査員が、机に写真を置いた。緒方さんが頷く。今日も品のいいスカートスーツ姿だ。

「昨日、白金の病院に爆弾を仕掛けた犯人でしょう？　ニュースで見ました」

「直接見たり、会ったりしたことはないですか？　誰かから写真を見せられた、でもいいです」

「ありません。ニュースで見たのが、初めてです」

　若手捜査員を見上げて、はきはきと返す。ベテラン風の捜査員が言った。

「先ほどお話ししたように、この男は海洋生物の愛護団体に関わっていた可能性が高く、水族館を非難するような発言をしていました」

「魚やイルカを監禁して虐待してる、って言うんでしょう？　同じ主張をする団体は他にもいて、直接非難されたこともあります」

「たとえば、どの団体ですか？」

「覚えていません。メールか手紙を送りつけて来る程度だし、いちいち気にしていたら仕事にならないので。なにより、愛護団体の主張は偏っていて事実と違う場合も多いんです。確かに水槽やエサの管理がずさんだったり、ショーに出る生物のストレスを考えていなかったりする施設はあります。でも、弊社はそのようなことがないよう徹底していますし、海洋生物の繁殖や育成も積極的に行っています。なにより、教育と普及のために、水族館はなくてはならないものです」

　ベテラン風の捜査員をまっすぐに見て、緒方さんはよどみなく語った。口調にも眼まな差ざしにも、迷いは感じられない。それを受け止めてなだめるように、ベテラン風捜査員は大きく何度か頷うなずいた。

「わかりました。ただ、ある理由から我々は男が所属していたと思われる海洋生物の愛護団体と、有明マリンプレイスにはつながりがある、と考えています。有明マリンプレイスの担当は、福地さんですよね。どんな方ですか？」

「非常に優秀です。知識と思考力だけでなく、行動力もあってそういう自分を熟知しています」

　緒方さんが即答した。藤堂は「そりゃすごい」と興味深げに呟つぶやき、ひよりは緒方さんに感心した。スカウトしただけあって、保仁さんを客観的な視点で高く評価している。ふん、と迫田が面白くなさそうに鼻を鳴らした。緒方さんは、さらにこう言った。

「同じタイプの人は他にもいますが、福地は自分の能力は惜しみなく、最大限に使うべきだと考えています。使命感と責任感がすごいんです。若いのに珍しいですが、恐らくお父さんの影響だと思います」

「えっ。そうなの？」

　藤堂が身を乗り出し、迫田も驚いた顔になる。しかしすぐにみんなの視線に気づき、迫田はけっ、と言ってそっぽを向いた。若手捜査員も、意外そうな表情になって言った。

「お父さんというと、確か」

「元警察官なんですよね。福地が弊社に来て間もない頃、教えてもらいました。なにかの拍子に、『子どもの頃のヒーローって誰？』と訊ねたら、『特定の誰かに憧あこがれたり、崇拝したりしたことはありません。でも、強いて挙げるなら父かも』と答えました。『小学生の時、塾の帰りに仕事中の父を見たことがあって、自分よりずっと背が高くてマッチョな犯人に向かっていく姿が振り切れてて、無謀だなと思う半面すごい説得力を感じた』とかなんとか。独特な表現だけど、彼の原体験になっているんだなと思いました。そのお父さんが、先日警察の方と弊社にいらしてた、とこのまえ聞いて驚きましたけど。ちゃんと、ご挨あい拶さつしたかったです」

　最後は呆あきれてちょっと笑い、緒方さんはサイドの髪をなでた。

「なになに。いい話じゃない」

　たちまち藤堂が反応し、ひよりも、

「保仁さんは『人生にまったく影響を与えなかった』とか言ってたけど、大切なものを迫田さんから受け継いでいたんですね」

　と嬉うれしくなった。伊達が同意するように頷き、梅崎も少し表情を緩めてこちらを見る。

「昔の話だ。それに親に向かって、『無謀だな』とはなんだ。限られた時間なんだから、もっと事件に関係のある話をしろ」

　みんなの視線を振り切るように迫田が騒ぎ、椅子に座った捜査員の一人に「お静かに」と注意された。迫田の声が聞こえたかのように、ベテラン風の捜査員が質問を変えた。

「昨日の午後四時から六時頃まで、福地さんがなにをされていたか、ご存知ですか？」

「昨日の午後は、私も一緒にずっと会議と打合せでした。社内にいたので、防犯カメラで確認して下さい。大忙しで、残念ながら火薬で爆弾をつくる暇も、病院に仕掛けに行く余裕もありませんでした」

　はきはきとした口調に戻り、緒方さんが答える。ひよりの隣で、藤堂が肩を揺らして笑った。

「最後の一フレーズは、嫌味だよね？　わかった？」

　同意を求めるように、みんなを見回す。ひよりと迫田、梅崎は無視したが、惣一郎は居眠りを始めた伊達の肩に自分のジャケットをかけながら、マジックミラー越しに緒方さんに目をやった。また、ベテラン風の捜査員が頷いた。

「わかりました。古賀さんについても、お聞かせ下さい」

「一度ご挨拶しただけですし、なんとも。オオキ樹脂さんに有明マリンプレイスの水槽をお願いすることになったのは一年近く前なので、社長とは何度かお目にかかりましたけど。でも、ご挨拶した時に『真しん摯しでいい方だな』という印象は持ちました。職人としての腕の確かさは、以前から聞いていましたし」

「現場は、福地さんと古賀さんに任せているんですよね？　外注の職人さんの選定とか、休みの日の作業とか、緒方さんはノータッチ？」

　若手捜査員に少し軽いノリで問われ、緒方さんが表情を硬くする。

「ええ。もちろん、要所要所はチェックしていますけど……あの、なにがおっしゃりたいんでしょうか？　私と福地、古賀さんが、テロ行為をしている海洋生物の愛護団体のメンバーだとか？　あり得ないと思います。だってその団体は、魚を展示するのを虐待だと思っているんでしょう？　そんな考えの人間は、水族館や水槽づくりに関わったりしません。違いますか？」

　理路整然と語り、強い目で若手捜査員、ベテラン風捜査員の順で見る。それに圧おされて捜査員二名が黙り、藤堂は、

「まあ、正論だね」

　とコメントして白衣の肩をすくめた。その通りなので、ひよりもつい頷いてしまう。迫田と梅崎は考え込み、惣一郎は緒方さんを見続けている。しんとした部屋に、伊達の寝息が流れた。

　ほどなくして緒方さんの聴取は終わり、少し間を置いて古賀さんが取調室に入った。ひよりたちはマジックミラー越しに一部始終を見ていたが、古賀さんは真鍋を知らず、海洋生物の愛護団体との関わりを否定。昨日は朝から午後七時前まで、波多野さん、青木さんと有明マリンプレイスの工事現場にいたと言う。

　古賀さんが帰り、最後の保仁さんは少し遅れるそうなので、梅崎は捜査員たちと話を始め、ひよりはメゾン・ド・ポリスのおじさんたちと部屋を出た。一階の出入口の脇にベンチソファがあったので、みんなで座った。

「緒方さんたちを容疑者と考えるのは、無理が出てきましたね」

　伊達以外は立ちっぱなしだったので疲れたのか、腰や膝ひざをさすっているおじさんたちを眺めながら、ひよりは言った。藤堂が返す。

「うん。テロリストの正体が海洋生物の愛護団体なら、むしろ緒方さんたちは標的になる可能性がある」

「じゃあ、メタクリスタル酸ミチルの臭いはどうなる？　お前が言いだしたんだぞ」

「メタクリル酸メチルね。緒方さんたちとは別の有明マリンプレイスの関係者が、テロリストとか？　夏目くん、どう思う？」

　迫田に訂正してから、藤堂はソファの端の惣一郎に問いかけた。

「確かに容疑者、標的と考えると矛盾が生じます。そういうカテゴライズが、真実を見誤る原因になることもありますし。あとは、細々引っかかりを感じるんですが、それがなんなのかは不明です」

「じゃあ、カテゴライズをやめましょうよ。そうすると、どうなります？」

　反対側の端に座って身を乗り出し、ひよりは訊たずねた。惣一郎が、首を横に振る。

「わからん」

「なんだ……理屈っぽいクセに、時々抽象的なことを言うのよね」

　後半は独り言になって、グチる。惣一郎に横目で睨にらまれるのを感じていると、ごん、と鈍い音がした。出入口のガラスドアの向こうに、保仁さんが立っている。片手に書類を持ち、もう片方の手で顔面を押さえていた。ドアには「自動ドア故障中　手で開けて下さい」と貼り紙がされているので、書類を読みながら歩いて来て、ぶつかってしまったのだろう。

「大丈夫ですか？」

　ひよりが歩み寄り、惣一郎も来てドアを開けた。額をさすって署の建物に入り、保仁さんが返す。

「はい。遅くなりました。『シーシティ』のお披露目が、明日なので」

「そうか。明日は、十五日ですもんね。何時からですか？」

「午後二時です。牧野さんは、来られませんよね？」

「残念ですが。でも、有明マリンプレイスがオープンしたら行きます」

「是非。ところで、昨日の事件をテレビで見ました。大丈夫ですか？」

「大丈夫です。もちろん、迫田さんも」

　後ろを振り向き、告げる。前髪に半分隠れた保仁さんの目が動きそうになった矢先、迫田がベンチソファから立ち上がり、大おお股またで歩いて来た。

「お前、テロリストなのか？」

　言うなり、手にした扇子で保仁さんを指す。

「ちょっと。なんてこと訊きくんですか」

　元刑事とは思えないド直球、というか安易な質問にうろたえ、ひよりは迫田と保仁さんを交互に見た。しかしすぐに、元刑事ではなく、親としての質問なのか、とも浮かぶ。表情を動かさず、保仁さんは答えた。

「お父さんは、どう思う？」

　とたんに迫田は扇子で保仁さんの頭をぱしん、と叩たたいた。

「質問に質問で返すな。このバカ者！」

　ぽかんとして、保仁さんが迫田を見返す。

「なんだ、その面ツラは。髪を切れ、髪を！　おい、ひよっこ。ハサミを持って来い。俺が切ってやる！」

　なにかのスイッチが入ったらしく、迫田はわめいて保仁さんの前髪を鷲わしづかみにしようとした。

「やめて下さい！」

　ひよりも声を上げ、惣一郎と藤堂が迫田を止める。「放せ！」と迫田がさらにわめき、保仁さんはぽかんとしたままだ。なにを考えているのか、伊達が少し離れた場所からこちらにガラケーを向け、カメラのシャッターを切った。




　約十日ぶりの来店だったが、状況は変わらなかった。息をつき、ひよりは肩を落とした。眼前のドアには、「都合により、しばらく休業します　店主」の貼り紙がされている。

〈ICE MOON〉が、唯一の癒いやしの場だったのに。草介さん、どこに行っちゃったの？　まさかこのまま、帰って来ないなんてことは。浮かんだ不吉な考えを、ひよりは頭を振ってかき消した。

　新宿中央署の出入口での騒動から、七時間。あの後、ひよりが保仁さんを取調室に向かわせ、騒動はなんとか収まった。それから部屋に戻って事情聴取を見たが、保仁さんの返事も真鍋は「テレビで見ただけ」、海洋生物の愛護団体とは「つき合いはない」だった。保仁さんの事情聴取が終わったのは夕方で、おじさんたちはすっかり疲れていたため、メゾン・ド・ポリスに帰宅。ひよりは梅崎と柳町北署に戻って細かな仕事を済ませ、原田の見舞いに行ってからここに来た。

　長尾さんの勘違いで、バッグの中の臭いはメタクリル酸メチルじゃなかったのかも。でも、真鍋が海洋生物の愛護団体絡みのテロリストなのは確かだし、臭いの元が水族館の工事現場っていう繫つながりも、偶然じゃない気がする。

「だ～れや？」

　また、後ろから目隠しをされた。ナナだ。こういう流れになるのではないかと思っていたので、ひよりは驚かない。それが気に入らなかったのか、ナナはまた、

「だ～れや？」

　と言って、手に力を込めた。これまた前回と同じパターンで、伸びた爪の先がひよりのまぶたに当たる。

「もう。痛いってば」

　抗議して引き剝はがした拍子に、ナナの爪の先がひよりの鼻に近づく。ぷん、と嗅かいだ覚えのある臭いが漂った。

「えっ!?」

　声を上げて目を開け、ひよりはナナの爪を見た。長さは一・五センチほど。それは前回と同じだが、飾りがリボンの形をしたチャームに変わっている。もう一度、鼻を近づけて臭いを嗅ぐ。間違いない。メタクリル酸メチルだ。

「やめれ。なんしようと」

　気味が悪そうに、ナナが手を引っ込めようとする。両手でナナの手をつかんで阻止し、ひよりは訊ねた。

「この臭い、どうしたの？」

「臭い？」

　訊き返し、ナナはアイラインとマスカラで飾られた大きな目を自分の爪に向けた。今日は暖かいのでコートではなく、ニットのロングカーディガンを着ている。

「ああ、これね。スカルプチャーばい。さっき、ネイルサロンでやってもらったっちゃ」

「スカルプチャーって、つけ爪だっけ？　ネイルサロンって、どこの？」

「渋しぶ谷やっちゃけど、どこの店でも同じ臭いがするばい」

「そうなの？　本当に？」

「しぇからしか。同じ言うたら同じばい。ばってんひよりちゃん、ネイルサロンに行ったことないげな？　あり得ないばい。女子力低すぎくさ」

　あきれ果てたという顔で、こちらを見返す。もちろん、今夜も酒臭い。さらに問いかけようとして、ひよりは昨日白金セントラル病院のトイレで見た、真鍋の爪を思い出した。モノクロの幾何学模様。スカルプチャーではないが、彼の爪もネイルアートで飾られていた。
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　翌朝の正午前。ひよりは梅崎、メゾン・ド・ポリスのおじさんたちと中なか目め黒ぐろにいた。車を路肩に停め、降りる。

「こっちです」

　スマホの地図を見ながらひよりと梅崎が歩きだすと、みんなもぞろぞろ付いて来た。

「状況を、もう一度説明しろ」

　スーツ姿で、扇子を手にした迫田が言った。

「もう忘れちゃったんですか？　まさか、認知症じゃ」

「バカ言うな。片仮名ばっかりで、ややこしいんだよ」

「大丈夫かなあ」

「おい、こら。怒るぞ」

「僕は理解できたけどね。女性は爪を褒めると喜ぶし、僕自身、時々ネイルサロンに行っているから。でも、迫田さんたちは仕方がないんじゃない？　ひよこちゃん、説明してあげてよ」

　白衣姿の藤堂が、自分の爪をチェックしながら促す。迫田は、

「なんだ。偉そうに」

　と怒り、梅崎がうんざりする。惣一郎は無言。ショールカラーのニットカーディガンを着た伊達は、杖つえを手ににこにこと歩いている。仕方なく、ひよりは説明を始めた。




　昨夜はあのあとナナと別れ、柳町北署に戻った。まだ梅崎がいたので事情を話し、二人でパソコンで検索したり、まだ営業していたネイルサロンに話を聞きに行ったりして情報を集めた。

　つけ爪、別名・人工爪にはアクリルスカルプチャーとジェルネイルの二種類があり、一般的にスカルプチャーと言えば、アクリルスカルプチャーを指すそうだ。アクリルスカルプチャーの材料はアクリルパウダーとアクリルリキッドで、二つを混ぜたものはミクスチャーと呼ばれ、これを爪の上に載せていく。あらかじめ爪の先にキャップのようなものをはめておいて、この上にミクスチャーを載せれば、好きなだけ爪を長くすることができる。時間が経つとミクスチャーは固まってくるので、筆を使って自分の爪との境目をならし、形を整えれば、完成。ラメやチャームなどを使い、好きなようにデコレーションできる。そしてメタクリル酸メチルは、アクリルリキッドに含まれていた。液状のアクリル樹脂で、モノマーとも呼ばれているらしい。

　さらに調べると、都内にネイルサロンは千二百軒以上あり、意外なことに大半が、「男性客お断り」だった。これは女性客への気遣いと同時に、女性がマンションなどで一人で経営している店も多いからだ。最近では藤堂が行っているような男性客向けのネイルサロンも増えているが、行っている施術は爪を切ったり磨いたり、マッサージをしたりと、ネイルケア中心だ。「男性客もＯＫで、アクリルスカルプチャーを施術している店」を捜したところ、五軒しかなかった。この日は切り上げて、翌日、つまり今日の朝一から捜査を再開。五軒に連絡して真鍋の爪の写真をメールで送ると、中目黒の一軒から「うちで施術したものです」という返答を得た。ひよりはすぐに惣一郎に電話をして昨夜からの流れを説明、それぞれに中目黒に向かい、さっき合流した。




「真鍋のネイルです」

　説明を終え、ひよりはバッグから写真を出して迫田に渡した。

「これが、アクリルスカルプチャーか」

「違います。これはベースコートという液体の透明なものを塗った上に、アクリル絵の具で模様を描いただけ。アクリルスカルプチャーは、つけ爪です……本当に大丈夫ですか？」

「うるせえ。連日出歩いて、疲れてるんだよ。梅崎さん。テロリストってのは、爪を弄いじるもんなのか？」

　写真を眺め、迫田が問うた。寄って来て、藤堂と惣一郎も写真を覗のぞく。振り向いて、梅崎が答えた。

「聞いたことはないですね。髪型や服装からして外見にこだわっていたようなので、真鍋の個人的な趣味なんでしょう。店主がテロ行為をする海洋生物の愛護団体のリーダーで、店はアジト。真鍋は客として通っているうちに引き込まれた、という可能性もあります」

　けっ、と言って顔をしかめ、迫田はひよりに写真を返した。

「ろくなもんじゃねえな。保仁の髪型といい、世も末だ」

「でも、ハサミで切る、っていうのは。それにいきなり、『テロリストなのか？』はないですよ」

　ひよりの頭に、昨日の騒動が蘇よみがえる。

「ああいう持って回ったもの言いをするヤツには、単刀直入に言った方がいいんだよ。案の定、あいつは質問返しで逃げた」

「まさか、保仁さんを疑ってるんですか？　実の息子さんですよ」

「関係ねえ。罪を犯したなら、償わせる。それだけだ。そもそも、あいつは俺を親とは思っちゃいねえ。『人生にまったく影響を与えなかった』って言ったんだろ？」

　まずい。昨日ひよりが言った時にはうるさそうにしていた迫田だが、しっかり聞いて覚えていたのだ。後悔して、どう返そうか頭を巡らせていると、迫田はさらに言った。

「保仁がホシなら、俺は手錠わつぱをかける。わっぱにタブーはねえ。あっちゃいけねえんだ」

「そう決めつけなくても。保仁さんたちを容疑者と考えるには無理がある、ってわかったじゃないですか」

「そうだよ。そもそも、迫田さんは引退してるから、わっぱはかけられないし」

　藤堂に突っ込まれ、迫田は、

「やかましい。店はまだか？」

　と足を速めた。その姿を、歩道の向こうから来た若いカップルが訝いぶかしげに眺めて行く。中目黒は都内でも指折りのおしゃれタウンで、通りにはアパレルショップやカフェ、家具店、雑貨店などが並んでいる。行き交う人も若者が多く、おじさんのグループは浮いていた。

　間もなく、店に着いた。小さな雑居ビルの地下一階で、狭くて急な階段を梅崎を先頭に、おじさんたちは文句を言いながら下りた。正面にガラスのドアがあって、目の高さに黒く飾り気のない文字で、「ＡＧＥＨＡアゲハ」と書かれていた。手帳とペンを持った梅崎がレバーを押し下げたが、ドアは開かない。

「なんだ。どうした」

「逃げたとか？　でも、明かりが点ついてるね」

　迫田と藤堂が反応し、梅崎、ひより、惣一郎はドアから店内を覗いた。

　あまり広くなく、布張りの衝つい立たてで半分に仕切られている。手前のスペースには、向かい合う形で椅子をセットした大きなテーブルが置かれ、一方の椅子の前には横長のクッションが載っていた。客はこのクッションに腕を載せて、ネイリストに施術してもらうのだ。黒い壁紙が貼られた壁には額縁がずらりと並び、中に様々な模様が描かれた見本のネイルチップが納められていた。他の店のようなパステルカラーに塗ったネイルにラメやラインストーンをパーツに使ったものはなく、白や黒の地に、幾何学模様やタトゥーのような絵を描いたものばかりだ。衝立は写っていなかったが、他は署で確認したこの店のホームページに載っていた写真と同じだった。

　頭上で足音がして、女性と男性が階段を下りて来た。

「警察の方？　すみません。急用で、出かけていました」

　ぼそぼそと言い、女性がドアの前に行く。歳は三十代前半。今どき珍しい黒髪のワンレングスのロングヘアで、小太りな体を緑のミリタリー調のジャンパーとジーンズで包んでいる。階段を下りたところで立ち止まった男性は、三十代後半。背が高くがっちりしていてサングラスをかけ、ベージュのロングコートを着ていた。買い物に行っていたのか、二人とも手に紙袋を提げている。

「いえ。片かた山やま恵めぐみさんですね？」

　梅崎の問いに片山さんは、

「ええ」

　と答えてポケットからカギを出して解錠し、ドアを開けた。片山さん、サングラスの男性、ひよりたちの順で店に入った。複数の薬品が入り交じったような臭いがしたが、一番強いのは、メタクリル酸メチルだ。ひよりは、心の中でガッツポーズをつくった。おじさんたちも、店内を見回しながら鼻をひくつかせている。

　片山さんがテーブルに紙袋を載せ、サングラスの男性は衝立の奥に入った。梅崎が真鍋の爪の写真を出し、片山さんに見せる。

「これは、あなたの施術ですね？」

「ええ」

「相手は、この男？」

　梅崎は、真鍋の顔写真も見せた。片山さんが頷うなずく。

「そうです。十日ぐらい前に来店しました」

「常連ですか？　名前は？」

　進み出て、ひよりも質問した。

「初来店でした。名前はカルテに載ってますけど、本名かどうかはわかりません。確か、『浪人生だ』って言ってたような」

　片山さんは答えた。愛想はないが、緊張や警戒をしている様子もない。壁にはトイレらしきドアが一つだけで、他に部屋はなさそうだ。奥が気になるのか、惣一郎が衝立をじっと見ている。

「オープンして、どれぐらいですか？　お客さんの年齢層は？」

　梅崎が質問を変えた。片山さんが答える。

「もうすぐ二年です。年齢層は、二十代から三十代」

「男女比はどうですか？　男性もＯＫのネイルサロンって、珍しいですよね」

「初来店」って言ったけど、防犯カメラはなさそうだし、確認できない。それに男性ＯＫにしておけば、防犯カメラの男とか、テロ集団のメンバーが出入りしても怪しまれないな。訊たずねてから、ひよりは素早く推測した。頷いて顔の上に落ちた前髪を搔かき上げ、片山さんは言った。

「ええ。でも、お客さんは女性の方が多いです。ヘアサロンに来たついでに、こっちにも寄ってくれます」

「ヘアサロン？」

「向こうです。夫がやってます」

　片山さんが衝立に歩み寄り、横にずらした。現れたのは、深紅のカットチェアと大きな鏡、シャンプー台。ネイルサロンのスペースと違ってこちらの壁は白く、観葉植物やキャンドル、ラブリーなイラストなどが飾られている。カットチェアの脇には片山さんと階段を下りて来た男性がいるが、サングラスを外してコートも脱いでいる。ハサミや櫛くしが入った革の袋を腰に巻きながら、男性はこちらに会釈をした。くりくりとした垂れ目で、一気に印象が和らぐ。

「へえ。こっちは、ヘアサロンだったんだ。興味深いビジネスモデルですね」

　店内を進み、藤堂がヘアサロンのスペースを覗く。でも、本当に女性客が多いかも確認できないし。こっちの推測に気づいて、ウソをついているのかも。面くらいながらもひよりが考えていると、こちらに戻って来た藤堂に囁ささやかれた。

「ひよこちゃん。残念ながら、外れだね」

「えっ。なんで」

　言いかけたひよりに、藤堂は親指でヘアサロンの男性を指して見せる。意味がわからず、ひよりは再度男性に目をやった。トップスはシンプルな白いシャツだが、ボトムスはぴかぴかの新品の黒い革のパンツだ。違和感を覚え、それがなにか考えようとした矢先、片山さんがいつの間にかジャンパーを脱いでいるのに気づいた。片山さんのトップスは、黒いハイネックのカットソーと、ラビットと思おぼしきファーのベスト。また、藤堂が囁く。

「動物の愛護団体のメンバーは、レザーやファーは着ないんじゃない？」

「確かに」

　違和感の正体は、それか。納得するのと同時にがっかりして、体の力が抜けるのも感じた。レザーはともかく、ファーは動物虐待の象徴のような存在だ。たとえ対象が海洋生物でも、テロ行為に走るような思想の人間が、身につけるとは思えない。

　だとしても、手がかりは得られるかもしれないし。片山さんがこちらを怪け訝げんそうに見ているので、ひよりは顔を上げた。と、スマホが鳴り、梅崎が出た。小声で少し話してからスマホの送話口を押さえ、ひよりに告げた。

「真鍋の身元が割れたぞ」
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　駒こま沢ざわ通りを駒沢陸橋方面に進み、鷹たか番ばん三丁目の一方通行を入る。

　シミュレーションして、惣一郎はワゴン車を出した。カーナビは付いているのだが、迫田に「俺たちの時代は、都内の主だった道路は頭に入ってるのが常識だった」と言われそうで、使ったことはない。その迫田は老眼鏡をかけ、後部座席で隣の藤堂が手にしたタブレット端末を覗のぞいている。画面には、梅崎から転送されてきた捜査資料が表示されているはずだ。

　梅崎が電話を切った後、片山さんに礼を言ってＡＧＥＨＡを出た。ひよりたちとそれぞれの車に乗り、次の目的地に出発した。真鍋力は本名を中なか間ま慶けい一いち郎ろうと言い、二十歳。碑ひ文もん谷や公園の近くにある、目黒芸術工科大学のファッションデザイン科の二年生で、昨日の事件を報じるネットのニュースを見た同級生の男性から、通報があったという。既に捜査本部の捜査員が大学にいる男性と学務課の職員から話を聞いていたが、近くにいるので、惣一郎たちも行くことにした。

　十五分ほどで、目黒芸術工科大学に着いた。路肩に車を停めて、キャンパスに入る。規模は大きくないが、校舎はモダンなタワーで、横にはまだ新しい体育館もあった。校舎に入り、エレベーターで八階に上がって教室の並ぶ廊下を進んだ。大学は春休み中だが集中講義や公開講座が行われており、ドアの窓越しに講義を受けたり、洋裁用のボディトルソーに洋服のパーツを着せてピンを打ったりしている学生の姿が見える。

　廊下の中程で、前を行くひよりと梅崎が止まった。ノックをしてドアを開け、傍らの教室に入る。惣一郎と迫田、藤堂、伊達も続いた。ずらりと並ぶ机に業務用のミシンが載っていて、学生たちが機械音を立てて布を縫っている。奥の窓の前には、長さが一メートルほどあるアイロン台と、長いコードのついたアイロンもあった。

　梅崎が講師と思しき中年女性に警察手帳を見せると、前方の机から男子学生が一人近づいて来た。

「宇う野の大だい輔すけさんですか？　授業中にすみません。柳町北署の牧野と梅崎です」

　ひよりの問いかけに、宇野さんは「はい」と頷いた。小柄で色黒。トップを長めにしてサイドを刈り上げる髪型は若者に人気らしく、同じスタイルの男子学生が教室内に数人いた。ひよりたちは宇野さんを廊下に誘導し、惣一郎たちも続いた。梅崎が中間の写真を出して、宇野さんに見せた。

「この男は、中間慶一郎で間違いないですね？」

「間違いないです。さっき別の刑事さんにも話したけど、去年の春、二人一組で実習をやって、僕のパートナーが中間だったんです」

「そうですか」

　梅崎が返す。

「だからネットで見てショックで、慌てて記事に載ってた番号に電話したんです。中間がテロリストだったって、マジですか？」

「ショック」と言うよりは好奇心と興奮で目を輝かせ、宇野さんは梅崎とひより、後ろの惣一郎と迫田、藤堂を見た。伊達は壁の掲示板の前に立ち、なにかのポスターを眺めている。

「まだ捜査中なので。中間とは、どんな話をしましたか？」

「実習のこと以外は、あんまり。悪いヤツじゃないけど無口で、いろいろ話しかけても乗ってこなかったんですよ。で、夏休みが明けて少し経ったら、学校に来なくなっちゃって。ただ、香か川がわの出身で、この近くのアパートに住んでる、って言ってました。あと、センスはわりとよかったな」

「なるほど」

　相づちとともに手帳にメモを取った梅崎だったが、センスの部分を除き、すべて捜査資料に載っていた内容だ。アパートも、今ごろ捜査員が調べているだろう。

「学校の中で、親しくしている学生はいませんでしたか？　恋人は？」

　今度はひよりが訊ねる。宇野さんは、首を横に振った。

「どっちもいないと思いますよ。いつも一人でいて、スマホを弄いじったり本を読んだりしていました」

「他に中間について、思い浮かぶことはありませんか？　なんでもいいです」

「それもさっき訊きかれたけど、とくには」

　宇野さんが、首を捻ひねる。これも、捜査資料と同じだ。梅崎が手帳のページを捲めくり、ひよりは考え込むような顔をした。別のアプローチで新たな情報が得られないか、探っているのだろう。惣一郎は、口を開いた。

「最後に中間を見たのは、いつ、どこでですか？」

「ええと、あれは……去年の九月の中頃。体育館のロッカールームです。僕もあいつも、卓球を選択してて」

「卓球ですか。二人でやるスポーツだから、友だちがいない中間は居心地が悪かったでしょうね」

「はい。だから先生に相手をしてもらったりして、ロッカールームでもいつも端っこの方で、こそこそ──あ、思い出した」

「なんですか!?」

　ひよりが身を乗り出す。その勢いに宇野さんがちょっと怯ひるみ、惣一郎は「聞き込みは、聞き出すんじゃなく、語らせるんだよ。基本中の基本だぞ」と心の中でたしなめて、ひよりを横目で睨にらんだ。改めて、惣一郎は訊たずねた。

「なにを思い出しました？」

「友だちと喋しやべりながら着替えてて、なにげなく部屋の隅を見たら中間がいて、ちょうどシャツを脱いで上半身裸になってました。その時に、中間の左胸に小さいタトゥーみたいなのがあるのに気づいて、『あれ？』と思ったんです」

「どんなタトゥーですか？」

　惣一郎に問われ、両脇からひよりと梅崎に凝視もされて、宇野さんは焦って首を横に振った。

「いや、見間違えかも。ほんの一瞬だったし、アザかシミだったのかもしれないです」

「それでも構いません。宇野さんが見たものを、ここに描いて下さい」

　のんびりした声に宇野さんが顔を上げ、惣一郎たちも振り返った。いつの間に移動したのか、後ろに伊達がいて、梅崎の手帳を指している。素早く梅崎が手帳とペンを差し出し、宇野さんは戸惑い気味ながらも受け取った。手帳のページにペンでなにか描き、惣一郎、ひより、梅崎、迫田と藤堂が集まって覗き込む。

「こんな感じでした。大きさも、これくらい。でも、色は青でした」

　顔を上げ、宇野さんが手帳を掲げて描いたものを見せた。直径三センチあるかないかの小さな丸で、中に十文字が描かれている。

「これが、左胸にあったんですね？　どのあたりですか？」

　ひよりが訊ね、宇野さんは左胸の、ちょうど心臓の上あたりを指す。中間が、ナイフでめった刺しにした場所だ。

「もしかして、中間はこのタトゥーを消すために胸を刺したんじゃないですか？」

　惣一郎が考えていたのと同じことを言い、ひよりがこちらを見た。

「ひよこちゃん。今度は、当たり。消したということは、犯行と関係がある。たとえば、海洋生物の愛護団体のシンボルマーク」

　藤堂がコメントした。「その通り」と言うように梅崎が頷うなずき、迫田は老眼鏡をかけて手帳を凝視している。

「シンボルマークなら、意味があるはずですよね。丸に十文字。どこかで見た気もします」

　惣一郎もコメントし、迫田は、

「俺も見覚えがある」

　と頷いた。梅崎が宇野さんに礼を言って教室に戻ってもらい、その間にひよりはスマホを出して操作した。画面を見たまま、ひよりは言った。

「『丸　十文字』で検索しました。家紋みたいのがヒットしましたけど、色は青じゃなく黒です」

「じゃあ、違うな。色もひっくるめて、ヤツらの思想とか主張を象徴するものなんだ」

「迫田さん、いいこと言うね。飛び降りる前、中間が話していたのは『海』『生命の始まり』『生き物』。その全部とつながる青いものと言えば…… Oh, I know!!」

　ふいに声を上げ、藤堂がぱちん、と指を鳴らした。

「なにかわかったのか!?」

「『青いものと言えば』何です？」

　迫田とひよりに両脇から問われ、藤堂はもったいぶったように顎あごを上げてから、こう言った。

「惑星記号。太陽系の惑星を表す天文学の記号だけど、最近は占いやアクセサリーのモチーフとしても使われているね。惑星記号にも丸に十文字のものがあって、なにを示すかって言うと、『地球』」

「本当だ。でも、これも青じゃなく黒ですよ」

　またひよりがスマホを操作し、画面をこちらに向ける。惑星記号の一覧らしく、丸の中に黒丸が入ったもの、三日月に似たかたちのものといろいろあり、真ん中に丸に十文字のものが載っていた。下には「地球」と書かれ、色は確かに黒だ。

「違うじゃねえか。ぬか喜びさせやがって」

　迫田に顔をしかめられ、藤堂が反論する。

「いや。中間の話ともつながるし、絶対これだよ。タトゥーをいれる時に、色を間違えたんじゃないの？」

「シンボルマークってのは、色やら大きさやら、きっちり決められてるもんだろ」

「まあ、そうだけど」

「色が青ってのも、海洋生物の愛護団体の連中にとっちゃ、大事な要素の一つなんだ。海とか地球とかを、表す色でもあるし。『青い地球』って言葉も、あるじゃねえか」

「また、迫田さんがいいこと言った。記憶力は低下したけど、洞察力はまだまだいけるよ。現役並み」

　藤堂が感心する。惣一郎もその通りだと思い頷こうとした刹せつ那な、頭の中にぽっ、と光が点ともった。同時に、このところ胸に引っかかっていた細かなことが存在を増し、いても立ってもいられなくなる。

　来たぞ。この感覚だ。確信しながら視線を巡らせると、教室の窓が視界に入った。窓の向こうにはホワイトボードがあり、奥にはアイロン台も見える。迷わず、惣一郎はドアを開けて教室に戻った。

　近づいて来た惣一郎を、アイロン台の前に立っていた男子学生が振り返った。ひょろっとしていて、保仁さんと似たキノコのような形状の髪を銀色に染めている。横に行って覗のぞくと、アイロン台の上には、三十センチ四方ぐらいの生地が広げられていた。柄は、顔を白塗りにして、目の上や頰に星や稲妻などの模様をペイントした、長髪のミュージシャンの写真。傍らには、同じサイズの白無地の薄い生地もある。洋服の衿えりや袖そで口ぐちなど、負荷のかかりやすい部分に貼って補強する接着芯しんだ。

「すみません」

　惣一郎は告げ、ミュージシャンの顔が並んだ生地を裏返して、上に接着芯を重ねた。続いて、片手で台の端に立てられていたアイロンをつかむ。家庭用のものより重たく、ハンドルはがっちりしたＬ字型だ。

「ちょっと」

　惣一郎に押し出されるようにして脇に避よけながら、男子学生が言う。

「ご心配なく。達人です」

　後ろで伊達の声がした。ひよりたちも移動して来た気配を感じる。

　接着芯を貼る場合、温度は一三〇から一五○度の中温。一カ所当たりの所要時間は十五から三十秒で、上から均一の力で圧おしていく。

「よし」

　シミュレーションは完かん璧ぺきだ。唯一、エプロンがないことが悔やまれる。

　惣一郎はアイロンを、重ねた二枚の生地の中央に、ゆっくり押し当てた。スチームではないので湯気は上がらないが、手て応ごたえで生地同士が接着されたのがわかる。満足して、惣一郎はアイロンを持ち上げ、隙間が空かないように注意しながら横にスライドさせて、再度生地に押し当てた。生地同士の接着を確認し、さらに横にスライドさせる。

「上手うまい」

　驚いたように、男子学生が言う。惣一郎の肩越しに、アイロンがけを見守っている。

「何ごとだ？」

　梅崎が訊たずね、ひよりが「しっ。これがお約束なんです」と小声で答えた。伊達や迫田、藤堂の視線も感じる。

　続けて、惣一郎は三カ所、四カ所と生地同士を接着していった。アイロンを生地に押し当て、持ち上げてスライド、また押し当てる。一連の動作を繰り返しているうちに、後ろの人たちの気配は感じなくなり、頭の中からも細々とした事柄は削そぎ落とされて、事件のことだけが浮かび上がって輪郭を増していった。

　有明マリンプレイスの工事現場と、ガラスの下端に入った「blue globe」の文字。そのガラスの前で交わされていた、ひよりと古賀さんの「魚たちを包むグローブ、って意味でしょう？」「よくわかりましたね」という会話。昨日マジックミラー越しに聞いた、「残念ながら火薬で爆弾をつくる暇も、病院に仕掛けに行く余裕もありませんでした」という緒方さんの言葉。そして宇野さんが描いた丸に十文字の絵と、ひよりのスマホの惑星記号。迫田が言った、「青い地球」。

　さっき点った頭の中の明かりが、スパークせんばかりに輝いた。視界も、ぐんと広がった気がする。

　惣一郎は、アイロンを台の端に戻した。振り向いて決め台詞ぜりふを口にしようとした時、頭に映像と言葉が追加された。

　飛び降りる直前の中間の「いずれわかる」と、なにかを期待するような笑み。続いて、手のひらで額をさすった保仁さんの、「『シーシティ』のお披露目が、明日なので」。

「明日って、今日か!?」

　思わず声に出して言い、惣一郎はひよりを見た。

「はい？」

　面食らって、ひよりが訊きき返す。

「今日『シーシティ』のお披露目をするんだろ？　何時からだ？」

「ええと、あれは……『午後二時』って、保仁さんが言ってました。お披露目が、どうかしたんですか？」

　質問を無視し、惣一郎は腕時計を覗いた。午後一時四十分。腹のあたりを誰かにぐっ、とつかまれたような気がして、体の脇を電流めいたものが走り抜けた。

「有明に行くぞ。梅崎さん。捜査本部に、大至急連絡して下さい。『爆発物処理班の出動が必要になるかもしれない』と」

　ドアに歩きだしながら、告げる。ひよりと惣一郎のやり取りで状況を察知したのか、梅崎も歩きだしながら「わかった」と答えてスマホを出した。ひよりも、小走りにドアに向かう。

「おい、ひよっこ。車には赤色灯を載っけて、サイレンもガンガン鳴らせよ。俺らも付いて行く。なんなら、俺が運転して」

「迫田さん、無理。現場に着くまでに、事故るから」

　迫田と藤堂が言い、伊達も付いて来る。

　都道４２０号線から東京湾岸道路に入り、東京湾トンネルを渡る。早くも切迫感を覚えながら、惣一郎は頭を巡らせ、教室を後にした。
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　迫田に言われた通り、ひよりは車の屋根に赤色灯を載せてサイレンも鳴らし、飛ばした。後ろからぴったり惣一郎たちのワゴン車が追走し、二十分ほどで有明マリンプレイスに着いた。捜査本部の捜査員は既に到着しており、工事現場の前には、パトカーと警察車両が停まっていた。警備の警察官に警察手帳を見せ、梅崎とひより、おじさんたちは工事現場に入った。漂い始めた物々しい空気に、通行人が何ごとかと目を向ける。マスコミも数組、駆けつけていた。

　建物の前には、不安げな顔をしたスーツ姿の男女が五十人ほどいて、捜査員が話を聞いていた。水槽のお披露目の参加者だろう。工事の作業員も集まっていた。エントランスから建物に入って通路を進み、広場に出た。

　真っ先に目を向けた「シーシティ」には、巨大な一枚のガラスがはめられていた。圧倒的な迫力で、透明度も抜群だ。水槽の中には捜査員と制服姿の警察官が入り、ガラスや床、壁を調べ、爆弾を探している。水槽の上のバックヤードから、はしごで下りたのだろう。水槽の外側は、前に来た時にあった建設資材が片づけられ、椅子が並べられていた。お披露目が始まって間もなく捜査員が来て参加者を避難させたらしく、倒れている椅子があったり、床に書類が散らばったりしていた。その間を、捜査員たちがくまなく見て廻まわっている。

「爆弾は、水槽の周りに仕掛けられているはずです」

　惣一郎が告げ、梅崎は通りかかった背の高い捜査員に訊たずねた。

「緒方たちは？」

「福地や古賀、他のネオコンベンションの社員と一緒に、別室で聴取しています」

　保仁さんの名前を聞き、ひよりは迫田を見た。会話には加わらず、捜査員たちと爆弾の捜索をしている。伊達が水槽に歩み寄り、「これはお見事」と呟つぶやきながらガラスを見上げた。

「あったぞ！」

　くぐもった声が、ガラスの向こうから聞こえた。みんなで一斉に振り向くと、浅野が水槽の端にいた。身をかがめ、ガラスの下の壁を覗のぞいている。急いで駆けつけ、みんなでガラス越しに様子を窺うかがった。

「壁沿いに走るパイプの下に、粘着テープで貼り付けてあります。紙製の筒で、上にスマホが装着されています」

　早口の大声で、浅野が報告する。水槽の中の捜査員たちも、集まって来る。捜査員の一人が、手にした金属探知機をガラスの下の壁に近づけた。ピー、とアラームが鳴る。

「金属反応あり！」

　捜査員が声を上げ、それを受けてひよりの後ろの中年男性も叫んだ。

「退避！」

　本庁の警備部から来た管理官で、捜査本部の指揮を執っている。ひよりたちは急いで通路を戻り、浅野たちも、はしごに向かった。

　間もなく爆発物処理班が到着し、警備犬とＸ線の検査が行われた。結果はどちらも反応ありで、爆弾の解除作業が開始された。




　最初に前線基地が設けられた。捜査本部の前線基地は、爆発した場合の被害を考慮して、建物の出入口近くだ。

「粘土状じゃないから、Ｃ‐４じゃないね。一昨日に続いて黒色火薬、あるいはダイナマイト、ＴＮＴとか？」

　左手で右みぎ肘ひじを支え、体の前で頰ほお杖づえを突いて、藤堂がコメントした。メガネ越しに、机の上のノートパソコンを見ている。液晶ディスプレイには、水槽の爆弾の写真が表示されていた。本体は紙筒で二本だけだが、これまでのものよりずっと太い。

「緒方たちのスマホは？」

　藤堂が訊ねた。ひよりは隣にいて、梅崎、惣一郎、迫田も一緒だ。伊達は椅子を用意してもらって腰かけていた。

「没収して、電源を切りました」

　パソコンの前に座った若い捜査員が答えた。机上にはもう一台ノートパソコンがあり、こちらは水槽の上に取りつけたビデオカメラの映像だ。

「そう。でもテロ集団ならプランＢ、つまり緒方たちが捕まった場合の代替案を用意しているはずだよ。外にいる仲間が、電話をかけて起爆させるとか」

「ええ。作業を急がないと」

　梅崎が頷うなずき、場の緊張が増した。と、ビデオカメラの映像に動きがあった。

　奥の壁のはしごを、爆発物処理班の班員が下りて来る。着ぐるみを思わせるアーミーグリーンの防爆スーツを着て、顔の部分に溶接用の面を取りつけたような形状の、ごついヘルメットをかぶっている。水槽の底に着いた班員は、床を進んだ。防爆スーツとヘルメット、肘まである手袋などを含めて、重量は四十五キロ近くあるので、動きはゆっくりだ。

　爆弾の前まで行き、班員は床に膝ひざを折って座った。傍らには、あらかじめ運び込んだ液体窒素が入った金属製のボトルと、青いドラム缶のような爆発物処理タンクがある。

　こちらに背中を向けた班員は、爆弾を前に少し俯うつむいている。前線基地の班員と交信する声が、机上の受信機から流れてきた。爆発物処理班の前線基地は、広場が見える位置に設置され、班員たちはヘルメットやプロテクターを装着している。

　班員が、液体窒素のボトルを取った。ボトルの上部には、ハンドルとスプレーノズルが取り付けられている。再び前線基地と交信してから、班員は片手でボトルの底を押さえ、もう片方の手でボトルの口をつかんで爆弾に近づけた。

「さあ。勝負どころだ」

　液晶ディスプレイを見つめて藤堂が呟き、場はさらに緊張する。

　班員はスプレーノズルの先を爆弾の本体に向け、ゆっくりハンドルを握った。シューという発射音が、ノートパソコンのスピーカーから流れる。発射音はしばらく続いて一いつ旦たん途切れ、また始まった。班員が爆弾の前で手を左右に動かすと、白煙が漂った。

　発射音が止み、班員はまた前線基地と交信してから、ボトルを床に戻した。前方に手を伸ばして、粘着テープを剝はがす。片方、もう片方。爆弾が、壁から取り外される。場の緊張がマックスになった。

　班員が爆弾を両手で抱え、前線基地と交信しながらこちらを振り返った。何ごとも起こらない。

「冷凍成功」

　藤堂が告げ、ひよりは、知らないうちに握りしめてしまっていた手を開いた。

　班員は爆弾を一旦床に置き、立ち上がって爆発物処理タンクに歩み寄って蓋ふたを開けた。中から、白煙が流れ出る。こちらも、中身は液体窒素だ。爆弾をタンクに入れ、班員は蓋を閉めた。ほとんどの爆弾には起爆装置として電池や半導体が用いられており、液体窒素で氷点下まで冷却して起電力を失わせることができる。爆弾は爆発物処理タンクで冷却したまま安全な場所まで運ばれ、爆発させ処理される。

「解除完了」

　管理官が宣言し、梅崎ほかの捜査員が初めて緊張を緩めた。

「ヒヤヒヤさせやがって」

「迫田さん。血圧は大丈夫？」

　迫田と藤堂が言い、ひよりも、

「よかった。これで一安心ですね」

　と息をついて隣の惣一郎を見上げた。しかし惣一郎はこちらに目を向けず、梅崎に告げた。

「緒方たちに、会わせて下さい」

　迫田と藤堂が真顔に戻り、ひよりも一瞬忘れていた緒方たちの存在を思い出す。梅崎と惣一郎が歩きだし、ひよりたちも後を追った。

　緒方たちは、工事現場の敷地の隅にある二階建てのプレハブの事務所にいた。二カ所ある一階の引き戸の一枚を開け、梅崎を先頭に室内に入った。

「もう一度言う。お前たちの所属団体の名前と、目的を教えろ」

　鋭く、苛いら立だちを含んだ男性の声がひよりの耳に入る。言ったのは、こちらに背中を向けて立つ男性。昨日新宿中央署で事情聴取をしていた、ベテラン風の捜査員だ。隣には、こちらも昨日新宿中央署で見た若手捜査員もいる。もう一人別の捜査員と、五、六人の制服姿の警察官も立っていた。彼らに囲まれるようにして部屋の隅に固まっているのは、緒方と保仁、ネオコンベンションのアクアリウム事業部の社員らしき男二人と女一人、その横に古賀もいた。

「おっしゃる意味がわかりません。勤務先ということなら、ネオコンベンションとオオキ樹脂ですけど」

　はきはきと、緒方が返す。仕立てのいいスカートスーツで、昨日より濃いめにメイクをしている。進み出て、梅崎が告げた。

「爆弾は、発見して解除したぞ」

　緒方が、捜査員の肩越しにこちらを見る。表情は変わらない。保仁と社員の男女、古賀も同じだ。

「いきなり踏み込まれてここに連れて来られましたけど、爆弾だったんですか？　解除されたならよかった。お客様にも、ケガはなかったんですね？」

　緒方は問うたが、梅崎は無言。代わりに、惣一郎が口を開いた。

「団体名は、ブルーグローブ。目的は海洋生物の愛護団体を建前にした、テロ活動」

「ブルーグローブ？　なんですか、それ」

　緒方が訊きき返す。しかしひよりは、古賀の目が動揺したのを見逃さなかった。他の五人はスーツ姿だが、古賀はジャケットにカットソー、スラックスという格好だ。惣一郎も動揺に気づいたのか、古賀に向かって話した。

「三日前。あんたは工事現場で、ガラスに入れた『blue globe』ってブランド名を牧野刑事に、『魚たちを包むグローブ、って意味でしょう？』と訊かれ、『よくわかりましたね』と答えた。しかし牧野刑事が言ったのは、野球のグローブや手袋を意味する『glove』。『globe』は、地球や球って意味だ」

　言いながら、指で空に「glove」「globe」と書く。驚き、ひよりは訊たずねた。

「えっ。そうだったんですか？」

「基本中の基本。中学と高校で習う単語だ……アメリカでの研修経験のあるあんたが、なぜ気づかないのか。三日前は、牧野刑事に気を遣ったんだと思った。だが、違う。ブルーグローブは、ブランドだけじゃなく、あんたが所属してる海洋生物の愛護団体の名前だ。それをごまかすために、『よくわかりましたね』と答えたんだ」

「ち、違う」

　古賀が首を横に振り、隣の保仁をちらりと見た。保仁も、古賀に顔を向けたが無言だ。

「ブランドって、なんですか？　私は知りません。みんなは？」

　問いかけて、緒方がアクアリウム事業部の部下を見る。男二人と女一人が首を横に振り、「知りません」と返した。確信を得た様子で、緒方がなにか言おうとした。が、それより早く惣一郎は次の追及をした。

「緒方。昨日事情聴取の時に、『残念ながら火薬で爆弾をつくる暇も、病院に仕掛けに行く余裕もありませんでした』と話したのを覚えているか？　その通り、一昨日の事件の爆弾は、爆薬ではなく黒色火薬でできていた。しかし、公表はしていない。なぜ、わかったんだ？」

　ぱちん、と藤堂が指を鳴らした。

「Exactly.あの嫌味に、そんな手がかりがあったとは……緒方さん。確かに昨日、そうおっしゃいましたよ」

「ああ。俺も覚えてる」

　迫田が頷うなずき、追い込むように緒方を見据える。動じず、緒方は返した。

「話の流れで言っただけで、意味なんかありません」

「そうかな。普通は、『爆薬』って言いませんか？　だって『爆弾』なんだから」

　藤堂は疑問を呈したが、緒方は冷たく応酬した。

「言いがかりです。さっきから色々おっしゃってますけど、推測と思い込みだけって、わかってますか？　私たちは、間違ったことはしていません。テロ集団だと言うなら、証拠を提示して下さい。じゃないと、名誉毀き損そんで訴えますよ」

「証拠は、これだ」

　少し高揚した声で、今度は梅崎が言った。同時に、手帳を突き出す。開かれたページには、さっき宇野さんが描いた丸に十文字。アクアリウム事業部の男女がはっとして、古賀の顔色も変わるのがわかった。梅崎の後を、惣一郎が引き継ぐ。

「惑星記号の『地球』を青で描き、『青い地球』、つまりブルーグローブ。あんたたちのシンボルマークだ。中間慶一郎が左胸にこのマークのタトゥーを入れてるのを、大学の同級生が目撃していた。あんたたちも、同じタトゥーを入れてるな？　忠誠と服従、結束の印だ」

　緒方が沈黙した。捜査員たちが、じりっ、と緒方たちを取り囲む輪を縮める。

「身体検査は、拒否します。みんなも拒否して。これは任意捜査。強制的な身体検査は、違法よ」

　緒方が指示し、男女が身構える。その端で、裏返り気味の男の声が上がった。ひよりが目を向けると、いつの間に輪の中に入ったのか、迫田が片手で古賀の肩を押さえ、もう片方の手でカットソーの裾すそをつかんでいる。緒方が叫ぶ。

「やめて下さい！　訴えますよ」

「ああ、訴えろ。裁判でもなんでも、望むところだ。ただし、お前らが無罪シロならな！」

　言い返すなり、抵抗する古賀の手を振り払い、カットソーの裾を捲まくり上げた。露あらわになった白い左胸には、小さいが鮮やかな、丸に十文字の青いタトゥーが入っていた。

「ほらみろ！　あったぞ」

　裾を捲り上げたまま、迫田がこちらを振り向く。再び沈黙した緒方を、惣一郎が強い眼まな差ざしで見た。

「これでも、『間違ったことはしていません』か？」

　緒方は無言。ただ惣一郎を見返している。その横顔を、すがるように男女が見た。保仁も顔を向けてはいるが、目は見えない。

　また、古賀が声を上げた。しかし今度は低く、獣のうなり声のようだ。驚いて力を緩めた迫田を突き飛ばして脇に避よけ、ジャケットとカットソーを脱ぎ捨てた。ひよりたちが呆あつ気けに取られる中、握った拳こぶしの側面で裸の左胸のタトゥーをどん、と叩たたいた。

「緒方さん、言い返して下さいよ！　『俺たちは間違ってない。これは正義だ』って」

　横顔をみるみる紅潮させ、訴える。拳をタトゥーに当てたまま、古賀はさらに言った。

「人間に、魚たちの自由と命を奪う権利はない。俺たちは彼らを解き放ち、奪った命の代償を支払わせるんだ」

　どれも、一昨日の中間の言葉と同じだ。その事実に、ひよりは惣一郎の推測は正しかった、と確信を得るとともに、寒気を覚えた。

「古賀さん。どうして？　あなたは、水槽づくりのスペシャリストでしょう。なぜ、自分を否定するようなことをしたんですか」

　思わず問いかけると、古賀はこちらを見て返した。

「俺だって、自分の仕事に誇りと愛情を持っていた。でも、アメリカでひどい状態の水族館を見て、ショックを受けたんだ。一方で、その水族館のすぐ隣には、自由で手つかずの海が広がっていた。海や川を切り取って見せることに、なんの意味がある？　レーザー光線や音楽で、魚たちを飾り立ててどうする？　命は娯楽の対象にはならない」

「だからって」

「理屈じゃないんだよ！　俺は気づいたんだ。だから帰国して仕事を辞めようと思ったけど、家族に止められた。悩んで苦しんでる時に、緒方さんに会ったんだ。緒方さんは、『仕事は辞めなくていい。水族館づくりの現場にいる自分たちだからこそ、起こせる革命がある』って、ブルーグローブに誘ってくれたんだ。ですよね？」

　語るに連れ、うっとりしたような口調と表情になり、古賀は緒方を見た。まっすぐで甘えを含んだ、子どもが親を見るような眼差しだ。頷いて、緒方は返した。

「その通りよ。私たちは『シーシティ』という、もっとも罪深く醜いものをつくりあげ、愚かな行為に加担している水族館の関係者もろとも、それを吹き飛ばす。生命の源である海と、そこで暮らす魚たちのために」

　気がつくと、アクアリウム事業部の男女も、古賀と同じ目で緒方を見ていた。

「それが、今日の爆弾の目的か。そのために、映画館と大学、公園、デパート、病院に偽爆弾を仕掛けて、予行演習をしてきたんだ。あんた、狂ってるな」

　惣一郎が言った。最後の一フレーズから、本気で怒っていることが伝わってきた。

「狂っているのは、この世の中よ。私は、前の部署である会議の運営に携わった時に、水族館の実態と、海洋生物たちが置かれている環境を知ったの。腹が立って許せなくて、日本中の水族館に抗議をした。でも、まったく相手にされなかったわ。それで悟ったの。汚れた手に立ち向かうには、こちらも手を汚すしかない、って。直後に、会社にアクアリウム事業部の立ち上げを提案して、自分がリーダーになった。革命を起こすには、力と、同じ志の仲間が必要だから」

　緒方も語る。古賀とは違い、冷静で表情も動かない。さっきまで感じられた眼差しの熱も、いつの間にか消えていた。ふと、ひよりの胸に違和感が湧く。梅崎は言った。

「続きは署で聞く。爆発物取締罰則、火薬類取締法、及びテロ等準備法違反容疑で逮捕する」

　緒方に歩み寄り、手首に手錠をかけた。他の捜査員たちも動き、古賀に手錠をかけ、男女も取り押さえようとする。抵抗する者もいて、ちょっとした騒ぎになった。鎮めようと、迫田も加勢する。

「お前たちは終わりだ。革命なんか、起こせない」

　移動を促し、梅崎が緒方に告げた。緒方は無言。俯うつむいて歩きだし、ひよりの脇を抜ける。その時、緒方の口がかすかに動いた。

　えっ、笑った？　目の熱も、戻った気がした。しかしそれは一瞬で、緒方はすぐに無表情で静かな目になり、部屋を出て行った。

　なんだろう、今の。見間違い？　しかし、胸の違和感はどんどん増していく。それを梅崎に告げようか迷いながら、ひよりも事務所を出た。

「保仁さんは、どこに？」

　数歩歩いたところで、問いかけられた。いつの間に外に出たのか、杖つえをついた伊達が立っていた。

「どこって、部屋の中に」

　ひよりは振り返り、引き戸の窓から事務所を見た。男女と捜査員の騒ぎはまだ続いていて、惣一郎と藤堂も鎮めに向かう。しかし、保仁の姿はなかった。

「騒ぎに紛れて、あそこから出たんでしょうね」

　穏やかな表情で、伊達は事務所のもう一カ所の出入口を指した。確かに、引き戸が開いたままになっている。

「『出た』じゃなく、『逃げた』ですよ！」

　訂正して、ひよりは走りだした。引き戸の前を抜け、水族館の脇の通路に出た。左右を見ながら走っていると、裏手の搬入口に着いた。金属製の大きな扉は開かれ、捜査員と制服姿の警察官、一部を除いて建物に入るのが許可されたのか、工事の作業員もいた。その中に一人、知っている顔を見つけた。現場監督の井口さんだ。

「井口さん」

「ああ、刑事さん。大変でしたね。爆弾なんて、びっくりです」

　ヘルメットの縁に手をやって後ろの水族館を見て、井口さんは言った。ひよりは問うた。

「福地さんを、見ませんでしたか？」

「ええ。ちょっと前に、中ですれ違いましたよ」

「中のどこですか？」

「エレベーターホールです。下りのエレベーターに乗って行きました。声をかけたんだけど、無視されちゃって」

　返事を最後まで聞かず、ひよりはまた走りだした。

　搬入口から建物に入り、また左右を見る。通路の左手奥に、エレベーターホールが見えた。ダッシュで駆け寄り、壁のボタンを押した。エレベーターは二基あり、保仁が乗ったらしい一基が、地下から上がって来た。魚やイルカ、ペンギンなどが描かれた真新しくカラフルなドアが開き、ひよりは乗り込む。急いで「Ｂ１」と「閉」ボタンを押すと、扉はするすると閉まり、カゴは下降を始めた。

　チャイムとともに、カゴはすぐ地下一階に着いた。開いたドアから、駐車場に出る。四方をコンクリートに囲まれた広いスペースで、天井には蛍光灯とダクト、パイプが並んでいる。ひよりは中央の通路を進み、両側の、白いラインで区切られた駐車スペースを確認した。停まっている車は少なく、がらんとして、空調の音が響いていた。

　五分近くうろうろしてから、駐車場の奥に保仁を見つけた。白いワゴン車の後ろに、こちらに横顔を見せて立っている。ひよりはバッグの持ち手を握り、通路を駆けた。

「動かないで！」

　保仁が、振り向いた。近づいて行くと、ワゴン車のボディの脇には、「NEO CONVENTION」とペイントされ、トランクのドアが開いているのがわかった。

「動きませんよ。ここに用があって、来たんですから」

　前髪で半分近く覆われた顔をこちらに向け、保仁が返す。

「どうして逃げたんですか？　取調べを受けて、すべてを話して下さい。事実がどうであれ、迫田さんはきっと」

　説得を始めたひよりに、保仁はぽつりと言った。

「思い出したんです」

「はい？」

「これは、普段僕が乗っている車です。今朝は、緒方さんやアクアリウム事業部のみんなと、会社からこれで来ました。さっき警察の人がお披露目の会場に現れる前、緒方さんは僕に『忘れ物をしたから、車のカギを貸して』と言いました。緒方さんはすぐに戻って来たけど、なかなか車のカギを返してくれませんでした。同じキーホルダーに家や会社のロッカーのカギも付けてるから催促したら返してくれたけど、様子が変でした。事務所でみんなの話を聞いている間にそれを思い出して、ここに来たんです。そうしたら」

　言葉を切り、保仁は車のトランクを振り向いた。近づいて、ひよりもトランクを覗のぞいた。

　丸めたシートや図面、工具などが雑然と詰め込まれている。その真ん中に、箱のようなものがあった。すっぽり包むように、毛布がかけられている。

　中身を確認させるふりをして、襲うつもりかもしれない。警戒心が湧いて身構えると、保仁は気配に気づいたように、数歩横にずれた。警戒を緩めず目の端で保仁を見ながら、ひよりはトランクの中に身を乗り出して、毛布をめくった。

　現れたのは、プラスチック製のコンテナケースだった。蓋ふた付きで、半透明の白。中身はなにかと目をこらすと、薄茶色で極太の紙の筒が三本。黒い粘着テープで束ねられ、ケースの底に固定されている。筒の端には赤と青のコードが取りつけられていて、本体と蓋の隙間から、コンテナケースの外まで延びている。

「これって」

「爆弾ですね。ＴＮＴ、あるいはダイナマイト。大学時代に爆発物に関する講義を受けたので、確かです。外見から察するに威力は──」

「ストップ！」

　片手を上げ、ひよりは保仁を止めた。動どう悸きがして頭が混乱し、手足が冷たくなる。一いつ旦たん爆弾から視線を外し、頭を整理しようとした時、ジャケットのポケットでスマホが鳴った。画面には、「夏目さん」とある。すがるような気持ちで、通話ボタンをタップしてスマホを耳に当てた。

「夏目さん。大変です」

「牧野。今どこだ？」

　聞き慣れた声が問う。ひよりは返した。

「保仁さんを追って、地下の駐車場に来ました。ネオコンベンションの車に、爆弾が仕掛けられています。これが緒方たちの本当の目的で、さっきの爆弾は囮おとりだったんですよ。いま思えばですけど、仕掛けた場所がわかりやすすぎだし、『水族館の関係者もろとも、それを吹き飛ばす』って割には、爆薬の量が少なかった。なにより、連行される時に緒方は笑って──」

「落ち着け。どんな爆弾だ？」

「ええと」

　ひよりがコンテナケースの前に戻ろうとすると、ごそごそと気配があり、電話の相手が替わった。

「もしもし、ひよこちゃん？　慌てなくていいから、僕のスマホとビデオ通話でつなごう。爆弾は、僕が見る」

　藤堂だ。ほっとして「はい」と返し、一旦電話を切ってビデオ通話のアプリを立ち上げ、藤堂とつないだ。スマホの画面に、藤堂と惣一郎、迫田、梅崎、伊達が映る。まだ事務所にいるらしいが、捜査員が連行したのか、男女の姿はなかった。

　ひよりは一昨日と同じように体の前にスマホを構え、ワゴン車のトランクの前に戻った。腕を伸ばしてレンズをコンテナケースに近づけ、中の爆弾を撮影する。

「ほほう。これは」

　言いかけて、藤堂が黙る。画面の端の梅崎も、息を吞のんだのがわかった。

「すごい爆薬の量ですよね？　どうしたら」

「まずは、起爆装置を確認しよう。ケースの中には、ないみたいだね」

「はい」

　そう答え、ケースにかかっている毛布を全部はがす。片手でスマホを構えたままなので手間取っていると、迫田が言った。

「緒方たちのスマホは没収済みだし、外の仲間もボスが捕まっちまった今、逃げるか隠れるかしてるんじゃねえか？　だとすれば、爆発する可能性は低いだろう」

「ですよね」

　少し気が楽になって返し、ひよりははがした毛布を脇に置いた。後ろから、保仁が見ているのがわかる。コンテナケースの蓋の上には、スマホはなかった。

「あれ？」

　怪け訝げんに思いながら、ひよりは身をかがめてケースの側面を撮影した。と、藤堂が、

「ちょっと待って」

　と言い、ひよりもケースの側面のものに気づいた。爆弾同様、粘着テープで貼り付けられていて、スマホよりも小さくて薄い。身を乗り出してレンズを近づけると、まさかのキッチンタイマー。爆弾から延びたコードは、キッチンタイマーの裏に接続されていた。

「ウソ!?」

　思わず声を上げると、スマホの画面のおじさんたちも、どよめいた。

「なんでだよ！」

「スマホを没収されると、想定していたんだろうね。予行演習の偽爆弾にも、ちゃんと意味があった、ってことだ。それに、爆発物が一つ発見されたら、警察はもう一つを探そうとはしないと観察してわかったんだろう。緒方は、やはりクレバーだ」

　迫田と藤堂がコメントし、惣一郎も言った。

「感心してる場合ですか。牧野、タイマーを確認しろ」

「はい」

　ひよりはコンテナケースと車のドアの隙間に身を滑り込ませ、ピンクのキッチンタイマーの液晶画面を撮影し、自分でも見た。タイマーは動いていて、残りは七分五十秒。目を剝むき、迫田がわめいた。

「時限爆弾かよ！　いつセットしたんだ？　まさか、保仁が」

「わかりません。保仁さんは、緒方は捜査員が来る前に車のカギを持って姿を消してまた戻って来た、と話しています。それが本当なら、緒方はここに来て、キッチンタイマーをセットしたんでしょう」

「牧野、いま行く。爆発物処理班も連れて行くから、保仁さんと退避して」

　言いながら動きだそうとした梅崎を、藤堂が止めた。

「いや、ダメだ。もう爆発物処理班は帰路についているだろうし、事情を説明して呼び戻している間に、タイムオーバーになってしまう。建物にいる全員を退避させるのも難しいし、ひよこちゃんが、車ごと爆弾を移動させるしかない」

「えっ？」

　思わず、ひよりは訊きき返した。梅崎が、再び動こうとする。

「牧野には無理です。僕が運転して、移動させます」

「やります！」

　気がつくと、言っていた。思わず、「牧野には無理です」に反応してしまったのだろう。すると、無言でこちらを見ていた惣一郎が口を開いた。

「できるのか？　移動中に爆発したら、大惨事になるぞ」

「わかっています。誰も巻き込まないと、約束します」

「よく言った！　さすがは俺らの弟子だ。ド～ンと行け。万が一の場合は、俺が骨を拾ってやる」

「迫田さん、不吉なこと言わないで。ひよこちゃん、大丈夫だよ。手始めに、そっちのキッチンタイマーと、こっちのスマホのタイマーを同期させよう」

　藤堂が提案し、隣の惣一郎を振り向いた。惣一郎はひよりを見て、もう一度訊たずねた。

「いいんだな？」

「はい」

　頷うなずき、惣一郎は自分のスマホの画面を見た。惣一郎はタイマーのアプリを立ち上げて六分に設定し、ひよりがキッチンタイマーが残り六分になった瞬間に合図したのを受けて、アプリのスタートボタンを押した。

　トランクのドアを閉め、ひよりは保仁から車のキーを受け取った。

「お父さんのところに、戻って下さい」

　保仁に告げて、ひよりは車のドアを開けて乗り込もうとした。

「やめろ！」

　男性の声にぎょっとして、手の中のスマホから聞こえたのだと気づいた。スマホを構え直すと、梅崎が厳しい顔でひよりを見ていた。

「やっぱりダメだ。無謀すぎる」

「大丈夫です。運転には、自信があるし」

「小橋も、『大丈夫です』と言ったんだ。だから俺は、つい許可してしまった。そうしたら土砂が押し寄せて、小橋は……俺さえ、許可しなければ。『行ってこい』なんて、あいつを送り出したりしなければ」

「小橋さんの時と、今は違います」

「違わない！　お前は、あの時の小橋と同じ目をしている」

　声は震え、細い目が潤んでいるのもわかった。こんな梅崎を見るのは、初めてだ。

　ああ、そうか。梅崎さんは、女性警察官に小橋さんを重ねていたんだ。現場で私たちを見る度に、小橋さんの事件を思い出していたんだ。どんなに辛つらくて、悲しかっただろう。私たちを嫌っていたのでも、拒絶していたのでもない。心配で心配で、仕方がなかったんだ。そう思ったら、胸が締めつけられた。同時に、「牧野なら、きっと梅崎さんを変えられる」という原田の言葉を思い出した。

「私は、生きて帰って来ます。それが、送り出してくれた仲間への義務です」

　そう告げると、梅崎ははっとした。これまでの梅崎とのやり取りや、メゾン・ド・ポリスのおじさんたちとの捜査が、脳のう裡りをよぎる。

「残り時間、四分五十三秒」

　スマホのタイマーに視線を落とし、惣一郎が告げる。まだ迷っている様子の梅崎の肩を、伊達がぽんぽんと叩たたく。心を決めた様子で、梅崎が頷いた。

「わかった。行ってこい。本当に、生きて帰るんだぞ」

「了解です」

　ひよりは返し、車に乗り込んだ。スマホをダッシュボードの上に置き、シートベルトを締めてエンジンをかけた。保仁が脇に避よけたので、ハンドルを握って車を出した。

「で、どこに行くんだ？　確か北の方に、デカい埋め立て地があったな。あそこに車を突っ込めばいい」

　通路を走りだすと、スピーカーから迫田の声がした。藤堂も言う。

「いや。あっちは道が混むから、タイムリミットまでに辿たどり着けない。それより、計算しなきゃいけないことが」

「まず、建物を出ろ。いま、タイマーを見ながら地図アプリもチェックしてる」

　惣一郎に命じられ、ひよりは通路を進んだ。誰もいないのを確認し、スピードを上げる。突き当たりの坂を上り、地上に出た。水族館の裏手のようで、前に一方通行の狭い通りが走っている。ひよりは、車を通りに進めた。通行人も車もおらず、またスピードを上げる。残り時間は、四分を切っているはずだ。

　前方にＴ字路が見えてきた。スマホに向かい、ひよりは問いかけた。

「Ｔ字路です。どっちに行きます？」

「左だ」

　また命じられ、ひよりはＴ字路を左折した。大きな通りに出て、車が増える。ひよりはスピードを緩めず、前の車を追い抜くために、隣の車線に割り込んだ。後ろの車が、急ブレーキをかける。さらにスピードを上げて追突を避け、ひよりはハンドルを切って元の車線に戻った。今度は追い抜いた車が急ブレーキをかけ、激しくクラクションを鳴らした。心臓がばくばくして、腋わきからどっと汗が流れるのがわかった。スマホがダッシュボードの上を滑り、迫田がわめく。

「おい、無茶するな！」

「無茶しなきゃ、ここで爆発します」

　言い返し、ひよりはハンドルを握り直した。その後も、急ブレーキとクラクションの音の中、追い越しを繰り返して通りを疾走していると、惣一郎の声がした。

「そのまま突き当たりまで行って、橋から埠ふ頭とうに渡れ。爆発まで、残り三分だ」

「『爆発』って言い方は、焦るからやめて下さい。海に行くんですね」

　幸い、東京湾にかかる橋に他に車はいなかった。フルスピードで渡り終え、埠頭に渡った。車外の景色が、青や緑のコンテナと倉庫に変わる。惣一郎が言う。

「あと二分で爆発」

「だから、言い方！　埠頭に着きました。誰もいない場所を、見つければいいんでしょう？」

「そうだ。最初の角を左に曲がって、突き当たりも左に行け。広いコンテナ置き場に出る。そこがゴールだ」

　惣一郎の地図アプリを覗のぞいたのか、梅崎が指示してくれる。その声の落ち着いたトーンに、ひよりの心臓のばくばくは少し収まった。と、ずっと黙っていた藤堂が口を開いた。

「やっと計算が終わったよ。爆弾のビジュアルを元に、爆発時のインパクトを算出した。結果、爆発時の爆風は、半径約三十メートルに及ぶと判明。つまり、ひよこちゃんは車を降りてから三十メートル以上離れないと、爆発に巻き込まれる」

「コンテナ置き場に着いてから爆発までは、何秒ぐらい残っていそうですか？」

　訊ねながら角を左に曲がる。めちゃくちゃな運転にも、だんだん慣れてきた。すぐに突き当たったので、左側のコンテナ置き場に入った。

「コンテナ置き場のどこで停まるか、にもよるが、約五秒」

　淡々と、こちらを気遣う様子は微み塵じんも感じさせない声で、惣一郎が返す。

「五秒!?　三十メートルを五秒で走れ、って言うんですか？　絶対無理！」

「騒ぐな。一つだけ、手がある……藤堂さん。三十メートル離れなくても、身を隠せる場所に行けばいいんでしょう？」

「理論上はね」

「それって、つまり」

　惣一郎の言う「手」が何を指すのか悟り、ひよりの心臓はまたばくばくしだす。

　ウソでしょ。でも、助かるにはそれしか……。うろたえながらも前進し、周りを見た。確かに広く人ひと気けもないが、あちこちにコンテナが積んであって、なにもない場所がない。少しスピードを落とし通路を進んでいると、惣一郎がカウントダウンを始めた。

「残り三十秒。二十九、二十八、二十七」

　焦って、ひよりはまたアクセルを踏んだ。通路の端まで来ると、視界が開けた。岸壁の手前の一角には、なにも置かれていない。その先は、黒々とした海だ。岸壁の縁石の前まで行き、ひよりは車を停めた。

「──十五、十四、十三」

　カウントダウンを聞きながら、これまで生きてきた中で一番の速さでシートベルトを外し、車のドアを開けた。手ぶらで地面に飛び降り、転がるように前進する。

「──六、五──牧野、飛べ！」

　後ろで惣一郎が叫ぶのが聞こえるのと、ひよりが岸壁に着くのが同時だった。縁石を思いきり蹴けり、ひよりは海に飛び込んだ。

　顔と体が海面にぶつかり、視界が曇って耳が塞ふさがれたような感覚になる。ひよりは無我夢中で両腕で海水をかき、足もバタつかせて深く、深くと潜った。次の瞬間、どおん、と音がして頭上が明るくなり、体にも震動が伝わってきた。ぼんぼんと、海面になにか降って来る。ひよりはさらに深く、遠くへと濁った水の中で腕と足を動かした。しかしすぐに息が続かなくなり、水面に上がった。

　水から顔を出すのと同時に、口を開けて息を吸った。一緒に開いた目には海水が流れ込み、視界はぼやけていたが、岸壁の向こうでオレンジ色の炎と真っ黒な煙が上がっているのがわかった。

　なにも考えられず、波にもまれながら立ち泳ぎをした。周りの海面には、車の一部らしき、ひしゃげた金属が浮いている。五分もせずに、濡ぬれたスーツが重くて、手足が動かなくなってきた。体温も下がり、唇が震えた。浮いているのに必死で、声は出ない。「爆死じゃなく、溺でき死し？」そう思った刹せつ那な、

「なんだ、今のは」

「爆発したぞ！」

「ケガ人はいないか!?」

　敷地の奥から男性の声がして、足音も聞こえた。コンテナ置き場の反対側には、フェリー乗り場があるはずだ。

「助けて！」

　最後の力を振り絞って叫び、海面を叩いた。

「おい。人が浮いてるぞ！」

　一人が気づき、岸壁に駆け寄って来てくれた。

　助かった。そう感じるのと同時に、全身の力が抜けて沈みそうになり、焦って手と足で海水をかいた。岸壁の向こうの炎と煙は続いていて、火薬とガソリンの臭いが鼻をついた。




　くしゃん、とくしゃみをしたとたん、大量の鼻水が出た。手のひらで拭ぬぐおうとしたひよりの目に前に、ポケットティッシュが差し出された。振り向くと、白衣姿の藤堂がいた。

「ありがとうございます」

　礼を言って片手でポケットティッシュを受け取り、もう片方の手で体に巻き付けた毛布の前を合わせた。

「ここはもういいから、帰って着替えろ」

　通りかかった梅崎が、声をかけてきた。両手に白手袋をはめている。前方の岸壁には、車の残ざん骸がい。屋根とシートは吹き飛ばされ、残ったフレームもぐんにゃりと曲がって、タイヤは焼け焦げている。それを、大勢の捜査員と鑑識課員が囲んでいた。

　爆発から約一時間。あの後、フェリー乗り場の職員が駆けつけて来て、ひよりを海中から引き上げてくれた。直後に梅崎とおじさんたち、捜査本部の捜査員も到着、一緒に消防車も来て炎上した車の消火活動が行われた。現場は封鎖され、ただちに捜査が開始された。ひよりはフェリー乗り場の職員が貸してくれた毛布にくるまり、捜査員から事情聴取を受けた。

「牧野」

「はい」

「よくやった。仲間との義務も、果たしたな」

　梅崎が言った。ちゃんと目を見て、名前も呼んでくれた。返事をしようとしたが、梅崎は背の高い捜査員、浅野と車の残骸に歩いて行った。

　寒いし、服も髪も濡れたままだったが立ち去る気にはなれず、ひよりは洟はなをかみながら周囲を見回した。ケガ人は出なかったものの、そこら中に車の破片が散乱し、後方のコンテナのいくつかは吹き飛ばされたり、ヘこんだりしていた。陽の傾きかけた空を、マスコミのヘリコプターが数機飛んでいる。

「しかし、危機一髪だったね。僕がついていながら、申し訳ない」

　藤堂が頭を下げた。ひよりは洟をかんだティッシュを丸めて、首を横に振った。

「とんでもない。藤堂さんのお陰で、大惨事を避けられました。それに『やります』と言ったのは、私だし」

「その通り。アクション映画かよ、な運転はさておき、ひよっこの割には、上出来だ。まあ、俺らのナビもよかったんだけどな」

　藤堂の隣から、迫田が顔を出した。漂う火薬とガソリン臭を払うためか、扇子を動かしている。

「迫田さんの声は、ほとんど聞こえませんでしたけどね……夏目さん。タイムキーパーと道案内を、ありがとうございました」

　そう告げて、ひよりは藤堂とは反対側の隣を見上げた。車の残骸に目を向けたまま、惣一郎はぶっきらぼうに返した。

「最後の五秒で、俺以外の全員の寿命が縮まった。誰かが早死にしたら、責任取れよ」

「はい？　それってどういう」

「またまた。すごい爆音がして電話が切れて、一番うろたえてたのは夏目くんじゃない。何度もひよこちゃんの名前を呼んで、一人で飛び出して行こうとして」

　喋しやべりだした藤堂を、

「伊達さんがいません。迷子になった可能性があります」

　と遮り、惣一郎は回れ右をして歩きだした。藤堂と迫田も歩きだし、ひよりも心配になって付いて行く。

　コンテナ置き場を入ってすぐの場所に警察車両とメゾン・ド・ポリスのワゴン車が停まっていて、伊達はその前に立っていた。隣には、保仁もいる。

「ひよこちゃんと別れてすぐに、保仁さんが事務所に戻って来たんだ。ひよこちゃんをすごく心配してたし、梅崎さんも一緒だったから、僕らの車に乗せて来た」

　驚くひよりに、藤堂が説明してくれた。容疑者の一人である保仁を車に残しておくのはあり得ないが、たぶん伊達に「私が見ています」とかなんとか言われ、梅崎も拒否できなかったのだろう。伊達が言った。

「みなさんを待っている間に、話を聞きました。緒方は、保仁さんが紹介した人の中から仲間に引き込めそうな相手を選んで声をかけ、洗脳していたようです。保仁さん自身は洗脳されず、ブルーグローブもブランドの名前という認識しかなかったとか。ですよね？」

「はい」

　保仁は頷うなずき、こちらに顔を向けた。ひよりは訊たずねた。

「じゃあ、保仁さんは利用されていただけ？　これまでの計画は、なにも知らなかった、ってことですか？」

「信じてもらえないかもしれないけど、そうです。僕は、テロリストじゃない」

　最後の一フレーズは、きっぱりと言う。すると、迫田が進み出た。

「ならどうして、昨日そう答えなかった？　『やってない』なら『やってない』と、なぜ言わないんだ」

　保仁さんは無言。沈黙が流れ、迫田は怒った。

「返事をしろ！」

　手を伸ばして、扇子で保仁さんの頭を叩たたこうとする。しかし昨日と同じパターンなので、保仁さんはひょい、と避よけた。

「この野郎！」

　迫田がつかみかかり、ひよりは「やめて下さい！」と止める。惣一郎と藤堂も止めようとしたが迫田はわめき続け、保仁さんはぽかん。これで伊達さんがガラケーを出したら、完全に昨日と同じパターンだ。そう思い、ひよりがうんざりした時、

「いい加減にしなさい！」

　と、よく通る声がして、伊達たちの後ろから女性が早歩きで近づいて来た。歳は六十代前半。小柄小太りの体を、ハーフコートとお腹周りがたっぷりしたブラウス、ロングスカートで包み、白いものが混じったショートカットの髪にはパーマをかけて、ボリュームを出している。

「葉よう子こ」

「お母さん」

　迫田と保仁さんが同時に言い、ひよりと藤堂は「えっ！」と声を上げた。にこにこと、伊達が紹介する。

「福地葉子さん。迫田さんの元奥様で、保仁さんのお母さんです。今日の事件をニュースでご覧になって心配になり、先ほど連絡を下さいました。いい機会ですし、おいでいただいた次第です……話は通しておきましたが、警備の警察官に失礼はありませんでしたか？」

「ええ。伊達さんのお名前を出したら、すぐにここに通してくれました……はじめまして、福地です。いつも迫田がお世話になっています。この度は、息子まで」

　伊達に答えた後こちらに向き直り、葉子さんが丁寧に会釈をする。すばやく白衣の乱れを整え、藤堂が笑顔で恭うやうやしく一礼した。

「はじめまして、藤堂です。こちらこそ、お世話になっています」

　ひよりと惣一郎は突然の展開に面くらい、会釈を返すのが精一杯だ。挨あい拶さつを終え、葉子さんは、呆ぼう然ぜんと自分を見ている迫田と保仁さんに向き直った。

「会話に詰まると、怒るか黙るか。まともにコミュニケーションが取れないの？　本当にそっくりね、あなたたちは」

　テンポよく捲まくし立て、強い目で元夫と息子を見る。顎あごには肉が付いていて、シワやシミも多いが、若い頃は「かわいい」と言われたであろう顔立ちだ。

　迫田さん。いろいろ相あい容いれない部分は多いけど、女性の趣味はいいかも。ひよりが感心していると、迫田はむっとした様子で葉子さんに言い返そうとした。それより早く、葉子さんはぴしゃりと告げた。

「私じゃなく、保仁と話して。あなたの息子よ」

　言葉に詰まり、迫田は口を閉じた。おずおずと、保仁さんを見る。保仁さんが言った。

「僕はお父さんに、迷惑をかけてしまうかもしれない。僕が紹介した人たちが、罪を犯してしまった。お父さんは、元警察官で今も捜査を手伝っているのに」

　翻訳文のような不自然な言葉に、ぎくしゃくとした口調。でもこれが本当の保仁さんで、心の内を正直にぶつけているのがわかった。一いつ旦たん目をそらして鼻をすすった後、迫田は返した。

「心配するな。真実が明らかになれば、きっとわかってもらえる。それに、息子が親に迷惑をかけるのは当たり前だ」

「本当に？」

「ああ。お前はただ、正直に話せばいい。あとは、俺が守ってやるから」

　きっぱりと答え、迫田はまた保仁さんの頭に手を伸ばした。しかし叩くのではなく、手のひらで長い前髪をくしゃくしゃと撫なでる。現れたのは、つぶらで睫まつ毛げが長い、見ようによっては迫田に似た目。その目を迫田にまっすぐに向け、保仁さんは頷いた。

「はい」

　迫田と保仁さんの間に、ぎこちなく照れ臭そうな、それでも親密な空気が流れる。

　二人は、親子に戻った。ひよりはそう感じた。藤堂も「impressive」と言って拍手し、伊達も嬉うれしそうだ。ただ惣一郎は、ひよりには感情の読めない顔で、二人をじっと見ていた。

　少しして梅崎が来て、保仁さんを捜査本部に連れて行くことになった。葉子さんも「一緒に行く」と言い、三人は歩きだした。

「そうそう」

　ふいに、葉子さんが戻って来た。どうしたのかと、顔を向けた迫田に言う。

「一度言っておきたかったんだけど、私が離婚を申し出た理由。仕事人間のあなたに嫌気がさした、と思ってるなら、違うから」

「えっ？」

　思わず訊きき返した迫田に、葉子さんはさらに言った。

「むしろ現役時代の方が、世話がなくてよかった。定年間近になって、あなたは定時で帰って来たり、休みの日に家にいることが多くなった。当然私の家事の手間も増えて、そのとき思ったの。『この人にとっては、食事も着替えも出てきて当たり前。なんでも全自動だと思ってて、自分からはなにもしない。これからは死ぬまで、こういう生活が続くんだ』って。そうしたらなんだか、うんざりしちゃって。そんな矢先、私は風邪を引いて寝込んだのよ。でも、仕事から帰ってきたあなたは、なんて言ったと思う？」

　迫田は無言。覚えていないのだろう。「だと思った」という顔で頷き、葉子さんは続けた。

「『俺のメシは？』。その瞬間、『別れよう』って決めたのよ。文句ある？　あるなら聞くけど」

　挑むような問いかけに、迫田はなにも答えられない。うろたえ、ショックも受けたような様子で、葉子さんを見返すだけだ。捜査中には、絶対に見せない姿だろう。

「じゃあね……こんな人ですけど、よろしくお願いします」

　言いたいことだけ言って、こちらにまた会釈をし、葉子さんは小走りで保仁さんを追いかけて行った。その背中に伊達が手を振り、迫田とひより、他のおじさんたちは啞あ然ぜんと見送った。
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　期待しないで行ったが、〈ICE MOON〉の看板には、明かりが点ともっていた。はやる気持ちを抑え、ドアを開けると、

「いらっしゃいませ」

　と、瀬せ川がわ草介が出迎えてくれた。白い壁に、磨き上げられた木のカウンター。その向こうで、黒いプラスチックフレームのメガネをかけ、白いシャツに黒いスラックス、黒のギャルソンエプロンという姿の草介が立っている。以前来た時と、なにも変わらない。ほっとして、ひよりは黒革のスツールに腰かけた。

「よかった。いつから営業を再開したの？」

「今夜からです。ご迷惑をおかけしました。ひよりさんは、今日起きた爆弾事件の捜査に加わっていたそうですね。ナナさんに聞きました」

「ナナちゃん、来てるの？」

　店内を見回したが、ひより以外に客はいない。ＢＧＭは今夜も、ボリュームを絞り気味のジャズだ。草介が頷うなずいた。

「はい。『私が、犯人を突き止める手助けをした』って、自慢されてました。『事件は夕刊にも載ってましたよ』と言ったら、『買って来る』とさっきコンビニに行かれました。正確には、どこかの方言で話してましたけど」

「ああ。博多弁ね」

「そうです」

　草介が言い、目が合うと二人で笑った。

　保仁さんと葉子さんが去った後、ひよりも梅崎に断って現場を後にし、メゾン・ド・ポリスの車で官舎に送ってもらった。シャワーを浴びて着替えて柳町北署に行き、新木に今日の出来事を報告し、細かな仕事をこなして帰路についた。まっすぐ帰る気がせず、ここに寄ったのだが、今夜から営業再開とはついている。

　ほっとしたら今日の出来事、とくに車の運転中と海に飛び込んだ時のことを思い出し、リアルタイムでは感じなかった緊張と恐怖が湧いてきた。危うく取り乱しそうになり、ひよりは顔を上げた。

「大丈夫ですか？」

　おしぼりを差し出しながら草介が訊いてきたので、笑顔で頷いた。

「うん。またここに来られて、嬉しい。ずっと草介さんのカクテルが飲みたい、って思ってたのよ」

「ありがとうございます。なにを、つくりましょうか？」

「前に、私をイメージしたカクテルをつくった、って言ってたわよね。ドタバタしてて、まだ飲ませてもらってないけど。それを頼んでもいい？」

「あれですか。残念ですが、お出しできません」

　戸惑って見返すと、草介は頭を搔かいて続けた。

「実は、休業してカクテルのコンテストに出ていたんです。オリジナルのものをつくる審査もあってひよりさんをイメージしたカクテルで挑戦したんですけど、落選しちゃって。だから、新しいレシピでつくり直させて下さい。前のよりもっと、おいしいのを考えます」

「そうだったの。ちょっと残念だけど、そういうことなら新しいのを待ってる。じゃあ今夜は、ホット・カンパリをお願い。訳があって、温まりたい気分なの」

「かしこまりました。体の芯しんから、ぽかぽかするようなものをつくります」

　口の端を上げて微笑み、草介は手を動かし始めた。

　凹凸は乏しいが、整ったつくりの目鼻立ち。この人の顔、好きだなあ、とひよりは思う。和むというか、安らぐというか、ずっと見ていられる。この店があるから、どんな現場や事件にも立ち向かっていける。こことメゾン・ド・ポリスが、今の自分にはなくてはならない場所なのだ。そう確信したら、緊張も恐怖も消えて、明日からもやっていけそうな気がした。

「ただいまっちゃ！」

　ばたんとドアが開き、店内にナナの声が響いた。
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「辞令。警視庁柳町北署警備課、梅崎赳夫警部補。本日付で、警部に任命する」

　おごそかに読み上げ、警視総監は演台の向かいに立つ梅崎に長方形の辞令を差し出した。スーツ姿の梅崎は右手、左手の順に辞令の端を持ち、両手で胸の前に引き下げたあと、左手に持ち替えて脇に挟み、二歩下がってから背筋をぴんと伸ばして、上体を十五度傾けて「室内の敬礼」をした。そのままくるりと体を反転させ、演壇を降りて行く。心の中で拍手をして、ひよりは梅崎の姿を目で追った。

「なあ。この、定年の時に一律で一階級昇進するやつ。もはや、形だけだよなあ。昔は退職金に反映されてたけど、顰ひん蹙しゆくを買ってやめたんだろ？」

　隣の席から、原田が語りかけてきた。一緒にヘアスタイリング剤と柔軟剤の匂いが押し寄せて来て、ひよりは前を向いたまま顔をしかめ、

「しっ」

　と返した。演壇を降りた梅崎は通路から、自分の席に戻る。座っていても、背筋は伸ばしたままだ。

　三月末日。東京・霞かすみが関せきの、警視庁本部庁舎。広い部屋の奥に演壇がセットされ、上に金きん屛びよう風ぶと演台が置かれている。両脇に制服を着た本庁の幹部が座り、金屛風の上には、「警視庁退職者表彰式」と書かれた紙が貼られていた。演台には、高そうなスーツを着た警視総監が立ち、向かいにずらりと並んだ椅子に座っているのは、今日をもって警視庁を定年退職する警察職員だ。

　参加した職員が全員辞令を受け取り、表彰式は終わった。後ろの席に座っていたひよりと原田が廊下で待っていると、梅崎が出て来た。

「おめでとうございます」

　ベージュのパンツスーツを着たひよりは頭を下げ、細身のスーツ姿の原田も、

「お疲れ様です」

　と一礼して出迎えた。梅崎は照れ臭そうな顔になって、バッグを腋わきの下に挟んだ。

「なんだ、来てたのか」

「そりゃ、来ますよ。梅崎さんの、新たな門出ですから」

　原田が返し、梅崎はさらに言う。

「『うるさいのがいなくなって、せいせいする』って、思ってるんだろ」

「思ってる訳ないじゃないですか。俺も牧野も、寂しくて寂しくて」

　大おお袈げ裟さな身振りで訴えようとした原田だったが、「いてて」と顔をしかめて腰をさすった。

「大丈夫ですか？　無理しちゃダメですよ。まだ、本調子じゃないんですから」

　ひよりに注意され、原田は「おふくろかよ」と突っ込んだ。やり取りを、梅崎が見守っている。廊下では、他にも大勢の退職者と見送りの職員が言葉を交わしていた。時刻は午前十一時前だ。

　有明の爆弾事件から、二週間。原田は十日ほど前に入院していた病院を退院し、職場復帰した。顔の傷は治りかけているが、右手にはまだサポーターをしていて、体の節々も時々痛むらしい。

　あの後、逮捕された緒方は口をつぐんでいたが、古賀やアクアリウム事業部の男女は取調べに対して自供を始めた。緒方は保仁さんを通じて仲間を集めていた他、マリンスポーツやマリンレジャーのイベントを主催して自然環境や海洋生物について語り、興味を持った人も勧誘していた。判明したブルーグローブのメンバー数は、五十人ほど。緒方の他は二十代、三十代ばかりで、八割は男。全員左胸に丸に十文字の青いタトゥーを入れており、爆発物の知識を持った人もいた。古賀は緒方の右腕として、「シーシティ」爆破計画の指揮を執り、有明マリンプレイスの現場をアジトにして、仕事の後や休日に工事作業員を装わせた仲間を引き込み、爆弾づくりを行っていた。逮捕、または任意同行を求められたブルーグローブのメンバーのほとんどは、取調べの途中で我に返り、反省したり、「とんでもないことをしてしまった」と後悔したりしている。しかし古賀だけは頑として「あれは革命で、正義だ」と主張しており、それを聞かされた緒方は無言で、かすかに微笑んだという。これから、さらなる取調べが行われる予定だ。

　他の退職者、見送りの職員と一緒に下りのエレベーターに乗った。

「そうそう。美玲ちゃんが、『牧野さんと梅崎さんに、よろしく』って言ってました」

　カゴが下降を始め、原田が言った。梅崎が返す。

「こっちも、『よろしく』と言っていたと伝えてくれ。結婚するんだろ？」

「まあ、ゆくゆくは。今回の事件で絆きずなが一層強まったっていうか、美玲ちゃんも『デカの妻の覚悟ができた』とか言ってるし」

　顔をゆるめ、サポーターの手で頭を搔く。漂うヘアスタイリング剤と柔軟剤の匂いに、鼻を押さえてこちらを振り向く人がいた。

「そうか。きっといい夫婦になる。『似たもの夫婦』ってやつだ」

　梅崎が言う。「『似たもの夫婦』ってやつだ」は独り言めいていて、ひよりはおかしくなり、肩にかけた新しいバッグを揺すり上げながら噴き出してしまう。二週間前の事件で以前使っていたバッグは爆破されてしまったので、スマホと一緒に買い直した。

　怪け訝げんそうな原田をごまかしているうちに、一階に着いた。エントランスホールから本部庁舎の玄関に進み、外に出る。

「じゃあ、僕は署に戻ります。梅崎さん、本当にお疲れ様でした。牧野、みなさんによろしくな」

　そう告げて原田はまた頭を下げ、立ち去った。その後ろ姿を見送り、梅崎は首を傾げた。

「『みなさん』？」

「こっちです」

　ひよりは告げ、梅崎と本部庁舎の敷地を出る。目の前には桜さくら田だ通りが走り、向かいの赤いレンガ造りの建物は法務省の図書館だ。

「よう」

　地下鉄・桜さくら田だ門もん駅の出入口の脇に、迫田が立っていた。スーツを着て、扇子を持っている。

「先日はどうも……ひよこちゃん。今日のメイク、いいね」

　迫田の隣には、白衣姿の藤堂。ひよりに投げキスをしてくる。その隣の伊達は、新緑色のコットンニットを着て、本部庁舎を懐かしそうに見上げていた。このところ急に気温が上がり、春めいてきた。今日は晴天で、歩道を行き来する人も軽装だ。

　惣一郎が無言で頭を下げ、その隣から、

「この度は、おめでとうございます。どうしてもご挨あい拶さつしたくて、私も来ちゃいました。はい、これ。お花は私のチョイスです」

　と捲まくし立てながら進み出て、大きな花束を差し出したのは高平だ。今日のアームカバーは、宝船柄。門出を祝うという意味か。花束を受け取り、梅崎は驚いたように、おじさんたちを見た。

「ありがとうございます。わざわざ、来て下さったんですか」

「ひとこと、礼を言いたくてな。保仁のことだ。口下手なあいつを、フォローしてくれただろ？　保仁が『緒方たちに利用されただけで、ブルーグローブとも爆弾事件とも無関係』と判断されて罪に問われなそうなのは、あんたのお陰だ」

　迫田は告げ、扇子をポケットにしまって頭を下げた。梅崎が、首を横に振る。

「いえ、僕はなにも。保仁さんは、きちんと自分の口で真相を語っていましたよ。決定的だったのは、緒方の『福地さんは勧誘していない』という証言ですが」

「それ、不思議だったんですよね。なんで保仁さんだけ、例外だったんでしょうか」

　ひよりが疑問を呈し、迫田は「わからん」と返した。梅崎が言う。

「想像ですが、保仁さんに迫田さんの影というか、『警察官の血』を感じたんじゃないでしょうか。事情聴取を受けた時に、保仁さんの原体験の話をしていましたし。警察官にならなくても、迫田さんの哲学や生き様はちゃんと保仁さんに受け継がれていた、ということです」

「『警察官の血』か。科学的根拠は皆無だけど、いい言葉だね。僕は好きだな」

　藤堂がコメントし、迫田は、

「どうだかな」

　と鼻を鳴らす。でも、まんざらでもなさそうだ。捜査の手は、ネオコンベンション全体にも及ぶため、有明マリンプレイスの工事と運営は別の会社が受け継ぐという。保仁さんも会社を辞めることになりそうだが、藤堂曰いわく「彼もある意味被害者。優秀な人だし、必ず新たな職場が見つかる」。

「はい！」

　挙手して、また高平が進み出た。

「迫田さんは最近、家事を覚えようとしている模様です。昨日も洗濯機の前で固まってたから、声をかけたら逃げちゃいましたけど」

「おい。いい加減なことを言うな」

「照れない照れない。自分のことは自分でやる。いい心がけです。まあ、これから私が手取り足取り、一から教えますよ。夏目さんに教えた時みたいに。ね？」

　そう振られ、高平の指導がよほど厳しかったのか、惣一郎はわずかに顔を強こわばらせて話を変えた。

「梅崎さん。これから、どうされるんですか？」

「取りあえず、小橋の墓参りに行く。後は、野となれ山となれ、だな」

　自虐的だが、梅崎の表情は晴れ晴れとしていた。ひよりはほっとするのと同時に、もう梅崎さんとは捜査できないんだな、と思い切なくなる。視線に気づいたのか、梅崎がこちらを見た。

「いろいろあったが、最後にいい捜査ができた。ありがとう」

　そう言ってポケットを探り、なにか取り出した。梅崎のトレードマークである、手帳とペン。でも、どちらも新品だ。

「私に？」

　差し出された手帳とペンを見返し、ひよりは訊たずねた。梅崎が頷うなずく。

「スマホやタブレットもいいが、自分の手で文字を書けば、情報が脳にダイレクトで入ってくる。思わぬことに気づいたり、アイデアが浮かんだりするんだ。試してみろ」

「わかりました。ありがとうございます。私も今回の捜査では、たくさん勉強させていただきました。全部梅崎さんの」

　語りだしたひよりを、梅崎は首を横に振って遮った。

「女の話は長すぎる。じゃあな……お世話になりました。どうぞ、お元気で」

　前半はひより、後半はおじさんたちに告げて一礼し、梅崎は歩きだした。桜田門駅の出入口の階段を、下りて行く。ひよりは出入口の前に行き、梅崎に言った。

「最後の最後に、『女』って……梅崎さんも、お元気で」

「行くところがなくなったら、メゾン・ド・ポリスに来いよ。一緒に捜査しよう」

　迫田がひよりの後ろから声をかけ、高平も、

「血圧のお薬。忘れずに飲んで下さいね！」

　と告げる。梅崎は振り向かず、返事の代わりに頭の上で手のひらをひらひらと振り、階段を下りて通路の奥に消えた。

「行っちゃいましたね。伊達さん、なにか言わなくてもよかったんですか？」

　出入口から元いた場所に戻り、ひよりは訊きいた。杖つえをついて穏やかに微笑み、伊達は答えた。

「言わなくても、伝わっているでしょう。梅崎さんも、メゾン・ド・ポリスの仲間です」

「ですね」

　と藤堂が同意し、惣一郎も頷く。迫田が空を仰いだ。

「いい天気だな。せっかく出て来たし、このまま銀座に行って昼メシにするか」

「迫田さん、いいこと言った。みゆき通りに、なじみのビストロが」

　藤堂が反応し、高平も言う。

「ランチは六百カロリー以下。もちろん、アルコールは禁止です。ひよりさんも、ご一緒にいかがですか」

「でも、仕事が」

「新木くんには、話を通しておきました。行きましょう」

　当然のように告げ、伊達が歩きだす。近くに、メゾン・ド・ポリスのワゴン車が停めてあるはずだ。

「いつの間に？」

　問いかけたひよりには構わず伊達は進み、迫田と藤堂、高平が付いて行く。

「確かに、いい捜査だった。だが、今度また爆弾運びの一件みたいなことが起きたら、お前は行くな。俺が行く」

　隣で、惣一郎が言った。ひよりが見上げると、こう続けた。

「お前は警察官である前に、一人の人間だ。両親も弟もいる。悲しませるな」

「急にどうしたんですか？」

　問いかけたが、返事はない。ただ、惣一郎は有明の事件の日、迫田と保仁さんを見ていた時と同じ顔をしている。ひよりの視線を振り切るように、惣一郎は歩きだした。

「夏目とひよっこ。なにやってる」

　前を行く迫田が、立ち止まって振り向いた。隣の藤堂と高平も、足を止めてこちらを見た。

「ひよこちゃん、おいで」

「ひよりさん。行きましょう」

　伊達も歩道の先で立ち止まり、にこにこして手招きをしている。言われた言葉が気になり、ひよりは惣一郎に目を向けた。惣一郎も振り返ったが、依然感情を読めない顔だ。でも、ちゃんと立ち止まり、ひよりを待っていてくれる。

　梅崎さんと迫田さんは、今回の事件を通じてずっと抱えてきたことと向き合い、答えを見つけた。それが、夏目さんの中のなにかを目覚めさせたのかもしれない。この人は、きっとまだなにかある。でも、無理に聞きだすのはやめよう。これからも私と夏目さんは、迫田さん、藤堂さん、伊達さん、高平さんと一緒に事件を追いかけ、その中で自分と向き合っていくのだから。大切なのは、みんなで並んで進むことだ。

「行くぞ」

　惣一郎が言った。

「はい」

　頷いて、ひよりはおじさんたちと進むために歩きだした。








解説　加藤実秋作品の魅力







共同テレビジョン　橋はし本もと　芙ふ美み






　２０１８年夏、新しん宿じゆくのとある喫茶店で私はそわそわしながらひとり座っていた。目の前のアイスコーヒーが入った純銅のカップも、少し汗をかいている。約束の時間より少し早く着いてしまい、手持ち無ぶ沙さ汰た。まだ客もまばらな店内。

「いらっしゃいませ」

　という声を聞いては入口の方を振り向き、座りなおしてはコーヒーにちょっと口をつけ……を繰り返していた。

　そしてついに、

「ひさしぶりー！」

　と軽快な足取りで加藤先生が入って来られた。

　そう、この日は「メゾン・ド・ポリス」のドラマ化が決定してからはじめて加藤先生と２人だけでお会いする日だったのである。直接お会いするのは、以前お世話になった「インディゴの夜」のドラマ化から約８年（！）ぶり。８年の年月を感じさせない程、先生の変わりないお姿にびっくりしたと同時に、なんだか自分だけ老けたな……と思わずにいられなかった。というのはさておき、再び加藤先生の原作をドラマ化させていただけることに喜びで胸がいっぱいだったが、お会いするのが久々すぎてまだ緊張を引きずる私とは裏腹に、以前と同様に明るく忌き憚たんなく話してくださる加藤先生。昔話に花が咲き、そして加藤先生の「メゾン・ド・ポリス」へかける想いを直接お聞きした。最後に私の目を真っ直ぐ見て、

「うちの子をよろしくお願いします」

　と、仰おつしやられた。

　あらためて、今回のドラマ化を何としてでも成功させなければ、と身が引き締まる思いだった。

　想像するに、この魅力的な小説に対する映像化の問い合わせは、他社からもかなりあっただろう。そんな中で弊社が、ＴＢＳさんの金曜ドラマという伝統ある枠で連続ドラマ化をさせていただけることになり、加藤先生をはじめ、ＫＡＤＯＫＡＷＡの皆様、ＴＢＳの皆様、スタッフ＆キャストの皆様、すべての関係者の方々に深く感謝して止まない。

　そんなふうに、映像化争奪戦も起きた「メゾン・ド・ポリス」は本当に凄すごい小説である。『女性刑事主人公』『おじさまたち』『シェアハウス』『事件もの』。どれかひとつでもお話として成立する要素が４つも融合しているのだ。この小説を手にした時、もの凄いワクワク感が押し寄せてきた。書店やネットで文庫を見つけた方も、きっと同じような気持ちだったのではないだろうか？

〝新人女性刑事が、シェアハウスに住む警察を退職したおじさまたちと一緒に、事件を解決するお話〟

　この一言だけで抜群のエンターテインメント性を感じる。そして、キャラの強いおじさまたちと彼らに振り回されながらも頑張る牧まき野のひよりとのテンポの良いやりとり、痛快な事件捜査、そして、そんなメゾンに行ってみたいなと思わせる楽しさ。第１巻発売後、続々と重版が決定するのも非常によくわかる。ありそうでなかったこの設定。どうしてこんな発想ができるのか？　前回ドラマ化させていただいた「インディゴの夜」の時も同じことを思った。渋しぶ谷やの街を舞台にしたホスト探偵団。まだホストものが流行はやる前の小説である。加藤先生の、時代の先を読む着眼点と発想力に毎回脱帽する。

　さらに今回の「メゾン・ド・ポリス」は、少子高齢化がさらに進むこれからの日本に投げかけるメッセージも多分にはらんでいるように思う。メゾンのおじさまたちは、持病がありながら、現役顔負けの働きでひよりと共に事件を解決する。そんな彼らの活躍に、勇気づけられる読者の方も多いのではないだろうか？　そして、次の世代に何を残していくか。若者たちは先輩に何を学んでいくべきか。おじさまたちがひよりに対して見せる背中が、たくさんのことを教えてくれる。定年を迎えながらまだまだエネルギーが有り余っているオーバー60の方々が、男女問わず社会全体の割合として増えていく時代。そんな社会のバランスの変化に対応していくヒントが、「メゾン・ド・ポリス」にはあるように思える。

　痛快な事件解決ものとしての極上のエンターテインメント性の中に、時代と人を捉とらえ、社会的テーマにも繫つながる要素がバランスよくちりばめられている。例えば、「老後」「健康」「家族」「先輩と後輩」。読者は、小説を楽しみながら、いつのまにかそれぞれの立場で自分の仕事や人生、人間関係について、様々なことを考えさせられるのではないだろうか。そういった点でも、「メゾン・ド・ポリス」シリーズは、『凄い』作品である。

　そしてついに第３巻。第２巻発売から４ヶ月。この続編発売のスピードももの凄い（笑）。

　シリーズ初の長編。今回はなんとテロリストが登場する爆弾ものである。またもやワクワクしながら拝読した。もう私の頭の中は、遊園地のアトラクションに乗っているような感覚だった。偽爆弾騒ぎが続いたと思ったら、ある日突然本物の爆発！　しかも先輩刑事の原はら田だには、とある災難が降りかかる。これにはホントにびっくりした。せっかく彼女できたのに……と本気で感情移入してしまった（笑）。そしてクライマックスは、ジェットコースターのような急展開だ。また、新しい曲くせ者ものキャラで定年間近の警備課・梅うめ崎ざきが登場。彼は過去にまつわる心の傷を抱え、女嫌いである。仕事柄、映像化するなら梅崎のキャストは誰かな？　とつい想像してしまう。そんな梅崎とバディを組むことになるひよりが奮闘する姿は、今まで以上に応援したくなる。ひよりがこのシリーズを通して成長している様子もうかがえる。そして言うまでもなくメゾンのおじさまたちの活躍も目が離せない。

　さらに個人的にハマったツボもたくさんある。原田に彼女ができて、原田が急に衣服の柔軟剤の匂いが強くなったというくだりに笑った。また、〈ICEアイス MOONムーン〉で出会うナナちゃんからまさかの事件解決へのヒントを得るくだり。迫さこ田たの息子・保やす仁ひとの髪型が、最近流行りのミュージシャンみたいに前髪が長いところ、ついに迫田の離婚した妻・葉よう子こさんが登場するシーン等々。数え上げればキリがないが、ひよりやおじさまたちだけでなく、１巻や２巻からの登場人物がキャラとして成長している感じや、ファンの心をくすぐる細かい描写に、加藤先生の愛を感じる。

　加藤先生の日頃の鋭い観察眼と独特の着眼点、誰にも真似できない発想力、そして作品への愛。だから、加藤実秋作品はいつも魅力がつまっているのだと思う。

　もう既に第４巻への構想を練っているとのこと。はやっ！　と思いながら、一ファンとして早く読みたくてウズウズしている。
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